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　冷たく澄んだ空気に包まれた静せい謐ひつの森。

　人の手が入っていない自然、生命力に溢あふれた木々の奥深くに泉があった。

　ぱしゃっと水の跳ねる音がし、同時に動く影。

　そこには一糸纏まとわぬ見目麗うるわしい少女がいた。

　まばゆい輝きを持つ黄金色の髪イエロートパーズ、深い海へ吸い込まれるような蒼玉の瞳サフアイアブルー。

　スタイルの良さが一目でわかる豊かな胸の膨らみ、すらりと長い手足。

　それらに伝う泉の雫が、きらきらと陽光を弾き返す。

　太陽を思わせる美しさを持った少女は太ももの半ばまで水に浸かり、時には頭まで潜り、魚のように泳ぐ。

　何な故ぜこのような人の踏ふみ入らぬ森の奥で、彼女は水と戯たわむれているのだろうか。

　黄金の少女は待っていた。

　水と戯れることで森の気配と同化しつつ、獲物を待っていたのだ。

「……来たわね」

　待ちわびていた獲物の気配を捉え、彼女は呟つぶやく。

　視線の先には、森の奥より泉で喉を潤すために現れた、瑞みず々みずしい生気を発する鹿の群れ。

　そう、獲物とは彼らであり、黄金の少女は狩りを行うために待っていたのだ。

　しかしながら狩りというには疑問が浮かぶ。

　何故なら少女は衣服のみならず、銃も、弓も、ナイフの一本すら身につけていないのだから。

　けれど──

　黄金の少女、その唇が何事かを呟いた次の瞬間──

　まるで手品のようにその手には《銃ライフル》が握られていた。

　どんな銃よりも自身の手に馴な染じむそれを、静かに鹿の群れへと向け──

　一頭の牝め鹿じかへと銃口を定める。

　強い意志を感じさせるその瞳が僅わずかに細められ──

　銃声が静寂を破る。

　刹那、心の臓を撃ち抜かれた牝鹿が倒れ、幸いにも標的とならなかった他の鹿たちが逃げ出し、銃声で飛び立った鳥の羽音で森は騒々しさに包まれた。

「ふふっ、完璧パーフエクトね」

　少女は満足そうに笑みを浮かべると銃口を下ろし──次の瞬間、今度は霧む散さんするかのように《銃ライフル》は消え去った。

　これで彼女の狩りは終了だ。

　仕留めた獲物を持ち帰ろうという意識は無い。

　最後に横たわった牝鹿を一いち瞥べつした後、少女は黄金色の髪イエロートパーズを手で大きく払い、雫を落とす。

　そして水辺へ脱ぎ捨ててあった衣服を身に纏い、泉を立ち去るのだった。



　少女が森を去って半刻ほど後──

　水辺で横たわる牝め鹿じかの傍で、小柄な鹿が寄り添い立っていた。

　まだ母親の死を理解できないのだろう、幾度となく顔を舐なめている。

　だが──

　子鹿が幾度目かに鼻先を舐めた瞬間、牝鹿の耳がぴくりと動き、直後にぱちぱちと瞳を瞬かせた。

　しばらくすると牝鹿は頭を起こし、ゆっくりと立ち上がった後に子鹿と幾度か体を擦り合わせ、やがて水辺を離れて森の奥へ──群れの下へと向かって駆けてゆく。

　木々の合間を駆ける牝鹿の体には、傷一つついていなかった。

　確かに黄金の少女は心臓を撃ち抜いたはずだというのに。

　やがて森は再び静けさを取り戻す。

　まるで何事も無かったかのように。



「お帰りなさいませ、お嬢様」

　屋敷へ戻った少女を出迎えたのは、ウイングカラーシャツにウエストコートという執事姿の女の子だった。

「ただいま、サラ。……と言っても、またすぐに出掛けるけどね」

「今度はどちらへ？」

　帰宅早々、再び外出すると口にした主へ執事姿の少女が問う。

「日本よ」

「……日本？」

　反はん芻すうする執事へ、少女は黄金色の髪イエロートパーズをぱさりと手で払いつつ答える。

「あたしの同類がいるって話を聞いたのよ」

「お嬢様と同じ、ですか」

「ええ。そうと聞いたら会いに行ってみるしかないじゃない」

　笑みを浮かべ、黄金の少女は自身の異名を口にした。

「同じであって同じじゃない……《特別エクセプシヨン》として、ね』



　かくして──《異能イレギユラー》と《特別エクセプシヨン》が巡めぐり逢あう。



    

  
    
      


■第一章『リーリス＝ブリストル』





　目を覚ますと朝になっていた。

　寝不足のため頭が重く、まだ眠い。

　けれど眠りにつくまで幾度となく反はん芻すうした昨夜の出来事──ユリエの告白を改めて思い返すと、二度寝をする気にはなれなかった。



『私もトールと同じ──《復讐者アヴエンジヤー》です』



　月明かりの下、背中の傷痕を晒さらした銀色の少女から復ふく讐しゆうを望んでいると聞かされ、俺は言葉を失う。

　人非ざる存在──《超えし者イクシード》へと成るため、海を越えて来た銀色の少女。

　相応の理由があるのだろうとは思っていた。

　だがまさか、俺と同じく復讐の炎に心を灼やかれているなんて思いもしなかった。

　無言のまま時が刻まれる中、やがてユリエが『戻りましょう』と口にして部屋へ戻りはしたものの──ベッドへ入った後もなかなか寝付けず、結局は空が白み始めた頃にようやく眠りについた。



　目を閉じれば、脳裏に浮かぶのは一条の傷痕を刻まれたユリエの姿。

　どういった経緯で刻まれたのかはわからない。けれど──

（《復讐者アヴエンジヤー》、か……）

　あの言葉を口にしたユリエの悲哀の光を湛たたえた瞳。

（俺と……同じ、か……）

　機会をみて、話の続きを聞いてみるべきだろうか。

　それとも、話してくれるまで待つべきだろうか。

　悩みながら、寝返りを打つ。

　光から目を逸そらし、背を向けるようにして。

　その先で手にしたのは──

　むにゅっ。

　柔らかい何かだった。

（なんだこれ……？）

　ぼんやりとしたまま手を動かす。

　それは手に収まる程の控えめな膨らみで、薄めの布に包まれた柔らかい何かだった。

　ふにふにと柔らかく、指の動きでそれは形を変える。けれど張りがあり、指を離せばすぐに元の形へ戻る。

　何か例を挙げろと言うのならばマシュマロ、餅、もしくは──と、そんなことを思い浮かべていると……。

「んぅっ……」

　それが声を発した。

「…………」

　汗が流れる。

　今、俺が触れているそれがいったい何なのか、確信を持ったために。

　恐る恐る目を開けるとそこには──

　透き通るような雪色の肌スノーホワイトを持つ、銀色の髪シルバーブロンドの少女がすやすやと寝息を立てていた。

　……そして確信どおり俺の手は銀色の少女の胸へと触れていた。

（なんで隣で寝てるんだ!?　って、それよりも──）

　我に返り、慌てて手を離そうとしたその瞬間──

「ひぅんっ……！」

　どこか刺激の強い部分に当たったのか、可愛かわいい悲鳴とほぼ同時に銀色の少女はびくりと震え、体を抱え込む。

　……幸か不幸か、俺の手を自身の胸へより押しつけるようにして。

「う、わっ、柔らかっ、って、うわぁあああっ!?」

　刺激によるものか、それとも俺の叫びによるものか──



    

  
    
      



    

  
    
      

「──トール……？」

　深紅の瞳ルビーアイが俺を射て、名を口にする。

　瞬間、サーッと血の気が引く感覚がした。

「ユ、ユリエっ……!!　こ、これは、えーっと……!!」

「これとは……？」

　疑問を口にしつつ、ユリエは俺の視線を追う。

　その先は当然、自分の胸へ押し当てられた俺の手であり……。

「あ……」

　白い頬ほおが桜色に染まるのがわかる。

「「…………」」

　ユリエが困惑した表情を向けて来て、俺は引きつった顔で返して──

「て、手を離したいから、腕の力を緩めてくれないか？」

「──っ！　ヤー……」

　ユリエが頷うなずき、ふっと腕の力が緩められる。

　俺は慌てて手を引こうとし、その最中──

　指先が何かに引っ掛かった。

「んくんっ……！」

　再び、俺の手を巻き込みつつユリエが体を抱え込む。

　無論、それはユリエの柔らかさを手全体で感じることになるわけで。

「ユリエ、待った！　手が、手が────っ!!」



「あ、あの、ユリエ。ごめんな……」

　ようやく落ち着いたところで、俺たちはベッドの上で正座で向かい合っていた。

　ただしユリエの視線は膝元。頬は僅わずかだが桜色に染まったまま。

「…………」

　沈黙が痛い。

「ま、まさか隣で寝てると思わなくてっ、寝返りを打ったときにたまたま手が……それで何かと思って手を動かしたら……」

「…………。そうしなければわからない程のものでしたか……」

　怒られる、もしくは白い目で見られることを覚悟の上で真実を伝えたら、しょんぼりとされてしまう。

「っ！　い、いや、それは……女の子の胸をさわったのなんて初めてだったからサイズがどうとか全然気にならないくらいすごく柔らかかったし……って、いやいやいやそうじゃなくて……」

（あああっ、何を言ってるんだ俺は──っ!?）

「…………」

　俺の慌てっぷりとは対照的に、再び無言となるユリエ。

　もしかしてもしかしなくとも──終わったのか、俺？　いわゆる社会的に死亡？

「ユ、ユリエ……？」

「……故意では無いのですよね？」

　上目遣いの問い掛けに、当然俺は首を縦に振るばかりだ。

「それなら仕方ありません」

「えっと……許してくれるのか？」

「ヤー。そもそも私が約束を守らず、勝手にベッドへ潜り込んだことが原因ですし」

　そう言ってユリエがぺこりと頭を下げる。

「約束を破ってごめんなさい、トール」

「いや、別にそれは構わないけど──どうしてこっちで寝てたんだ？」

　俺が眠りに就いたのは明け方。それまではユリエも自身のベッドで寝ていたはずだ。

　つまりユリエが潜り込んできたのはその後になるわけだが……。

「…………。あの後、なかなか寝付けなかったのと──」

　少し俯うつむき加減となり、沈んだ口調で続きを話すユリエ。

「あの話をしたことで、昔を思い出して……寂しくなったのです」

　ユリエは申し訳なさそうに俺を見る。

「ですがトールは既に休んでいましたので起こすのも心苦しく……」

「……ん、そういうことなら仕方ないか」

「ありがとうございます、トール」

　寂しいときは一緒に寝ていい。そう言い出したのは俺だ。

　驚きはしたものの、理由があるのなら仕方ない、と思う。

（あの話で寂しく……。ってことは、もしかしてユリエのお父さんは──）

　昨夜の話に思考を巡めぐらせるも、ユリエが話し掛けてきたことですぐに中断させられる。

「ところでトール。朝とはいえ普段ならまだ寝ている時間ではありますが、このまま起きませんか？」

「そうだな。もう少し寝ていたいところだけど、今眠ったら確実に寝坊する自信がある」

「ヤー、私もです」

　くすりと微笑ほほえみ、ユリエがベッドから降りる。

　いつものように、シャワーを浴びてから着替えるつもりなのだろう。

「あ……。ユ、ユリエ」

「──？」

　替えの服を手にし、脱衣所へ向かうところで呼び止める。

「さっきの……む、胸のこと、本当にごめんな」

「……ナイ。気にしていませんからその話はもう無しです」

　ユリエは小さく首を振りつつそう口にするも、少しだけ恥ずかしそうだった。



　昊こう陵りよう学園の学食は生徒数からすると余裕を持った広さであり、おかげで特に食事をする定位置は決められていない。

　だが、大半の生徒はいつも同じ場所で食事を摂とるのが当たり前となっていた。

　そして、この時間をともに過ごす相手も当たり前となっており──

「お、おはよう透とお流るくん、ユリエちゃん。今日は早いんだね……」

　並んで座る俺たちへ掛けられる聞き慣れた声。

　声の主はやや小柄な女子で、口調からもわかるように大人しく控えめな性格の人物だ。

　ただし胸の膨らみは正反対で、クラス内の誰よりも豊かなため大変に人目を引く。

　……さすがに本人には言えないが。

「おはよう。今日はちょっと早く目が覚めてな」「おはようございます、みやび」

　穂ほ高たかみやび。同じ一年生であり、クラスメイトでもある──昊陵学園は一学年一クラスしか無いから当然なのだが──この少女は、俺たちとほぼ毎日食事を一緒に摂っている。

「えっと……」

「──？」

　俺とユリエへ交互に視線を向けて僅わずかに逡しゆん巡じゆんした後、みやびはユリエの前へと座った。

（……もしかして俺の前に座るかどうかを悩んだ、とか？）

　俺とユリエの正面は両方とも空席であり、今のみやびの様子からするとその可能性は高いんじゃないだろうか。

　女子校出身のみやびは異性が苦手なのだが、入学してから今日まで一ヶ月余り、悩みを聞いたり助言をしたりといろいろあったおかげで仲良くなり、今では互いに名前で呼ぶ仲となった。

　それでもいまだに緊張をしている様が目に見えるのだが、座る席を逡巡するという些さ細さいなことであれ、今までよりもこちらに気を許してくれているのかもしれないと思うと嬉うれしくなる。

「……あの、透流くん？」

「ん？　どうかしたのか？」

　頬ほおを少しばかり赤く染めたみやびが困った様相を浮かべつつ、俺とテーブルへ交互に視線を動かしていた。

「どうかしたって、それはわたしが聞きたいんだけど……。さ、さっきからわたしの顔を見ながら笑ってるみたいだけど、どうしてなのかなって……？」

　どうやら困った表情の原因は俺だったようだ。

　ちょっと思い出し笑いをしていたと誤ご魔ま化かすと、苦笑いを浮かべた。

「そういえば……今日は一人なんだな。橘たちばなはどうしたんだ？」

　珍しくみやびの《絆双刃デユオ》である橘の姿が無い。

　凜りんとした空気を纏まとい、同い年にしては大人っぽい雰囲気を持つ少女。

　武門の出であり、クラス内でも屈指の実力を持つ彼女は成績も良く（英語はダメ）、その上面倒見が良いので周囲から信頼を寄せられている。

「あ……。巴ともえちゃんは今、みんなを起こしてるところだよ」

「みんなを？」

「うん。寝ぼすけの子もいるから、遅刻しないようにって……。朝はいつもこの時間になると、みんなの部屋を回って起こしてるんだよ」

「ははっ、橘たちばならしいな」

　聞くまでもなく自発的にだろう。

　親元から離れての生活が始まって一ヶ月余り。寮監は居れど生活リズムが乱れやすい朝を、女子の中心人物たる橘が律しているというわけだ。

　生真面目であり几き帳ちよう面めんである橘らしいと思う。

　そんな彼女が部屋を回ってクラスメイトに声を掛けている様がありありと思い浮かぶ。

（しかし──）

「こんなことなら、野菜を減らして肉をもっと多くしておけばよかったな……」

「私がいないことをいいことに偏食をしようとするな、九ここの重え」

「た、橘っ!?」

　ぼそりと呟つぶやいた直後、背後から少しばかり怒気の篭こもった声。

　慌てて振り返ると、ちょうど話題にしていた橘が俺を見下ろし睨にらんでいた。

「おはようございます、巴」

「やあ。おはよう、ユリエ」

　これまでしずしずと箸を動かしていたユリエがチリンと鈴の音を立てて頭を下げると、橘は眉を下げ、微笑ほほえみを浮かべる。

　その橘の表情が緩んだところを見て、俺は内心でほっとひと息ついた。

「何をほっとした顔をしているんだ」

「い、いや、ははは……」

　再び睨まれ、俺は体を小さくするのだった……。

「まったく、キミという男は……」

　そんな俺に対してため息をつきつつ、橘は正面へと腰を下ろす。

「し、仕方ないだろ。俺くらいの年の男子だったら、肉を食いたいって思うのは当然──」

「野菜も食べているのなら私だって何も言うつもりは無い」

「うっ……」

「だいたいキミは肉ばかり食べ過ぎだぞ。前々から言ってるように、もっと野菜を摂とるべきだ。ユリエやみやびを見習ってな」

　二人のトレイへと目を向けるとユリエは和風サラダと玉子焼き、メインが焼き鮭ざけと、日本の朝食といった組み合わせで小柄な体格故に量は少なめ。ご飯も茶ちや碗わん半分だ。

　これで昼まで過ごせるのだからかなりの低燃費と言えよう。

　俺なら二時限目の途中で派手に胃袋が鳴いてもおかしくない。

　みやびはポトフにＢＬＴサンドとシンプルな組み合わせに、飲み物はいつも通り牛乳だ。

（……やっぱり大きい理由に関係あるんだろうか？）

　どことは言えないが、こっそり視線を送りつつそんなことを考えてしまう。

「聞いているのか、九ここの重え？」

「──っ！　あ、ああ、聞いてるしわかってるって。きちんと野菜も食うから……！」

「うむ、約束だぞ。……そうだ、この八種の温野菜サラダを食べたまえ。キミならこれくらい食べきれるだろう？」

　ドン、とサラダの皿が俺の目の前へ置かれた。

「うげ……じゃなくて、い、いや、それじゃ橘たちばなの朝メシが少なく……」

「安心したまえ、私の分はもう一度取ってくる。……む、せっかくだからこの小松菜のしそ昆布あえもどうだ？　それとこちらのひじきの煮物も──」

（もう勘弁してくれぇえええっ!!　肉が、肉がぁああああああっっ!!）

　目の前に次々と置かれる野菜の入った小皿に、俺は内心で絶叫を上げるのだった。



　骨折数ヶ所、全身至るところに裂傷、打撲は数えきれず。

　全治一ヶ月。ただしそれは《超えし者イクシード》だからこそであり、常人なら全治数ヶ月。

　友人のトラが《新しん刃じん戦せん》で──いや、その裏で仕事と称して生徒を狙い、暗躍していた月つき見みによって負わされた怪け我がの診断結果だったのだが……。

「なんでトラが教こ室こにいるんだ？」

　朝食後の雑談を終えてそのままみんなで教室へ行くと、見慣れた小柄な男子が机に突っ伏して寝ていた。

「……退院してきたからに決まっているだろう、このバカモノ」

　俺の呟つぶやきに耳みみ聡ざとく反応し、トラはあくびをしつつ伸びをする。

「退院まであと十日はあったと思うんだが……」

「ふんっ、いつまでも休んでなどいられるか」

　ＧＷ中、こちらが動けるようになった段階で学園敷地内にある病棟へお見舞いに行ったのだが、無様な姿を見せられるかと即追い返された。

　その後で看護士さんから怪我の状態と退院予定日を聞いたのだが、どうやらトラのやつは強引に退院をしてきたらしい。

「無理して怪我が長引いたらどうするんだよ。大人しく寝とけって。それにほら、寝る子は育つとも言……悪かった、なんでもない」

「誰がちっこいか!!」

　後ろで聞いていたみやびは怒鳴り声にびくりと驚き、怯おびえるように俺の後ろへ隠れる。

「大丈夫だって。今のは俺に突っ込んだだけだから」

「う、うん……。…………。あ……！」

　ぎゅっと俺の服を掴つかんだままのみやびへ笑いかけると、一瞬目を見開き──

　ぱっと手を離したかと思うが早いか、一歩後ろに下がって謝られる。

「ははっ、噛かみついたりしないって」

　初めて会ったときの紹介を思い出させる一言に、みやびはくすりと笑った。

「しかし本当に大丈夫なのか？　彼女にやられたキミの傷は相当なものだった。九ここの重えの言う通り、無理はしないほうが身のためだと思うぞ」

「その言い草からすると、お前も事情を知っているということか？」

　トラの問い掛けに橘たちばなが首を縦に振る。

　あの日、月つき見みの《牙剣テブテジユ》を打ち砕いたまではよかったが俺は極度の疲労で、ユリエは足の怪け我がが深く、互いに動くことが叶かなわなかった。

　そこへ様子を見に来た橘とみやびが学園側に連絡、そしてトラたちも含め怪我人全員へ応急処置をしてくれた。

　その際、橘たちには何が起こったのかを説明していた──《焔牙ブレイズ》の機密についても含め──ので、事情はすべて承知済みである。

「そうか、僕に応急処置を……。橘、穂ほ高たか、助かった。感謝する」

　トラが頭を下げた。

「…………」

「……透とお流る。その顔は何だ？」

「驚いてる」

「どうして驚いているのですか、トール？」

　チリンと鈴の音を立て、ユリエが小首を傾かしげる。

「いやあ、トラが人に頭を下げてるから……」

「その程度で目を丸くするなっ！　僕だって本当に感謝をするときは頭くらい下げる！」

「だってトラだぜ!?」

「貴様の中で僕はどんな扱いだっ!!」

「……トール、トラ。ケンカはよくありません」

「くすくす、ケンカじゃないから大丈夫だよ、ユリエちゃん」

　俺たちの言い合いにみやびは小さく笑い、「そうなのですか？」と尋ねるユリエに頷うなずく。

　けれどユリエはよくわからないとばかりに首を傾げ、チリンと鈴が揺れた。

「そうだ！　本当に感謝するときは頭を下げるって言ったよな。だったらこの前、俺とユリエにも助けられたわけだし、その感謝をしてもらおうか」

「うっ……ぐぐっ、そ、それは……っく、き、気にくわないが確かに……」

　トラに対して意地の悪い笑みを浮かべる俺の背後では、橘が「子供か、キミは」と呆あきれたように呟つぶやく。

　しばらくトラはうんうんと唸うなっていたものの、やがて複雑そうな表情を浮かべてやけっぱちのような調子で口を開いた。

「い、いいだろう。感謝してやるからありがたく思えっ」

「そこはありがとう、だろ？」

「むぐっ……！　ぐぐ、ぐっ……あ、あり、ありあり……ありが……。…………はっ!?　よ、よく考えれば僕が最初に助けなければ、貴様だってやられていただろう!!」

　しまった。気付かれた。

「だからお互いに貸し借り無しだ。わかったな！　ただしユリエ、お前には感謝する！」

　トラはふんっと鼻息を荒くし、顔を背けてしまった。

「まったく、キミも存外意地が悪いというか、それとも子供っぽいと言うべきか……っと、チャイムだな。また後でな、九ここの重え」

　鳴り響く始業のチャイムに、俺の肩を軽く叩たたいて橘たちばなが自身の席へと向かう。

　みやびも俺たちへまた後でと言い残してその背中を追って行く。

「トール。私たちも座りましょう」

　ユリエに促されて席へ腰を下ろすも、ここでとある疑問が浮かぶ。

（待てよ？　授業が始まるのはいいけど、担任はどうなるんだ？）

　うさぎ耳を着けたあの女であるはずがない。

　となれば他の先生が代わりになるはずだが──

「おっはよーん　ＧＷは楽しかったー？　まさかと思うけど遊びすぎて課題をやってこなかったイケナイ子はいないよねー？　いるんだったらすぐに手をあげなさーい」

「──っ!!」

　チャイムが鳴り終わって教室へ入って来たうさぎ耳を目の当たりにし、俺は──ユリエ、橘、みやび、トラ、タツも立ち上がる。

　それぞれが己の胸に手を当て、《力ある言葉》を口にしようとした刹那──

「授業が始まります。席に座りなさい」

　月つき見みに次いで教室へ姿を見せた三み國くに先生の言葉に、思い留とどまらざるを得なかった。

「聞こえなかったのですか、九重くん？　他の五人も。授業が始まりますよ」

　再び着席を命じられ、俺たちは困惑しつつも腰を下ろした。

（どういうことだ……!?）

「さっ☆　それじゃあ久しぶりのＨＲをはっじめるよー♪」

　あの日、俺たちを襲った凶刃の主は宣言通りにＨＲを開始する。

　まるであの襲撃が無かったかのように、これまでと変わらない脳天気そうな笑顔を浮かべて。

　けれど笑顔という仮面の下の顔を知っている俺たちはただただ困惑するばかりだ。

「さてさて☆　連休直前に行った《新しん刃じん戦せん》についてだけど、見事に勝った人も残念ながら負けちゃった人もみんなお疲れさまぁ♪　ちょーっとハッスルし過ぎて怪け我がをしちゃった人も何人かいたみたいだけど、今のみんなの力を見せて貰もらえて先生大満足だよっ」

　怪我をした──の部分で俺やトラが反射的に誰のせいだと口を開きそうになるも、月見はぱちりと片目を瞑つぶりつつ口元へ指を当てる。

　あの襲撃の件は秘密、ということなのだろう。

　言われなくても分かっているのだが、あの件の元凶たる当人が平然と嘘をついているおかげでこちらは平静を保つフリをするのがやっとだ。

「──と言うわけで事前に説明していたとーり、成績の良かった《絆双刃デユオ》は特別賞与として《昇華の儀》を土曜日に受けることが出来るから。えーっと、受けられるのは──」

　月つき見みが口にしたのは俺＆ユリエ、橘たちばな＆みやび、トラ＆タツ、他二組の《絆双刃デユオ》。

　曰いわく、三勝以上が特別賞与の目安らしい。

　本来なら《昇華の儀》を受けられることを喜んでいたのだろうが、今はそれどころじゃなかった。

（何がどうなってるんだ……？）

　頭の中が混乱している。

　原因は言うまでもなく、どうして月見が担任のままなのか、そして三み國くに先生──学校側がそれを容認している理由は何なのかということについてだ。

　だが、俺が頭を悩ませている間にもＨＲは進められていく。

　その後は今後の授業のことや下旬に二年生と行う交流試合、七月には臨海学校がある旨を伝えられ、チャイムを合図に月見は教室を出て行き、入れ替わりに入ってきた一般学科の教師が授業を始めた。



　月見に対する疑問、困惑はあの件に関わった全員が感じていた。

「あれはどういうことだと思う、九ここの重え」

　休み時間になるとあからさまに戸惑った表情を浮かべ、橘が話し掛けてくる。

　その横にはみやびが、前の席からはトラとタツが振り向いて俺を見る。

　普段、表情があまり動かないユリエですら眉を寄せた様子を見せていた。

「廊下で話そう。ここじゃ誰かに聞かれるかもしれないしな」

　そう言ってみんなを促し廊下へと出た。《新しん刃じん戦せん》による爪痕はＧＷ中にすっかり修復され、元の様相を取り戻した廊下には休み時間であるにもかかわらず人影はほとんどなく、クラス──というより教員も含めて学内にいる人の数の少なさを表している。

　念のためにと教室から多少だが離れた場所へ移動する。

　そこで少し重い空気を破って最初に口を開いたのはみやびだった。

「あ、あの……月見先生って、透とお流るくんやユリエちゃんたちを殺そうとしたんだよね？」

「ヤー。トールがいなければ今頃は……」

「俺一人じゃどうにもならなかったって。あれはユリエがいたからこそ成功した策だろ」

　謙遜無しにそう思う。ユリエが月見の刃を受け止めてくれたおかげで、雷神の一撃ミヨルニールを叩たたき込むチャンスが生まれたのだから。

「ナイ。トールが……」「いやいや、ユリエが……」

「いい加減にしろっ。今は何な故ぜあの女が僕たちの前へ再び現れたのかについての話が先だろうっ！」

　苛いら立だちを隠さずトラが怒鳴り、話が本筋へと戻る。

「とは言ってもな……。どうして月つき見みが何食わぬ顔で現れたかなんて、俺が聞きたいくらいだって」

　月見の処遇については学園側に任せたが、少なくとも俺たちの前へは二度と現れることは無いだろうと思っていたのだから。

「くはっ、だったら教えてやるぜ、《異能イレギユラー》」

「──っ!?」

　主題となっている人物の声が、唐突に会話へと混ざってきた。

　驚きと同時に声の聞こえた一点──窓へと視線が集まる。

　俺たちの視線に応えるかのように底意地の悪そうな笑い声が響いたかと思うと、窓の向こうでにょきっと月見が顔を見せた。何な故ぜか逆さまで、だ。

「おら、窓を開けろよ。中に入れねーだろ。お前らの疑問に答えて欲しかったらとっとと開けろっつーの」

　人に頼むくらいだったら最初から外で立ち聞き（？）なんかするなよと思いつつ、窓を開ける。

　当然、警戒しつつ。……していたつもりだった。

「あらよっと」

　月見は窓枠をまるで鉄棒のようにし、宙空で体を反転させたかと思うと足から校舎内へ飛び込んでくる。

　しかもそれは窓を開けるとほぼ同時であり、俺からすると突然目の前にペチコートが広がって真っ白な大輪の花が咲いたかのように思えた。

「ぶっ!?」

　……ついでに月見の下半身を覆おおう白く薄い布地が俺の顔に押しつけられる。

（ちょっ……これって……!?）

　困惑と頭部への衝撃にたたらを踏ふむと、柔らかな太ももで頭を挟み込まれ前方へと上半身が引っ張られた。

　ズンッ……！　鈍い音とともに背中への強い衝撃。

「がっ……！　かはっ……」

「トール!!」「透とお流るくんっ!!」「透流っ!!」

「こ、九ここの重え！　月見先生、いったい何を!?」

　いきなりのフランケンシュタイナー炸さく裂れつに橘たちばなが怒気の篭こもった声を上げるも、月見はあっけらかんとした口調で軽く受け流す。

「くははっ。いい思いサービスシーンの後には痛い目オチが待っている。世の中の法則だぜ」

　人差し指を立ててチッチッと左右へ振る月見。

「くっ、どんな法則だよ……ってぇ……」

「大丈夫ですか、トール？」

　ユリエに支えられて体を起こすと、場には険悪な雰囲気が漂っていた。

　挑発するかのような笑み──本性を見せて佇たたずむ月つき見みへ対たい峙じする橘たちばな、トラ、タツ。

　唯一敵意を露あらわにしていないのは荒事に慣れていないみやびだけで、うろたえるように俺と月見へ交互に顔を向けている。

　まさに一触即発といった雰囲気がたっぷり十秒程続き──

　最初に月見が動いた。

　反射的に俺たちは《焔牙ブレイズ》を具現化しようとしたが、その必要は無かった。

　確かに月見は動いたが、戦意は無いとばかりに両手を上げたのだ。

「……どういうつもりだ、貴様」

「見ての通り、闘やり合うつもりは無いってこった。ここでおめーらの相手をすると、せっかくの再就職先をたった一日で首になっちまうからな」

　トラの問いに、余裕の笑みを湛たたえたまま月見が答える。

「再就職先ってどういうことなの……？」

「雇い主をこちらの学園へと替えた、ということだろうな」

「くはっ。さすがに優等生はぼんくら乳牛とは違って頭の回転がはえーな」

「う、牛っ!?」

　月見の一言に胸元を手で隠そうとするみやび。……ただし大きすぎて隠せていない。

「ま、そーゆーこった。こうして教師を続けているのが何よりの証拠ってわけだな」

「…………。俄にわかには信じ難がたいけど、状況を見るにそうなんだろうな」

「だぁめだよ、九ここの重えくん☆　先生にはきちんと敬語を使わないとねっ」

「……もう少しで殺されそうになった相手に無理を言うな」

「くはっ、死ななかったんだから堅苦しいこと言うなっての」

「だったらあんたも敬語を使えなんて堅苦しいことを言わないでくれ」

「っ！　まったくだ!!　いいセンスしてるよ、《異能イレギユラー》!!　くぁーっはははは!!」

　一瞬、俺の返しに目を丸くしたかと思うと、腹を抱え膝を叩たたいて月見が笑う。

　やがてその笑いが収まると、愉たのしそうな表情を浮かべ腕を組み壁に寄り掛かる。

「……ならば僕から質問だ。貴様はあの時、『仕事だ』と言ったな？　何ど処この誰がどんな理由で僕たちを襲わせたかを答えてもらおうか」

　月見の襲撃でもっとも手て酷ひどくやられたトラは、苛いら立だちを隠さず問い掛ける。

「世の中には《超えし者イクシード》が鬱陶しいって思ってる輩やからがたくさんいるのさ。まあ守秘義務ってのがあるから何処とは言えねーけど正義を掲げる国とかな」

「それって……」

　国名を聞くまでもなく、その皮肉の篭こもった呼び方でわかる。

「まさか……そんなバカな。国家が出てくるような話だと言うのか……」

　驚きを隠せない橘へ、戯おどけるように月つき見みは肩を竦すくめる。

「くはっ、覚えておきな。どこの国にも暗部ってもんが存在する。そしてそれはこの昊陵も同じ──つまりこの学園は日本という国の暗部なのさ。でなけりゃ秘密裏とはいえ、ナノマシンで化け物制作っつー非人道的行為なんて出来るわけねーだろ」

　真に受けていいものだろうか。

　ただ、説得力はある。

《黎明の星紋ルキフル》や《超えし者イクシード》といった存在が明るみに出ないのは、背後に国家の存在があるからと考えれば納得も出来るというものだ。

「ま、どこまで信じるのかはおめーらの好きにしてくれや。……さてっと、そろそろ休み時間も終わっからまた後でな。授業に遅刻すんじゃねーぞ」

　ひらひらと手を振り、月見は俺たちに背を向けて去って行った。

「……今の話、どこまで信じていいと思う？」

「ふんっ。国がバックだとかという話はともかく、やつが学園側についたことは状況から確かだと思うぞ」

「私もトラに同意見だな」

「ただ、念のため警戒はしておこうぜ」

　俺の意見に二人が頷うなずく。

（しかしあいつの襲撃がまさか国家絡みだなんて、どこまで信じていいものやら……）



　時刻は昼を回って午後となり、久しぶりの体力強化訓練となったのだが──

「背はい嚢のう二十キロって……」

　ＧＷも明けたことだし今日からは訓練も本番だと月見が笑顔で宣言した。

　だが、その内容を耳にして周囲がざわつく。

「透とお流るくん。背嚢って……？」

　耳慣れない単語だったようで隣に立つみやびが小声で質問をしてきた。

　背嚢とはリュックのことで、その中に重りを入れて走るみたいだと答えると途端に不安げな様子を見せる。

　自主的な走り込みを続けているおかげで長距離走にはだいぶ慣れてきたのだろうが、それでもみやびの自信の無さに変わりはない。

　故に訓練がこれまで以上に厳しくなると聞けばこの反応も仕方ないだろう。だから──

「みやびなら大丈夫だって。マラソンだって走りきれるようになっただろ」

「そ、そうだね……。頑張ってみる……」

　不安は隠しきれないまでも、みやびは頷く。

「……で、でも、もし走りきれなかったら…………また、迎えに来てくれる？」

「迎えに……？」

　みやびを迎えに行く──そこから思い出すのは一ヶ月程前の出来事だ。

　動けなくなったみやびをおんぶして帰ってきた記憶が甦よみがえる。

（みやびと話をするようになったのは、あの日からだったよな……）

「ダメ、かな……？」

「え？　あ……」

　なかなか俺から返事が来ないことで、懇こん願がんするかのように上目遣いで聞いてくるみやび。

「ああ、わかった。絶対に迎えに行く」

「うん、待ってるね……」

　と、みやびは嬉うれしそうに頷うなずいた。

「──って、待ってちゃダメだろ。走りきらないと」

「あ……。そ、そうだったね。あはは……」

　みやびにつられ、俺も苦笑する。

　そこへユリエが片手それぞれに俺とみやび用の背はい嚢のうを持って来てくれた。

　そして揃そろって苦笑する姿を見て首を傾かしげる。

「トール、みやび。どうかしたのですか？」

「ちょっとな。……あ、背嚢ありがとな」

　受け取った背嚢はズシリと重みを腕に伝えてくる──と言っても、超化された今の状態では二十キロという数字程の重さは感じない。

　二つ合わせれば自身とほぼ同じかそれ以上の重さの背嚢を、小さな体のユリエが少々ふらつく程度で運べるのだから改めて《黎明の星紋ルキフル》の凄すごさを思い知る。

　しかもこれでまだ《Ⅰレベル１》と言うのだから、果てはどれ程のものなのか想像がつかない。

　それでも、俺はその果てへ向かって走り続けなければならない。

《力》を手にし、あの言葉の意味を知るために。

　何な故ぜ、音おと羽はが死ななければならなかったのか、その真相を求めて。

　けれどそれは──欺ぎ瞞まんだ。







『弱いから、死んだだけだよ』

　夢は願望を表すと言う。

　表面上でどう言い繕おうとも、俺の深しん淵えんには怒りが、憎しみが渦巻いている。

　復ふく讐しゆうを渇望する鬼が棲すんでいるのだ。

　あの日の記憶が、あいつの言葉が甦よみがえるたびに俺はそれを思い知る。

「うぁあああああああああ────────っっっ!!」

　今日も、同じだ。憎悪に充みち満ちた己の咆ほう吼こうが、夢から現へ俺を連れ戻す。

「は……あっ……はぁっ、はぁっ……！」

「トール、大丈夫ですか……？」

　上段のベッドからユリエが降りてきて、心配そうに深紅の瞳ルビーアイを向けてくる。

「……悪い」

「ナイ。気にしないで下さい」

　窓の外は既に明るく、朝を迎えていた。

　とはいえ普段の起床時間と比べると若干早いのだが──

「どこかへ行くのですか？」

　洗面所で顔を洗い動きやすい服に着替えてくると、ユリエがまだ少し眠そうな顔をしたままに首を傾かしげる。

「三十分ほど汗を流してくる。少し体を動かしたい気分でさ」

　わかりましたと頷うなずくユリエを残し、部屋を後にすると地下の施設へと向かう。

　午前六時から午後十時まで使用可能となっているトレーニングルームには、朝だと言うのに数名の利用者がいた。

　クラスメイトの一人と簡単な挨拶を交わしつつ奥へ向かう。

　俺が立ったのは百キロを軽々と超す特注のサンドバッグの前だった。通常ならばウレタンなどが入っているのだが、目の前のものは文字通り砂が詰められている特別製だ。

　そのサンドバッグへと拳を、蹴りを、休み無く打ち込み続ける。

　呼吸が荒くなり、苦しくなる。

　だがそれでも、力の限り叩たたきつける。

　あの言葉を追い払うかのように。

　あいつへの憎しみをぶつけるように。

　ただ、ひたすらに。



「その辺りでやめておきたまえ」

　いったいどれ程の時間、サンドバッグを叩いていたのだろうか。

　投げ掛けられた声に拳を止めた時には汗だくで、乱れた呼吸が酷ひどく苦しかった。

「珍しく朝から熱心にトレーニングをしていると思っていたら、いったいいつまで叩くつもりなんだ。それ以上続けると拳を痛めつけるだけだぞ」

　振り向くと表情を曇らせた橘たちばながため息を一つ。

　指摘された拳を見ると、皮膚が破れてじわりと血が滲にじんでいた。

「あ……。ってぇ……」

　拳に痛みを感じ始め、俺は顔を歪ゆがめた。

　すると橘は俺の手を取ってそのまま歩き始める。

「医務室へ行くぞ。《黎明の星紋ルキフル》があるからすぐに治るだろうが念のためにな」

　治癒力強化の恩恵は、月つき見みとの一戦があったおかげでよくわかる。

　この程度の怪け我がなら明日には完治しているだろうが、今はしくしくと痛む。

　けれどそれでもいい。

　夢中で体を動かしたおかげで気分はだいぶ晴れた。

　その代償と考えれば安いものだ。

　橘たちばなに手を引かれたままトレーニングルームの隣にある医務室へ入るも、時間が時間だけに校医の姿は見られない。

「さすがにこの時間は誰もいないな。と言っても、この程度の処置なら私でも出来るか」

　俺をイスに座らせると、橘はガーゼを手に取り水で湿らせる。

「つっ……！」

　濡ぬれたガーゼで血の汚れを拭き取っている最中、水がしみて呻うめく。

「すまない。少し我慢をして……もらえ、な……」

　橘が顔を上げたことで互いに気付く。

　顔が近い。

　距離の近さで先に頬ほおが赤くなったのは俺と橘のどちらだろうか。

　ほぼ同時に慌てて顔を逸そらし、そのまま無言で時が進む。

「これでよし、と。後はラップフィルムを巻いて上から包帯だな」

　ＧＷ前に授業で習った傷口をガーゼではなく創傷被覆材で覆おおう湿しつ潤じゆん療法というやつだ。

　昊陵学園は戦闘技術訓練校故に怪け我が人にんが多く、けれど《黎明の星紋ルキフル》のおかげで治癒力が高まっているためこうした応急処置だけで済ますことが多い。

　橘は手慣れた様子で俺の手にラップを、次いで包帯を巻いていく。

「授業のときも思ったけど、橘ってこういうの上う手まいよな」

「橘の道場では生傷が絶えなかったのでね。ここに入る前は毎日のように誰かの手当てをしていたものだよ」

「どうりで……。じゃあ怪我をしたら橘に手当てを頼めば間違い無いな」

「まず怪我をしないよう気をつけてくれたまえ」

「まったくだ」

　苦笑する俺に、橘が顔を曇らせる。

「……それより九ここの重え、何かあったのか？　さっきのキミは熱心と言うより……その、どこか鬼気迫るような雰囲気があったのだが……」

「ん……。昔、友人だったやつに負けた時のことを思い出してな。おかげで悔しさが込み上げてきて気がついたら、な」

　嘘は言っていない。真実の一片でしかないとも言えるが、それで十分誤ご魔ま化かせたようだ。

「……ふむ。よほど酷ひどい負け方だったのだな。ただ、悔しいというのはわかるがそれでも自分の体はもう少し労ねぎらってあげることだな」

　ふっと小さく苦笑をする橘に頷うなずくと、話題を変える意図もあって今度は俺から質問する。

「ところでさっき、珍しく俺が姿を見せたって言ってたよな。ってことは、橘は結構朝にトレーニングをしてるってことか？」

「ほぼ毎日、この時間はトレーニングルームだよ」

　それが終わったら、他の部屋の子を起こしに行ってるということか。

　すごいな、と素直に感想を述べると首を左右に振られた。

「みやびが毎朝頑張っているからな。《絆双刃デユオ》として私も負けられないのさ」

「毎朝？」

「毎日、朝と放課後に走っているよ。……と言っても朝に走り出したのは《新しん刃じん戦せん》の後からだがね」

　そうかと呟つぶやきつつ、みやびも頑張ってるんだなと思う。

　数日前から始まった背はい嚢のう付きのマラソンも、今のところリタイアすることなく走り切れているのはそういった地道な努力の成果が出ているからなのだろう。

「我々もうかうかしていられないな」

　入学当初とは大きく変わった《絆双刃デユオ》に、橘たちばなは嬉うれしそうに笑みを浮かべる。

「さて、そろそろ部屋に戻るか。橘、手当てしてくれてありがとな」

「なに、大したことでは無いさ。ラップは何度か替えたほうがいいだろうから、その時は遠慮なく言ってくれ」

　確かに自分自身でやるよりその方が手早く済みそうだし、見た目もいいだろう。

「問題はこの手だとノートを取るのはちょっとキツそうだな」

「ふふっ、ならば後で私のノートを貸すよ」

「いいのか？」

「ただしキミがきちんと授業を受けていることが条件だがね」

「わかってるって。……しかしこの手だとトイレもちょっと面倒そうだな」

「ふふっ、その時も遠慮なく言ってくれ。私が手伝──」

　と途中で言葉が切れる。その先に自分が何を言おうとしたのかに気付き、みるみるうちに橘の頬ほおが──いや、顔全体が真っ赤になっていく。

「なな、なんて破は廉れん恥ちなことを言い出すんだ、キミは────っ!?」

「ちょっ、俺は何も言ってないだろ!?」







　ざざん……ざざん……と絶え間なく打ちつけられる波。

「ふわぁ……」

　翌日の朝、校門前で波の音をぼんやり聞いていると、思わずあくびが出て来てしまう。

　と、そこへ遠くから軽い足音が聞こえてきた。

　足音の主が近付いて来て、姿を見せたところで声を掛ける。

「よっ、みやび」

「と、透とお流るくん!?　……ゆ、夢？　わ、わたし、夢に出てくるくらいに透流くんが……？」

「いや、夢じゃなくて本物な」

　戸惑うみやびの肩を軽く叩たたく。

「本物？　…………え？　えっ？　えぇえええっ!?　──っ!!　いい、今の無し！　聞かなかったことにしてぇっ!!」

　みやびの表情がみるみると変わっていく。

　よっぽど夢だと勘違いしたことが恥ずかしいのか、わたわたと両手を振る様子が見ていて微笑ほほえましい。

（聞かなかったことにって、どうすりゃいいんだか……）

　しばらくしてみやびが落ち着きを取り戻し、疑問を口にする。

「あ、あの……どうして透とお流るくんがここにいるのかな？」

　そう思うのも無理はない。

　朝の六時を過ぎたばかりのこんな時間に、校門で俺が待っていたのだから。

「みやびが放課後だけじゃなくて朝も走ってるって橘たちばなから聞いてさ。せっかくだから俺も付き合わせて貰もらおうかな、と」

「え……？　と、透流くんも……!?」

「ああ。迷惑だったらやめておくけど」

「そ、そんなことないよっ。全然っ、迷惑なんかじゃないからっ、うんっ」

　ぶんぶんと首を左右に振るみやび。

　勢いが良すぎて千切れないだろうかなどと考えてしまう。

「よし、それじゃあ早速走るか。ここでこうしてのんびりしてるのも勿もつ体たいないしな」

「う、うんっ」

　こうして話がまとまり、俺たちは肩を並べて走り出した。

　走るペースはそれ程速いものではなく、会話をする余裕がある。

　その中で出た話題は──

「……あ、あのね、透流くん。この前のこと、ごめんね」

　ＧＷの最中、全裸のユリエを抱き締めていたところを目撃されたときのことだ。

　あまりにも想像外（俺にとっても）の光景にパニックを起こしたみやびが《騎兵槍ランス》で俺の部屋の床に大穴を空けた（※修復済み）ことはまだ記憶に新しい。

「もう気にするなって。これで何度目だっけか、謝ってもらうの」

　あれから今日まで顔を合わせる度とまではいかないまでも、数え切れないほど頭を下げられ、みやびが猛省していることは十分に伝わっている。

「で、でも……」

「でもは無しな。謝られてばかりってのは落ち着かないし、何よりあの状況じゃ誤解されて当然だったし」

「…………。誤解、なんだよね？」

「え？」

「だ、だからユリエちゃんと……そ、そういうことをするような関係じゃ無いんだよね？」

　頬ほおを赤らめながらの質問に、俺もまた紅潮しつつ首を振って違うと答える。

「よ、よかった……」

　みやびが呟つぶやき、誤解が大きくならずに済んだと俺もまた安あん堵どした。

　やがて周回を重ねるにつれ、みやびから言葉を交わす余裕は無くなっていく。

「と、透とお流るくん……。先に、いって……いいよ……」

「わかった。じゃあ先に行かせて貰もらうぞ」

　最後の一周に入ったところで息を切らせながらのみやびの言葉に頷うなずき、互いに全力で走り始める。ここまで肩を並べてはいたものの、さすがに元々の体力差があるためみやびの姿が一気に後ろへと流れていく。



「お疲れ、みやび。だいぶ速くなったな」

「う、うん……。ありが、と、透流くん……」

　俺が校門前へ到着してから数分後、みやびがようやくゴールする。

　膝に手をつき、荒い呼吸を繰り返す。

　それだけなら走り終わった後のよくある光景なのだが、滅めつ多たに無いのはみやびの……その、あれだ。

　ゆさっと重力に従って揺れる様は、まるで胸元にメロンか何かを入れているかのように思わせる。

　みやびが呼吸をして肩を上下させる度、それはゆさゆさと揺れ──

（……って、一生懸命走ったみやびに何て目を向けてるんだよ、俺は!?）

　ぱぁんっ！

　派手な音を立て、両手で頬を叩たたく。

「透流くん……？」

「き、気合いを入れようと……」

「また？　ふふっ、透流くんって変なときに気合いを入れるよね」

　以前のことを思い出し、まだ乱れた呼吸の中でみやびは笑みを浮かべた。

　そんな彼女に対し、俺は乾いた笑いしか出て来なかったのだが──

　突如、その空気を一変させる音が響き渡る。

　バラバラバラ……というヘリのローター音が、絶え間ない波の音を打ち消す。

　ヘリは俺たちの頭上を通り抜け、そのまま学園の敷地内へと入って行き──やがて職員棟の辺りで降下し始める。

「こんな朝早くに何かあったのか？」

　疑問が思わず口をつくも、それにみやびが答えられるはずもなく首を傾かしげた。

　降下していくヘリへ朝陽の光が当たる。

　陽光は何かに反射し、黄金色に輝く。

　その輝きに、俺は不思議と目を離すことが出来なかった。



　　　　　　◇



　透とお流るたちが目にしたヘリコプターを、同じように学内から見つめる影があった。

　職員棟の一室──理事長執務室の奥には煌きらびやかなシャンデリア、豪華な真紅の絨じゆう毯たん、装飾が細かに施された家具やテーブル、天蓋付きのベッドが置かれた寝室がある。

　当然、その部屋から窓の外──ヘリを見つめる影とは昊陵学園理事長・九つ十く九も朔さく夜やだ。

「……来ましたわね」

　早朝にもかかわらず朔夜は既に身支度を済ませ、いつもの漆黒の衣装ゴシツクドレスに身を包んでいる。

　寝室から執務室へ移動すると、腹心である三み國くにが既に待ち受けており、朔夜は彼を連れて中庭へと向かう。

　朔夜たちが中庭に出るとほぼ同時、ヘリは降下を終え着陸した。

　ローターが巻き起こす風が、朔夜の艶あでやかな黒髪と漆黒の衣装ゴシツクドレスを揺らす中──

　ヘリから黄金色の髪イエロートパーズを持った一人の少女が姿を見せる。

　まるで太陽のような輝きを思わせる黄金の少女へ、朔夜は妖しく微笑ほほえんだ。

「ようこそ、昊陵学園へ。《特別エクセプシヨン》──リーリス＝ブリストル」



    

  
    
      


■第二章『あんたの言葉を借りるなら』





「あんたが《異能イレギユラー》──九ここの重え透流ね」

　開口一番、転入生が発した言葉がそれだ。



　時は約一分前へと遡さかのぼる。

《昇華の儀》が行われる土曜の朝。

　ＨＲが始まり、月つき見みが転入生を紹介すると口にした直後──

　ほとんどのクラスメイトが息を呑んだ。……あのトラですら。

　教室へ入ってきたのは、黄金色の髪イエロートパーズと蒼玉の瞳サフアイアブルーを持つ外国人の美少女だった。

　髪と瞳だけではなく、出るべきところは出て引っ込むべきところは引っ込んだ海外女優顔負けの魅惑的なスタイルは、男子のみならず女子にもため息をつかせる。

　加えて気品と色香を漂わせており、赤い紅を差した唇がそれをより強調させていた。

　同じ外国人の美少女でもユリエが闇夜へ浮かぶ幻想的な月だとしたら、彼女は大空に輝く太陽といった印象だ。



　そんな彼女が片手を腰に、もう片方の手を机に置き、正面からじっと俺を見つめていた。

　少し前まえ屈かがみとなった姿勢のおかげで、ゆさっと揺れる二つの膨らみに視線が動いてしまいそうになったところで第二声が飛んで来る。

「……ちょっと、人の話を聞いてる？」

「──っ!!　わ、悪い。俺が九ここの重えだけど……」

「オッケー。九重透とお流る、あんたに興味があるの。だからちょっと付き合いなさい」

　つい一月ほど前に似たような発言を耳にしたが、今回は言葉つきこそ柔らかくあるものの命令口調である。

　黄金の少女にとって自分の意志が通ることは当然だとばかりに、俺の返答を聞かず踵きびすを返して歩き出す。

「お、おいっ。いきなり付き合えって言われても今は──」

「……二度も言わせないで」

　足を止め、振り返っての一言。

「あのー、まだＨＲの途中なんだけど……」

　静まり返った教室で、最初に口を開いたのは月つき見みだった。

「特別に許可をして貰もらえるわよね、月見先生」

「……どうぞー☆」

　一瞬、額に筋を浮かせつつも、月見は転校生の勝手を許可する。

（どういうことだ？　あの月見はそんなこと許すタマじゃないだろうに……）

「……透流に用があるならここで話せばいいだろう」

　トラが苛いら立だったように転校生へ言うも──

「あんたは関係無い話なんだから別にいいでしょ。あたしは雑音ノイズの無いところで話がしたいのよ」

　ぴしゃりと言い返される。

　普段だったら怒声が飛んでいたところだろうが、彼女の一言、一ひと睨にらみで気け圧おされたのだろうか。小さく呻うめくだけに留とどまるトラ。

「まあ、ちょっと行ってくる。話だけならすぐに終わるだろうしさ」

　トラに小さく笑いかけ、席を立つ。

　一応の担任の月見が許可を出した以上、無理に断る理由は無い。

　黄金の少女とともに、俺は教室を出て行く。



　辿たどり着いた先は校舎と寮の間にある庭園だった。

　花と緑の映える季節ということもあり、庭園は色とりどりの薔ば薇らで覆おおい尽くされている。

　むせかえるような薔薇の香り──俺は少々苦手──の中、彼女は石畳の細い路みちを迷い無く進んでいく。

　その足の向かう先には西洋風あずまやガゼボがあり、中では執事姿の女の子が待機していた。

　執事は俺たち──と言うより黄金の少女へと恭うやうやしく頭を下げる。

　ガゼボの中央にあるテーブルには鮮やかな刺し繍しゆうの入った白いクロスが掛けられ、その上にはティーセットが置かれている。

「……まさかお茶会でもしようってのか？」

「ええ、そうよ」

　わかってるじゃないとでも言わんばかりに笑みを浮かべ、チェアへ座ると長い脚を組む。

　言いたいこと、聞きたいことはあるものの、俺もそれに倣って対面へと腰を下ろす。

　チェアに座ると執事の少女がカップへたっぷりとミルクティーを注いでくれる。

「ありがとう」

「…………」

　お礼を言ったのに、何な故ぜか睨にらまれた。

（何故だ……？）

　内心困惑するも、対面へ座った黄金の少女は執事の様子を気にすることもなくミルクティーを一口飲んで満足そうに笑みを浮かべる。

「さて、用件だけど──」

「いやいや、用件の前にまずあんたの名前を教えてくれよ。そっちは俺のことを知ってるみたいだけど、こっちはあんたのことを何も知らないんだからさ」

　一方的に用件を話し始めた少女へ慌ててストップを掛ける。

「そういえば名乗ってなかったわね。あたしはリーリス＝ブリストル。英国イギリス校の生徒よ」



　英国イギリス校──

　正式名称はフォレン聖学園。昊陵学園と同じくドーン機関によって創設された兄弟校だと以前教わった。

　日本国外で唯一《超えし者イクシード》を育成している学校であり、卒業生は機関の治安維持部隊へと所属することとなるのも昊陵と同じだ。部隊への所属後は海外派遣があるので、英国イギリス校出身者とはいつか顔を合わせるだろうとは言われていたが……。



「そうか、英国イギリス校の……」

「ええ。……と言っても今日から昊陵の生徒だけどね」

　ぱちりとウインクをし、くすっと笑うリーリス。

　その笑顔を目にし、初めて彼女が同い年の女の子なんだと思えた。

「よろしく、リーリス。ついでに俺のことを知ってた理由も教えてくれると嬉うれしいんだけどな」

　名前を、顔を、そして《異能イレギユラー》のことすらも知っている。

　理由ははたして──

「英国イギリス校で《異能イレギユラー》の噂うわさを耳にしたの。顔と名前はこっちへ来た後、特別に生徒の資料を見せて貰もらったってわけ」

「なるほどな……」

　頷うなずきつつも、昊陵の個人情報保護はどうなっているのかと思う。

（一生徒が閲覧できるってのはさすがに問題な気が……）

「……ん？」

　思考中にミルクティーへ口をつけると思わず声が出た。

「す、すげー美う味まい……」

「ふふっ、絶品でしょ♪」

　嬉うれしそうなリーリスの言葉に頷く。

　これまでに飲んだミルクティーとはあきらかに違う。

　のど越しがあっさりとしていて香り高く、適度な甘さも絶妙でミルクティーへの印象が大きく変わる一杯だ。

「ん……。美お味いしかったわ、サラ」

「……恐れ入ります、お嬢様」

　黄金の少女──リーリスがカップを悠然とした動作で置くと、それまで無言だった執事が初めて口を開く。

（お嬢様、ね……）

　側仕えの執事を連れているところからも察せられるが、結構な家柄なんだろう。

　だが、そういったことは後で改めて聞けばいい。



    

  
    
      



    

  
    
      

　そんな俺の意思を感じ取ったのか、リーリスは僅わずかに頷うなずき──

「さて、本題」

　俺へ向かって指を差し、耳を疑うようなことをさらりと言ってのける。

「九ここの重え透とお流る。今日からあんたはあたしの《絆双刃デユオ》よ」

「…………は？」

　出会って一時間と経たっていない相手から、突然お前は自分のパートナーだと言われ、呆気に取られる以外の反応はあるだろうか？

「今、何て……」

「二度は言わないわ」

「言わないって……いや、えーっと……俺が、あんたの《絆双刃デユオ》に……？」

「あんたじゃなくてリーリス」

「あ、悪い。……って、いやいやいやちょっと待ってくれ。俺にはもう《絆双刃デユオ》がいるから突然そんなことを言われても困るし、そもそも一度組んだら卒業までずっとそのままだって校則があるだろ」

「関係無いわ。だってあたしは《特別エクセプシヨン》だもの」

「《特別エクセプシヨン》……？」

　聞き覚えのないその言葉を反はん芻すうする。

「……だからといって初日から授業へ出ないのは困りますわ、リーリス＝ブリストル」

　突然会話へ混ざってきた声に振り返ると、漆黒の衣装ゴシツクドレスを纏まとった少女が白い薔ば薇らを背景に佇たたずんでいた。

「ご機嫌よう、九つ十く九も理事長。ここはいい場所ね。ティータイムにはうってつけだわ」

「嬉うれしいお言葉ですわ、リーリス。けれど今はティータイムではなく授業中ですのよ」

「そこは特別ってことで勘弁してよ」

　咎とがめるような理事長に対し、リーリスは俺へ指を差しながら返す。

「だいたいあたしは彼に会うためにイギリスから飛んできたんだから授業なんてどうでもいいの。それより理事長も一緒にどう？」

「……頂きますわ」

　理事長は小さくため息をもらすと、チェアへと座った。

　執事が新たにミルクティーを淹いれている中、俺はさっきのリーリスの発言で気になったことを口にする。

「なあリーリス。今の言い方からすると、まさかあんたは俺を《絆双刃デユオ》にしようってだけで転入してきたってのか？　どうしてそこまでして俺を……？」

「あたしとあんたは同じ《唯一無二アンリヴアルド》。だからこそ、このあたしの《絆双刃デユオ》として相応ふさわしいあんたに礼を尽くして出向いて来たのよ。感謝しなさい、九重透流」

「……いや、感謝しなさいって言われても、俺にはもう《絆双刃デユオ》がいるってさっきも言っただろ。それに校則も──」

「二度も言わなくてもわかってるわよ」

　俺の言葉を遮り、リーリスはひらひらと手を振る。

「だけどね、九ここの重え透とお流る。あんたが言ってるのは、原則的にって話でしょ」

　以前、月つき見みから教わったときのことを思い返してみる。

（……そういえば、よっぽどの理由がない限りって言ってたな）

「つまり、規定の枠から外れていれば新たに《絆双刃デユオ》を組み直していいってわけ。例えばパートナーとの《位階レベル》に差が開きすぎたとか、退学などでいなくなったとき……」

　リーリスは口元へと指を当て、笑みを浮かべる。

「そしてあたし──《特別エクセプシヨン》は規定の枠に縛られない」

「……《特別エクセプシヨン》ってのがいったい何なのか俺にはわからない。だけど、そんな我わが侭ままとも言えるようなことが許されるのか？」

「許されるわよ。……ねぇ、理事長」

　昊陵学園において、最大の権力を持つ理事長へと視線を向けるリーリス。

　けれど漆黒の少女は無言のままにミルクティーを飲む。

　やがてカップの中が空となると、そこでようやく理事長は沈黙を破った。

「……九重透流。貴方あなたが望むのであれば、現在の《絆双刃デユオ》を解消すること、昊陵学園理事長・九つ十く九も朔さく夜やの名において特別に認めますわ」

「なっ……!?」

「ほらね」

　俺の驚きとは対照的に、満足そうに笑みを浮かべてリーリスが言う。

「……どうしますの？」

「…………」

　今の《絆双刃デユオ》を──ユリエとの《絆双刃デユオ》を解消するか否か。

「そんなこと、考えるまでもないです」

「決定ね」

　理事長からリーリスへと視線を移し、俺ははっきりと自分の意志を伝える。

「ああ、決定だ。俺はリーリスと組むことを望まないから、今の《絆双刃デユオ》を解消しない。それが答えだ」

「なっ……!?」

　驚きに満ち、唖あ然ぜんとした表情で固まったままのリーリス。

　対して理事長は、静かに笑みを浮かべて頷く。

「貴方の意志、確かに承りましたわ」

「それじゃ俺はそろそろ教室へ戻ります。失礼します、理事長」

　軽く一礼し、俺は立ち上がる。

「……じゃあな、リーリス」

「──っ!!　ま、待ちなさいよ、九重透流!!　あんた今、何を言ったのかわかってるの!?」

「ああ、わかってるさ。答えはノーだ、俺はリーリスとは組まない。あんたの言葉を借りるなら、二度も言わせないでくれ、だ」

　絶句するリーリスに背を向け、俺は足早に教室へと戻った。



　ぜぇはぁと、自分がしているはずの呼吸がどこか遠くから聞こえてくる。

　無論そんなはずは無い。疲労がかなりのものとなっているためにそう感じるだけだ。

（よ、ようやくゴールか……）

　遠目に校門が見えて来たので最後の力を振り絞る。

　ＨＲと授業をサボった罰として、俺はひたすらに走らされていた。

　月つき見み曰いわく、『特別なのはあのお嬢様だけだ』とのこと。

　理不尽な気はしつつも罰則を受け入れたのだが、これが想像以上にキツいものだった。

「ご、ゴール……」

　時計塔から昼を知らせる鐘が鳴り響く中、校門前に辿たどり着くなり大の字となる。

（体力が尽きるまで走ったのは久しぶりだな……）

　荒い呼吸を繰り返し、胸を上下に動かす。

　潮の香りを乗せた風が火照った体に心地いい。

　そのまましばらくぐったりしていると、突然陽光が遮られて日陰が生まれる。

「お疲れさまです、トール」

　薄く目を開けると、日陰を作ってくれた銀色の少女が小さく微笑ほほえんでいた。

「これをどうぞ」

「ああ。助かる……」

　起き上がってボトルを受け取り、喉を潤す。生き返るような気分とはまさにこのことだ。

「くすっ、バテてる透とお流るくんって珍しいね……」

「災難だったな、九ここの重え」

　ユリエとともに様子を見に来てくれたらしい。

　みやびがくすくすと笑い、橘たちばなも苦笑している。

「はぁ……。ひどい目に遭った」

「ふんっ。あんな女の後をのこのことついていくからだ」

　校門に背を預け、トラが鼻息荒く言う。その後ろでタツが筋トレ中。

「……俺って案外人望あるんだなぁ」

「少しは反省しろ、このバカモノっ！」

「まあまあ、落ち着けトラ。それより九重、彼女はどのような用件だったのだ？」

　俺とトラの間に入りつつ、橘が朝の件について聞いてくる。

「あー……」

　何と答えようか言葉に詰まり、リーリスとの会話を思い返す。

『今日からあんたはあたしの《絆双刃デユオ》よ』

　自分の意志がまかり通ることは当然、といったフィクションの我わが侭ままお嬢様を地で行くような女の子だったな、と思う。

　あのあとリーリスとは顔を合わせていない。

　結局、彼女は一時限目中に教室へ顔を出すことはなく、二時限目以降は俺がずっと走らされていたためだ。

「──トール？」

　黙っている俺に小首を傾かしげるユリエ。

　いや、ユリエだけじゃない。全員の視線が俺に集まっていた。

「彼女──リーリスからは何も聞いてないのか？」

「教室に来ないのでは話を聞く以前の問題というわけさ」

「そうか……。えっと、リーリスはフォレン聖学園から転入してきたんだけどさ。向こうにも《異能イレギユラー》の話が伝わってたらしくて、そのことについて話をしていたんだ」

「……ふんっ。本当にそれだけか？」

　鋭い。

「ああ、それだけだ」

　再度問いただしてくるトラへ素知らぬ顔をし、《絆双刃デユオ》の申し出については口に出さなかった。

　ユリエに心配を掛けたくないがために。

「それより早くメシを食いに行こうぜ。腹が減って死にそうだ。肉をたらふく食って回復したら《昇華の儀》だな」

　俺の発言に、呆あきれてため息をつくトラを除いた全員が笑う。

　しかし──

「肉だけではなく野菜も食べるのだぞ、九ここの重え」

　笑い終えると、橘たちばなはしっかりとツッコんできたのだった……。



《Ⅱレベル２》への昇華は、入学式で行ったものとは少々違っていた。

　首筋へ特殊噴射式注射ジエツトインジエクターで体内へ新たなる《黎明の星紋ルキフル》を投与する──そこまでは同じだったのだが、違うのはその後だ。

　入学式のときは投与直後に《星紋アスター》が浮き上がり、灼やけ死ぬかと思う程の熱が全身を襲ったが今回はそんなことは無い。確かに体が熱を発しはしたが少々暑いといった程度だ。

「ふぅ……。ちゃんと《位階昇華レベルアツプ》が出来てよかったぁ……」

　投与が終わって職員棟を出たところで、みやびが大きなため息をもらし胸をなで下ろす。

「頑張った成果が出てるってことだな」

　その小さな背中をぽんと叩たたいて笑みを向けると、はにかむみやび。

《位階レベル》に見合った肉体と精神力がなければ昇華は出来ない。

　そう聞かされていたからこそ、みやびは喜びもひとしおなのだろう。

　特別昇華を受ける面子の中で最も体力が劣っていることは、みやび自身が一番よくわかっているのだから。

　みやびの《位階昇華レベルアツプ》には《絆双刃デユオ》である橘たちばなも喜びを見せる。

「ふふっ、これで早くも全員が二年への進級条件を果たしたことになるな。当分この顔ぶれの付き合いが続くというのは良きことだな」

（そう言えば《位階レベル》が上がらないままだと除籍処分になるんだっけ……）

「……ふんっ。誰かが訓練についていけなくて退学するという可能性だって有り得るがな」

「うぅ……」

　トラの一言にみやびがうなだれる。

（まったく、一言多いっての……）

　胸中で嘆息するも、明るい声を出して再びみやびの背中を叩たたく。

「大丈夫だって。もし厳しいようだったら縄を掛けてでも引っ張りあげてやるさ」

「と、透とお流るくん……」

「ふふっ、九ここの重えだけじゃなく私もそうさせてもらうぞ。みやびの《絆双刃デユオ》として、退学などという憂き目には遭わせないとここに誓おう」

「みやび。私も手伝います」

　俺たちの言葉に目を丸くした後、みやびが「ありがとう」と微笑ほほえむ。

「トラ。お前もみやびを不安にさせた分、もしもの時は手伝えよな。仲間だろ」

「う……。ふ、ふんっ。仕方ないな、その時は僕の手も貸してやろうじゃないか。……ただし一つ言っておくが、僕は仲間ではなく貴様のライバルだからな、透流」

　指を突きつけてくるトラへわかったわかったと返していると──

「まあ九重も一般学科を頑張らないと、みやびを引っ張りあげるどころか立場が逆転しかねないから気をつけるのだな」

　橘から耳の痛い一言が。

「うぐっ……！　橘だって英語は俺と同レベルのくせに！」

「だ、誰にだって苦手科目は存在するものだっ!!」

　などと情けない争いをしていると、トラが盛大にため息をついた。

「《Ⅱレベル２》かぁ……。なんだか実感が湧かないね、ユリエちゃん」

「ヤー、そうですね。見た目が変わるのなら分かりやすいのですが……」

（実感が湧かない、か……）

　以前、ポニーテールの少女と似たような会話をしたことを思い出し、少し懐かしく思う。

（まだ一ヶ月くらいしか経たってないのにな……。伊い万ま里りのやつ、元気でやってるかな）

　けれど──

　感傷に浸る暇は無かった。

「くはっ。だったら──確かめてみるか？」

「──っ!!」

　突如、会話に混ざり込んできた声。

　瞬時に心を引き戻されて職員棟へ振り返ると同時、胸元の《星紋アスター》へと手を当てる。

「月つき見み……!!」

「先生を付けろよ、《異能イレギユラー》」

　視線の先に揺れるはうさぎの耳型ヘアバンド。

　扉に背を預け、にやにやと不快な笑みを浮かべている。

「よっと……。ま、それはともかく許可無しの《焔牙ブレイズ》具現化は校則違反だぜ」

　この場にいる全員に厳しい視線を向けられる中、月見が近付いて来る。

「……何の用だ？」

「実感湧いてねーっつーてるから、確かめさせてやるって言ってんだよ」

　その言葉から想像するものは一つ──闘いしかない。

「月見先生。貴女あなたがどれ程の腕かは聞き及んではいます。が、それでもこの人数を相手に騒ぎを起こそうと言うのですか？」

「くははっ。再就職先を首になるつもりは無いって言っただろ、優等生」

　月見は俺たちの脇を通り抜け、無防備に──それでも油断は出来ないが──背を晒さらす。

「ま、いいから付いて来いって」

　振り返ってそう言うと、月見は再び背を向けて歩き出した。

　俺たちはというと月見の意図が読めず、警戒をしつつその後ろをついていくのだった。



「ここは……」

　連れて来られたのは屋外格技場だった。

　足元には砂が敷き詰められ、すり鉢状の観客席で囲まれたこの施設はローマの闘技場コロツセオを彷ほう彿ふつさせる。

　俺たちはまだ授業で使ったことは無く、《新しん刃じん戦せん》においても区画外だったため足を踏み入れるのは入学直後の施設案内以来だ。

「……で、ここで何を確かめさせてくれるんだ？」

「いい加減そのコエー顔はやめよーぜ。危害を加えるつもりはねーって言ってんのにめんどくせぇやつだなぁ……」

　どっちがだと思いつつも警戒を解かずにいると、月見は意に介した様子も無く突然誰かに電話をかけ始めた。

「ちっす、アタシ。ああ、今は格技場。……そ、屋外の方。ああ、使わせるからな。ん、じゃあ《異能イレギユラー》に代わるぜ」

　突然、手にしたケータイを放ほうってきたので慌ててキャッチする。

（電話の相手と話せってことだよな……？）

　と耳を当て、話し掛けてみると──

『九ここの重えくんですか。三み國くにです』

「三み國くに先生……!?」

　電話相手の名を口にすると、全員の視線が俺へと集まる。

『月つき見み先生から話は聞きました。先の件もあって不安でしょうが、今の彼女が君たちに危害を加えることはありません。もし不安ならそちらに監視員を何人か向かわせますが……』

「…………。わかりました。一応お願いできますか」

　少し迷ったが、念のために人を呼んで貰もらうことにして通話を終えた。

「監視員が来てくれるそうだ」

「くはっ。監視付きかよ、信頼ねーなぁ……」

　簡潔に説明すると月見が不満そうに言う。

「殺され掛けた相手の言葉を素直に信じられる程、純粋じゃあないんでな」

「ふんっ。それよりも僕たちをこんなところへ連れてきた理由をそろそろ教えて貰いたいものだな」

「せっかく《Ⅱレベル２》になったんだから超化の度合いを確かめさせてやろうってサービス精神だよ。もちろん、《焔牙ブレイズ》の使用許可も取ったから思う存分闘いな」

　なるほど。だからさっき三國先生へ「使わせる」と言ったのか。

「話は大体飲み込めたが、まさかあんたが俺たち全員を相手にするつもりか？」

「くはっ。そうしてーところだがやめとくわ。お互い、いつ《焔牙ブレイズ》に殺気が篭こもるかわかったもんじゃねーだろ」

　少なくとも俺たちの側にそんなことはない──とは思ったが、トラとタツが不安だ。

「……じゃあ俺たちでそれぞれ相手を決めて闘うってことか」

　相変わらず信用出来ない相手だが、監視員を送って貰っている以上、月見も妙なことは出来ないだろう。

　何より《焔牙ブレイズ》の使用許可も下りるとなれば、この話に惹ひかれないはずがない。

「《絆双刃デユオ》で闘おうとすると一組余るな。一対一でやるか」

「透とお流る。僕と──」「九ここの重え。良かったら私と手合わせをしないか？」

　ほぼ同時。若干トラの方が早くはあったが、俺は橘たちばなの申し出を受ける事にした。

「悪いな、トラ。お前とは普段から模擬戦で手合わせしてるしさ」

　結局、普段手合わせをしていない組み合わせということでユリエはトラと、みやびはタツと闘うこととなった。

　タイミング良く監視員が現れ、俺たちは《焔牙模擬戦ブレイズプラクテイス》を始めることにする。

　まず最初にみやびとタツが手合わせをすることとなり、俺たちは邪魔にならないよう観客席で見守ることにした。

（珍しい組み合わせというか……本当にタツが相手で大丈夫なのか？）

　男が苦手という精神的な問題があるし、タツの膂りよ力りよくはクラスで随一だ。

　みやびは頑張ると言ってるし、タツは手加減はするとのことだが不安の色は拭えない。

　だが──

「い、行くよ、タツくん！　てやぁあああああ──っ!!」

「──っ!!」

　刹那、息を呑んだのは俺だけじゃなかった。

《騎兵槍ランス》を手に地を蹴ったみやびが、驚くべき速さでタツとの間合いを詰めたのだ。

　目にも止まらぬ、という程じゃない。

　けれどこれまでのみやびを知っていれば想定外の速さだ。

　タツもそれは同じだったらしく──

　ドズゥッ!!　激しい衝撃に格技場が揺れる。

　腹部を貫かれ、そのまま壁へ串刺しにされるタツ。

《焔牙ブレイズ》の特性を知らなければ目を覆おおいたくなるようなショッキングな光景だ……。

「わわっ、だだだ大丈夫、タツくん!?」

　慌てるみやび。その姿を見つめる観客席の俺たちは、驚きに包まれていた。

「驚きです。トールに近い速さでした」

　ユリエですらも僅わずかにだが目を見開き心境を口にする。

　驚くべきは速さだけじゃない。

　巨体のタツを格技場中央から壁まで運んだ膂りよ力りよくにも注視するべきだろう。

「《位階レベル》が一つ上がるだけでこれほど変わるとはな……」

　みやびがこれ程ならば、自分はどこまで変わったのだろうか。

　その思いが気持ちを昂らせ、闘場へ降り立とうとしたところで腕を掴つかまれる。

「透とお流る。先に僕たちにやらせろ」

　俺と同じかそれ以上に意気盛んな表情を見せるトラ。

（さっきトラの申し出を断っちまったしな……）

　これでチャラにするというわけじゃないが、ここは俺が引くことにした。

　気絶したタツを観客席で寝かせたところで第二戦が始まる。

「トラ。全力で行きます」

「望むところだ」

　ユリエとトラ。今さら言うまでもなくユリエは一年最速。しかし対するトラもユリエに次ぐ速さを持っている。

　どちらも速さを武器としているが、ユリエは我流で荒削りな部分はあるものの激しい攻めを、トラは長年武術を学んでいるだけあって鋭く正確な攻めが持ち味だ。

「《無手模擬戦フイストプラクテイス》なら互角だが、《焔牙模擬戦ブレイズプラクテイス》となると話は変わってくるな。キミはどう見る、九ここの重え？」

「《焔牙ブレイズ》を使うトラの闘いは俺も初めて見るからな。ただ、それでもユリエかなと思う。《双剣ダブル》を手にしたユリエはまるで別人だ。俺自身、本気で闘やり合って勝てるかと言われたら厳しいと思うしな」

　ただし雷神の一撃ミヨルニールを使えばどうなるかはわからない。

　ユリエに向かって放つことなど有り得ないから、論外な想定ではあるが。

「なるほど。《双剣ダブル》のユリエとは私も闘ったからキミに同意だよ──と、動くぞ!!」

　先刻のみやびの動きを見た以上、そうそう驚くことは無いと思っていた。

　けれどほぼ同時に動いた二人の速さを目にし、再び驚きよう愕がくする。

　僅わずかにトラを上回る速さで先手を取るユリエ。

　見た目の可か憐れんさとは裏腹に、両手に握られた《片刃剣セイバー》が左右から荒々しく襲い掛かる。

　しかしトラも右からの刃を《印短刀カタール》で受け、左の刃は僅かに体を捻ひねって躱かわす。

　ユリエはそこで動きを止めず追撃を──と思った瞬間、トラが避けつつ突きを繰り出す。

《印短刀カタール》が制服を掠かすめるも、決定打にはほど遠い。

　幾度となく交錯し、刃が空を切る音が、ぶつかり合う鋼の音が響き続ける。

　けれど闘いの舞踏が永遠に続くことは無く、やがては決着の刻が訪れる。

　側頭部を狙った刃をユリエが上半身を反らして躱した直後、トラの体が独こ楽まのように回り、横よこ薙なぎを繰り出す。

　俺なら《楯》で受けるか、それともバックステップで間合いを離すか──

　いずれにせよ、守勢が続いただろう。

　けれどユリエは違った。

　瞬時にトラの攻撃に反応し、地に這はうように体を沈み込ませ《印短刀カタール》を避ける。

　この瞬間、勝負は決した。

　ユリエは立ち上がると同時に《双剣ダブル》を振るう。

　狼おおかみの牙が如く、左右から襲い掛かった二つの刃がトラの腹部を斬り裂いた。

「大丈夫か？」

「ふんっ、この程度、問題無い……。次は、勝つ……！」

　観客席へ戻って来たトラに尋ねると、負けず嫌いらしい答えが返ってくる。

　しかし《魂》を斬られたことによる消耗は隠せないようで、トラは腰を下ろすと大きく息を吐いた。

「次はトールの番ですね」

　格技場へと降り立とうとしたところで、ユリエに話し掛けられる。

「ああ。いい勝負を見せてもらったから俺も負けないような勝負をしないとな。……っと、それよりユリエ、これを……」

　上着を脱ぎ、ユリエの体へ掛けるようにして渡す。

「──？」

　先刻、《印短刀カタール》が掠めた部分──鎖骨の辺りが切り裂かれ、肌が露出していたために。

「今は寒くありませんが……？」

　どちらかと言えば闘い終えたばかりで暑い、とユリエは首を傾かしげるばかり。

「……肌が目立つのは女の子としてよくないだろ」

　別段、青少年教育によろしくないような露出では無いのだが、一応というやつだ。

「…………。ありがとうございます」

　俺の説明に、ユリエはようやく理解してくれて、少しだけ頬ほおを桜色に染めた。

「頑張ってください、トール。私も頑張って応援します。……この上着の分も上乗せで」

　最後の一言とともに僅わずかに上着を掴つかんだ手をきゅっと丸め、小さな笑みを見せた。

　俺が闘場へ降り立つと、対たい峙じした橘たちばなは嬉うれしそうな表情を浮かべる。

「キミとの勝負は《新しん刃じん戦せん》以来だな。ただし今回は勝ちを譲って貰もらうぞ」

「あのときは《絆双刃デユオ》としてだから、俺個人が勝ったわけじゃ無いんだけどな。……だからこの勝負、俺は勝ちを譲る気なんてないぜ」

「ふふっ、望むところだよ！」

　合図と同時、俺は橘目がけて地を蹴った。

「行くぜ!!」

「──っ!?」

　橘が、そして俺もまた驚いていた。

　先の二戦──ユリエたちの闘いを見て《位階昇華レベルアツプ》によって身体能力が超化されていることは認識しているつもりだった。

　しかし実際に自分の体で確かめると想像以上のもので、俺自身戸惑ってしまう。

　それほどまでに、《Ⅱレベル２》へ昇華した俺の踏ふみ込みは速くなっていたのだ。

　余りの体の軽さに自分が自分では無くなったかのような感覚の中、突きを打ち込む。

「くっ……。そう簡単にはやらせんよ!!」

　瞬時に驚きから立ち直り、俺の拳を防ごうとする橘。

　守備という技術に関してならば、橘の右に出る者はクラス内に誰も居ないだろう。

　更に言えば、防御からの切り返しも同様だ。

「せいっ!!」

　俺の拳を掌で受けつつ、橘は身を捻ひねり──

　そのまま突きの勢いを利用され、投げ飛ばされてしまった。

　だが、叩たたきつけられないよう宙空で体を回転させ、橘に顔を向ける形で着地する。

「っと……！　やるな、橘！　そっちも反射速度が上がって──って、うおぉっ!?」

　言葉途中で目の前に迫った雫しずく銅どうに気付き、横へ飛びのく。

「あっぶねぇ……」

　雫銅の速度は先の《新しん刃じん戦せん》で見たときと比べものにならない。

「ふっ、今のをよく躱かわしたものだ。だが、これはどうかな!?」

　俺と橘の対決は、先の二戦に比べて非常に地味な展開となった。

　勝負の焦点は俺が《鉄鎖チエイン》を潜くぐり抜け、橘の懐に入り込めるかどうか。

（……こういう時、フットワークの軽いユリエやトラが羨ましいぜ！）

　幾度か《鉄鎖チエイン》を避け、ときには《楯》で受けつつ、隙をついて間合いを詰める。

「ここだっ……!!」

　かいくぐった先で拳を構える、が──

「甘いっ!!」

　踏ふみ込んだ足に、《鉄鎖チエイン》が絡みつく。

　橘たちばなはそのまま《鉄鎖チエイン》を引き、俺は足を取られてバランスを崩した。

　その隙を逃さず、橘は俺の襟と袖を取って大外刈りで背中から大地に叩たたきつける。

　間髪を容れず橘は次の攻撃へと移行したのだが──

　この先で問題が発生する。

　橘はそのまま袈け裟さ固がためを仕掛けてきたのだ。

　それの何が問題なのか分かりやすく説明すると、俺の顔に橘の胸が押し当てられている。

「っ!?」

　ふにょんふにょんふにょんふにょんふにょん。

　柔らかな塊が俺の顔へ押し当てられたままに弾む。弾みまくる。

　半ばパニックになりつつ俺は必死で暴れるも、橘は決して逃がすまいと、よりしっかり胸を押し当ててくる。

「月つき見み先生。倒すとは違いますが、完全に動きを封じたということでこの場合は私の勝ちとしても宜よろしいですか？」

「くははっ。いいんじゃね？　おっぱいプレスで別の意味で昇天寸前って感じだし」

「え……？　お、おっぱ……え？」

　橘の動きが止まる。……俺の顔に胸を押しつけたまま。

「ここ九ここの重えっ!?　し、昇天とはどういうことだ！　そんな破は廉れん恥ちなことを考えて勝負に望んだのかキミは!?　し、し、し……痴しれ者ものぉおおおおおっっ!!」

　びょいんっと飛び跳ねて離れたかと思うと、橘は顔を真っ赤にして走り去ってしまった。

「誤解だ────っ!!」

　小さくなっていく背中へ向かって叫ぶも──

「と、透とお流るくんのえっち……」「……ド助平が」「トールはえっちだったのですか……」

「だから誤解だって言ってるだろ────っ!!」

　それぞれ困惑、呆あきれ、驚きを見せる三人の横で、うさぎ耳が腹を抱えて爆笑した。



（強くなった、よな……）

　ぼんやりと昼間の手合わせを振り返り、思う。

　ピゥッと風切り音を立て、拳を振る。

（確かに強くなったけど──）

　俺の目的は、ただ強くなることだけじゃない。

　あいつに牙を突き立てる強さが欲しいのだ。

（まだ、足りない……）

　あいつと俺との差を測るものは何も無いが、感覚でわかる。

　今の俺はまだ──いや、まったくと言っていいほどあいつに届いていない、と。

　しばらくして、湯上がりで雪色の肌スノーホワイトを火照らせたユリエが部屋に戻ってくる。

「トール。明日のことでお願いがあるのですが」

「なんだ、お願いって？」

「明日ですが、お付き合いして貰もらってもいいですか？」

「いいけど何かあるのか？」

「ヤー。日曜日ですし外へ洋服を買いに行きたいのです。最近、暑くなってきましたが厚手の服しか持っていませんので……」

　まだ五月でそれほど暑いとは思わないが、寒冷国出身のユリエにとっては既に夏と言っていい暑さらしい。

「わかった、付き合うよ。でもどこへ行くんだ？」

「まだ決めていません。近場にいいお店があればそこへ行こうかと」

「そうか。まあ服なら駅ビルとかを探せば見つかるだろうしな」

「ヤー。ですが行き当たりばったりもどうかと思いますし、みやびたちに聞いて来ます」

「ああ、そうだな──って、待った！　そのまま行くのか……!?」

　俺の問い掛けに、きょとんとした表情を浮かべるユリエ。

　ワイシャツ姿ですらりとした白い足を惜しげもなく晒さらしたいつものスタイル。

　その格好が、男子の部屋が立ち並ぶこの階においてはどれほど危険なものなのかをユリエは気付いていない。

　さすがに襲い掛かってくるようなやつはいないだろうが──

　それ以前に、誰かにユリエのこの姿を見られるのは何となくイヤだった。

「お、俺が聞いてくる。ユリエは……アップルティーの用意をしておいてくれ」

「ヤー。わかりました」

　返事を聞く前に立ち上がると部屋を出る。

（何を考えてるんだかな、俺は……）

　ため息をもらしつつ、人気の少ない廊下を歩く。

　自分がどうしてあんな気持ちを抱いたのかがよくわからない。

　ユリエのあの姿を誰かに見られ、周囲から誤解をされることがイヤだったのだろうか？

　確かにそれもあるが、何か違う気がした。

（……娘を好奇の目に晒したくない、とか？）

　ユリエが俺を父親のように見ていることに、影響を受けたのかもしれない。

　そう思うと何となくしっくりし、俺は苦笑しつつ階段を昇り始めた。

　女子の部屋が立ち並ぶ階へ着くなり、ばったりと橘たちばな（※日中土下座済み）と出会った。

「こ、九ここの重えっ!?」

「おっ、ちょうどよかった。なあ橘、実は──」

　しかし俺は最後まで言葉を発することが出来なかった。

「ひ、昼間は本当にすまなかった！　そ、それじゃあ私はこれで……!!」

　昼間の袈裟固めを思い出してか、瞬時に顔を真っ赤にして階段を降りていってしまう。

　今の態度もそうだし、夕食の際にも顔を出さなかったくらいだから昼間の件を相当気にしているんだろう。

（仕方ないか。みやびに聞いて早く戻ろう）

　いなくなってしまった橘たちばなが裏返り気味の声を出したおかげで、近くにいた数人の女子から何事かと視線を向けられてしまっていた。

　その視線に気恥ずかしさを覚えつつ、足早にみやびの部屋へ向かう。

「ど、どうかしたの、透とお流るくん……？」

　ノックをして部屋から顔を出したみやびは、少しばかり驚いた様子で見上げてくる。

「ああ、実は服を買いに行きたいんだけど、近くにいい店が無いかなと聞きたくてさ」

「それならショッピングモールのあらもーどがおすすめかな。あそこなら近いし、すっごく大きいから服以外にも大抵の物は見つかると思うよ……。えっと、行き方は学校を出てから──」

　ショッピングモールへの行き方ついでに、お薦めのジェラートショップなどもみやびは紹介してくれた。

「そうか、ありがとな。……あ、もし暇だったらみやびも一緒に行かないか？」

「ふぇっ!?」

　ユリエの服を買うなら、男の俺よりも同じ女の子の意見があった方がいいと思っての誘いだったのだが──

「ああ、あの、あのっ、心の準備が……!!　い、いきなりデートだなんて……!?」

「──っ!?　ちち違うぞ！　デートじゃないって！　もう一人いるからっ!!」

「え？」

「というか、ユリエの服を買いに行くつもりなんだ。紛らわしい言い方してごめんな」

「あ……。そ、そっか。あははは……。わたしこそごめんね、変な勘違いして……」

「いや、俺が誤解させるような言い方をしちまったわけだし、本当にごめん」

　少し気まずい雰囲気が流れる。

「それで……どうする？　明日、一緒に行かないか？」

「あ、えっと……。明日は巴ともえちゃんとお出かけしようって約束をしてるから……」

　だったら橘も──とは思うが、すぐに考え直す。

　さっきの反応を見る限り、橘が明日になればケロッと忘れて一緒に出かけようなんてタイプじゃないのは明白だし、無理には誘えないだろう。

「それなら仕方ないな。じゃあ俺はそろそろ戻るよ。ありがとな、みやび」

「あ、うん……。おやすみ、透流くん」

　頷うなずくみやびに別れを告げ、俺は階下へと戻ることにした。

「明日はユリエと二人っきり、か……」



　　　　　　◇



「と、透とお流るくんとユリエちゃんが二人きりでお出かけ……」

　ドアを閉じ、みやびは呟つぶやく。

　透流の口から、ユリエが恋人では無いとはっきり聞かされている。

　何より、三人で出掛けようと誘ってきた点からも、二人がそういう関係では無いのだろうとみやびもわかってはいるのだが──

　明日はどうだろうか？

　その先は？

　共に過ごす時間が長い二人の関係が、いつまでも変わらない保証など無い。

　ましてや同性のみやび自身、ユリエは容姿性格ともどもとても可愛かわいらしいと常日頃から思っていることだ。

　だからこそ、透流が銀色の少女に惹ひかれない理由は見当たらない。

（と、透流くんが誰と付き合っても、それは自由だよね……）

　そうは思うも心中は複雑だ。

　透流に対して、みやびは自身の気持ちを自覚してはいない。

　これまで出会った異性の誰よりも信頼を寄せているのは確かなのだが、今はまだ奥底にある好意に気付くまでには至らなかった。

　それでも無意識下の自覚から、大きな嘆息をもらすこととなる。

（やっぱり一緒に行くって……言えばよかったかな……）

　そう考えてしまう理由に、みやびが自覚するのはいつのことだろうか。

「どうかしたのか、みやび？」

　そこに部屋へ戻ってきた巴ともえが、入口に佇たたずんだままのみやびを見て不思議そうに尋ねるも、返ってきたのは乾いた笑いだけだった。

「ところで明日だがどこへ出掛けようか？　もしみやびに希望が無ければ葛西の水族──」

「あ……」

　巴の問い掛けに、ぴんとある場所がみやびの脳裏に浮かぶ。

「どこかあるのか？」

「えっと、あらもーどなんだけど……」

「あらもーど？　先週行ったばかりではないか。何か買い忘れた物でもあったのか？」

「え？　あ、あの、と、透流くんがユリエちゃんと二人きりで行くって聞いたから、その…………き、気になって……」

　本来ならこういった場合は誤ご魔ま化かすのが常であろうが、みやびはバカ正直に理由を口にしてしまう。

「九ここの重えとユリエが……!?」

（二人きり──ということは……で、デートなのか？）

　その単語から巴ともえの頭の中へ即座に浮かんだのは、しばらく前に裸のユリエを透とお流るが抱き締めていた光景だった。

（まま、まさかな……？）

　透流とユリエから事情を説明され、納得し、信用したはずの話。

　けれど一度迷いを持ってしまうと、あっという間に疑惑が膨れあがっていく。

「だ、ダメかな……？」

　みやびの問い掛けに、巴が出した答えとは──

「あ、あの二人に限ってとは思うが……ふ、不純異性交遊をしていたらことだからな。だから私たちは──か、影から見守るのがいいのではないかな、うむ」

　とってつけた言い分を隠れ蓑みのにしての────尾行だった。



    

  
    
      


■第三章『それは名案です』





　校門を出てから小さな橋を渡ると、そこには昊陵学園に通う生徒にとっては唯一となる外界への連絡路──関係者専用のモノレールがある。

　懸垂型のモノレールは、学校前から東京と千葉を結ぶＪＲ路線のとある駅付近まで五分足らずの距離で繋つながっている。

　車両へ乗り込むと、中には数える程の人数しか乗っていない。

　そもそも利用可能なのが学園関係者のみともなれば、利用者が少ないのは当然と言えば当然か。

　おかげで争うことなく空席へ座れるという点は有あり難がたい。

「なんだかドキドキしますね」

　ボックス席の向かいに腰を下ろしたユリエが、窓の外へと顔を向けながら口にする。

「そうか。日本の街中へ出掛けるのは初めてなんだっけか」

「ヤー。だから楽しみです」

　視線を窓の外──海から俺へ移し、こくこくとユリエが頷うなずく。

（たまにはこういう息抜きもいいのかもしれないな……）

　再び海へ視線を戻すユリエの横顔を見ながら、ふと笑みが洩もれる。

　ちなみにユリエも俺も日曜だというのに制服だ。

　別に学外でも制服を着ていなければならないなどという校則があるわけではない。

　単にユリエが五月の陽気に合うような服を持っていないためで、俺はその付き合いだ。

（しかし、この位置関係って珍しい感じがするなぁ。まあ普段の形に慣れ過ぎてるってことなんだろうけど）

　普段、ユリエとともにテレビを見るときは肩が触れ合うくらいの──ときによっては触れ合って温ぬくもりを感じる距離で横並びに座っている。

　授業や学食の場合も同じだ。

　だからこそこうして正面に座っている姿は違和感があり、まじまじと見てしまう。

　窓の外へと深紅の瞳ルビーアイを向ける外国人の美少女。

　誰もが振り返り目を見張る銀色の髪シルバーブロンドはサラサラとなびいていてとても綺き麗れいだ。

　整った顔立ちは感情の表れが希薄なため、精巧な西洋人形ビスク・ドールにすら思える。

　が、その実ちょっとずれたところがある普通の女の子だと俺は知っている。

　──その心に暗い感情を、復ふく讐しゆうという名の闇を抱えているということも。

　俺と同じ、闇を。

　もしかしたら──あの夜のことは夢だったんじゃないか、などと思うこともある。

　しかしそのことを改めて口にするのは躊躇ためらわれていた。

　ユリエが俺と同じように憎しみを抱き、復讐を望む者だと認めたくない思いがあったために。

「──トール？」

　チリンと響く鈴の音で我に返る。

　おそらく何度か呼びかけていたのだろう。ユリエが俺を見て首を傾かしげていた。

「もうすぐ到着です」

「あ……。そ、そうか」

　いつの間にか出発していたモノレールは、もうすぐ到着するようだ。

　ゆっくりとホームへ入って行く最中、ユリエが腰を上げる。

「ユリエ、到着してから立った方がいいぞ」

　ガコンッ。

　忠告とほぼ同時、モノレールが停車して揺れる。

「あっ……」

　俺の忠告もむなしく、ユリエはバランスを崩して尻もちをついてしまう。

　……俺の膝の上に。

　ふわりと髪が揺れ、いい匂いが鼻び腔こうをくすぐる。

「だ、だから言っただろ」

「や、ヤー……」

　少々気恥ずかしさを感じつつ言うと、ユリエもまた恥ずかしそうに俯うつむいた。

「今後は気をつけます。それでは降りましょう」

　立ち上がるとユリエは手を差し出して来る。

　かつて時計塔で自ら差し出したというのに、今回は直前のこともあって手を重ねることが少しばかり照れくさかった。



　駅を出るとみやびに教わった通りＪＲ線へと乗り換え、ひと駅で降りる。

　そこから五分程歩くと目的地のあらもーどへ到着となったわけだが──

　かつて日本最大のショッピングモールだったというあらもーど（みやび情報）は、その地位を他所へ譲ろうとも客足が減じることはなく、休日ということもあって多くの人で溢れかえっていた。

「…………。まるでお祭りです」

　大口とはいかないまでも、ポカンと口を開けて周囲を見回すユリエ。

「トールは驚かないのですね」

「地元にもデカいモールがあったからな。ま、とりあえずフロアガイドを見て店の場所を確認しようぜ」

「ヤー……」

　まだ少し呆ほうけた様子のユリエを促し、近くに設置してあったガイドマップを手に取って開いた瞬間、困惑によって眉をしかめてしまう。

「なんだこれ……」

　妙にぶ厚いガイドマップはフロア紹介だけでも八ページにも亘わたり、全部で五百以上もの店名が表記されていた。

（店が多いとは聞いてたけど、まさかこんなにあるなんて……）

「トール、どうかしましたか？」

　俺が呆ぼう然ぜんとしていると、ユリエが背伸びをしつつガイドマップを覗のぞき込んでくる。

　バランスを取るために俺の袖を掴つかんで覗き込む姿が小動物を思わせた。

「あ、悪い。ちょっとその辺りに座って見ようか」

　そう言って近くにあったスツールにユリエとともに座る。

「これは……何が何だかわかりませんね」

「あ、ああ……。やっぱりそう思うよな」

　相も変わらずの無防備さで体を寄せてきて、膝がくっつくことで俺は内心僅わずかに動揺中。

　しかしユリエはまったく気にする様子も無く、ページを捲めくったのだが──

「多すぎてどこへ行けばいいのかわかりません……」

　と困った顔を浮かべる。

　索引に載っているのは店舗名と配置番号だけ。しかも西・南・北館と様々な場所に配置されているだけじゃなく一、二階にまで範囲が広がっているとなるとユリエの言うとおりどこに行けばいいのかわからない。

「うーん……。とりあえず適当に歩き回ってみるか。これだけ店があるんだから、そのうち気に入る物が見つかると思うし」

　と立ち上がり、歩き出そうとしたところでふと思い浮かぶことがあり、振り返る。

「ユリエ、この人混みだからはぐれないようにな」

「ヤー」

　こくこくと頷うなずくと、ユリエはきゅっと俺の袖を掴つかんだ。

「これならはぐれません」

　小さく笑みを浮かべて満足そうに言うユリエ。

「そ、そうだな……」

　手を繋つなぐ程では無いにせよ、これはこれで気恥ずかしい。

　しかし歩き出してしまえばそんな気持ちもすぐにどこかへ行ってしまう。

　雑踏の中、すれ違う人の多くが振り返り、ユリエのことを話題にする声が聞こえてくる。

「ねえあの子すっごく綺き麗れいじゃない？」「芸能人とか？」「写真撮ってアップするしか」

「なんだ、男連れかよ……」「さっきの金髪の子もよかったけどこっちはこっちで……」

　反応は様々なれど、ユリエについてのものがほとんどだった。

　ただしほとんどということは、それだけじゃないということでもある。

「制服着てるけどどこの学校の子なんだろ？」「さあ？　見たことないけど……」

　わからないのも当然だ。

　よっぽどのことが無い限り昊陵の生徒が土日以外に外出することはない。

　土日に外出するとしても、制服で出掛ける奇特な生徒なんてまずいないだろう。

　いいとこ学校名を耳にする程度といったところか。

　俺自身、事前に存在を聞いていなければ昊陵の内情は元より、校名すら知ることもなかっただろう。

（あんな入学試験をするような学校なのにな）

　入学式で半数を落とすなんて非常識な学校だというのに、世間的にはほとんど知られていないというのも妙な話だ。

　情報規制を敷いていると三み國くに先生は言っていたが、少しくらい噂うわさになったりはしないものだろうか。

　などと考えていると、袖をくいくいと引かれる。

「トール、あのお店はどうでしょうか？」

「あ……。そうだな、可愛かわいい服……なんじゃないか？」

　妹──音おと羽はの買い物にもよく付き合わされたが、女の子の着る服は何がいいのかいまいちわからない。

　ただ、店のディスプレイを見る限り、確かにユリエにはよく似合いそうな気がした。

　こうして俺たちはとりあえずその店へ入ってみることにしたのだが──

「こちらなんて似合うと思いますよ。どうですか、彼氏さん？」

「え!?　あ……。いやいやいや俺は彼氏じゃ……！」

　服を見繕っていると女性店員がやってきて前述のセリフを口にされ、慌てて否定するもくすりと笑われてしまう。

　恥ずかしくて誤ご魔ま化かしたとでも思われたのだろう。

　男女二人きり、しかも店内へ入って服を見始めてもユリエは俺の袖を掴つかんだままと、確かに誤解をされてもおかしくない。

　むしろ俺が第三者だったとしても絶対に恋人同士だと思っただろう。

「それでは試着をしてきます」

　と言い残し、店員に薦められた夏服を何着か手にしてユリエは試着室へと入っていく。

「ふふっ、すごく可愛かわいい彼女さんですね！」

「え、ええ……」

　何を言っても無駄だろうと否定することを諦め、苦笑混じりに頷うなずく。

　立場を超え、俺たちの詮索をしたいという気持ちを見るからに抑えている店員を横目に小さくため息をもらしつつ、二人きりで外出したことを少しばかり後悔する。

（みんなが一緒だったらよかったんだけど……）

　みやびは今ごろ橘たちばなとどこかで遊んでいるのだろうか。

　トラはどこかに出掛けてしまったようで、見つからなかった。

　タツは筋トレに勤いそしんでいた。

　……などと思い出していると、カーテンが僅わずかに開き、ユリエがひょこっと顔を出してくる。

「トール。着替え終わりました。……見て貰もらえますか？」

「一応言っておくけど俺にセンスを求めないでくれよな」

「ヤー。大丈夫です」

　何が大丈夫かはわからないが、ユリエはこくりと頷くとカーテンを大きく開ける。

「うお……」「あら……」

　俺と店員、同時に驚嘆の声を出すと、そのまま無言でユリエの姿に見とれてしまう。

　ユリエが試着したのは、白を基調とした涼しげなワンピースだった。

　ふわりと裾が広がり、あしらわれた白いレースが女の子らしさを引き立てている。

「どうですか、トール？」

「あ、ああ……。えっと、すごく似合ってると思う……」

「ありがとうございます。それではこれを買うことにします」

「決めるの早っ!!　……って、せめて他のも試着してから決めてもいいんじゃないか？」

　横で店員がうんうんと頷く。

　仕事としてと言うより、もっと他の服も着てくれといった表情だ。

「わかりました。……ですがこれは買うことにします」

　そう言って再びカーテンが閉ざされ待つこと数分。

「トール。こちらはどう思いますか？」

　先程のワンピースとは対照的に、今度は黒。その姿に俺と店員はまたしても驚嘆の声。

　短めのスカートと沢山のフリルが特徴的であり、黒故にユリエの銀髪が映えてとても良く似合っていた。

「えっと……いいと思う。すごく」

「ヤー。それではこちらも買おうと思います」

　俺の反応に気をよくしたのか、少しだけ目を細めて三度試着室へ篭こもるユリエ。

　やがて姿を見せると、今度の服もまた良く似合っていた。

「こちらはどうですか？」

「見た目にも涼しそうだしいいんじゃないか？」

「ヤー、とても涼しいです。ではこちらも……」

　結局、試着した三着すべてを買うこととなった。

「あ、あの。もしよろしければ他の服も試着してみませんか？　目の保養……じゃなくて、お客さまにお似合いになると思う可愛かわいい服がまだまだありますし」

「えっと……どうする、ユリエ？　着てみるか？」

「ヤー。トールがそう言うのでしたら」

　……という流れにしたことが間違いだった。

「…………。ユリエ、さすがに買いすぎじゃないか？」

　カウンターに積まれた十二着もの服の山を見つつ、一応ツッコんでみる。

　試着した服を端から買う候補に入れていく様に、さすがに多すぎだと思ってそろそろ他の店も回ろうと言い出さなければどうなっていたことか。

「ナイ。トールがいいと言ってくれたものを買うだけです」

「い、いや、確かに言ったけどさすがに全部はどうかと……」

「ですがこちらはすごく似合っているとのことですし、こちらはすごくいいと、こちらはとても涼しげだと──」

　俺の感想を一つ一つ、間違いもせずに並べていくユリエ。

　それを最後の十二着目まで口にした後──

「やっぱり全部買います」

　結局、とてもいいお客さんになることを宣言したユリエであった。



　十二着（＋靴三足）も買うと言い出した俺たちに店員は目を丸くするも、カード払いでと口にしたときはそれ以上に驚きを見せた。

　学生の俺たちが、まさかカードで支払うなんて思ってもいなかったのだろう。

　だがクレジットカード機能もついた学生証を渡した瞬間、「あぁ、あの学校の……」と店員が呟つぶやく。

　なぜ知っているのかが気になって話を聞けば、毎年何人かが俺たちのように買い物をしに来ているとのことだった。

　ただし、ここまで大量に買い込んだのは俺たちが初めてらしいが。

　ちなみに合計金額を耳にした瞬間、目が飛び出そうになったのはここだけの話だ。

　幸いにも支給額の範囲内であったため問題は無かったが。

「さて、服は買ったわけだがこれからどうする？」

「──？　他のお店の服も見るのではないのですか？」

「……いや、今日のところはやめておこう」

　次の店でも同じ結果になることは想像に難かたくない。

　それは似合わないと言えれば話は早いのだが、元の素材がいい──というより良すぎるユリエはどんな服を着ても当然のようによく似合う。

　なにより、ユリエに対して思ったことをねじ曲げて伝えることは俺には無理だ。

　似合うと言ったときに見せる小さくも嬉うれしそうな表情を前に、嘘などつけるはずがない。

「それでは帰りますか？」

「うーん……。せっかくの外出なんだし、どうせならもう少しぶらついて行こうか」

「ヤー。そうですね」

　とはいえさすがに荷物が多く、配送カウンターへまず向かうことにした。

「それでは行きましょう、トール」

　配送を済ませ身軽になったところで、まずは北館を端から端まで見て回ることに決める。

　まるでそうすることが当たり前のようにユリエは俺の袖を掴つかみ、並んで歩きだす。

　俺はというと最初はやっぱり多少の照れくささはあったものの、それでも話しながらいろんな店を見て巡めぐるうちに自然と気にならなくなっていった。

　その後は近くにあったペットショップでユリエが目を輝かせながらフェレットを見たり、ゲームショップの一角にあったフリープレイの体感ゲームで遊んでみたりと、普段の厳しい訓練を忘れるくらいに平和で楽しい時間を過ごす。

「そういえば一階にあるジェラートがお薦めだって、みやびが言ってたな」

「……ジェラートですか。みやびのお薦めとなれば行ってみたいところなのですが……」

　少し遅めの昼食としてユリエがパンプキンクリームパスタを、次いでデザートのフォンダンショコラを食し始めたところでみやびの話を思い出す。

　女の子の例に洩もれずユリエも甘い物は好きなようで、よく学食で出たデザートの感想をみやびと交わしている。

　だからこそお薦めと聞いて食べてみたいと思うのは当然なのだろうが──

　もともと少食のため、ショコラを食べればジェラートなど入る余地がないのは明白であり、本人もそれをわかっているようで見るからにユリエは肩を落とす。

　多少時間を置けばいいのだろうが、そうなると今度は夕飯に影響が出てくるだろう。

「……とりあえずそのジェラートを買うだけ買ってみるのはどうだ？　食べきれなかったら俺が残りを食べるからさ」

　俺が忘れていたことが原因で意気消沈する姿がひどく気の毒になり、一つ提案を持ちかけると──

「それは名案です」

　嬉うれしそうな雰囲気を醸し出すユリエ。

　その表情に俺も思わず笑みがこぼれる。

（よかったよかった……）

　と思うのは早計だった。

「トール。もしものためということで、このショコラも食べて頂けますか？」

「ああ、いいぜ」

　ちょうど半分ほど食べたところでユリエの提案。

　もちろん断る理由は無いので頷うなずいたまではよかったのだが──

「それでは口を開けて下さい」

「は？」

「ですから、口を開けて下さい」

　冷たいアイスの中に包まれたフォンダンショコラが一口分、フォークの上に乗せられて目の前に。

「……もしかして食べさせてくれるってことか？」

「ヤー♪　あーん、です」

「い、いや、人前でそういうことをするのは……」

「──？　みやびとよくしていますが？」

　それは女の子同士だからこその話だ。

　そして俺たちは異性である。

　ユリエに他意が無いことくらいわかるが、行為に抵抗を覚えてしまうのは仕方ないというか当然だと思う。

「えーっと……」

　幸い食事時からはずれているため店内は人が少なく、仕切りも多いため人目につくわけじゃない。窓際というのは頂けないが、三階にあるこの店の前は通路ではなく一階までの吹き抜けのため外からもほぼ気付かれることは無いだろう。

（まあこの状況ならいい、か……？）

「──？」

　ちりんと急せかすように鈴が鳴る。無論、ユリエに急かす意思はないのだろうが。

「わ、わかった。それじゃ……」

　言われた通りにあーんと大きく口を開け、ショコラを頂いた。

（みんなと来なくてよかった……）

　先刻の洋服屋とはまったく正反対のことを俺は思うのだった。

「トール、どうぞ」

「え？　また？」

「ヤー。まだこんなに残っていますので。だから、あーん、です」

「ははは……はい」

　結局、計八回にも亘わたって食べさせて貰もらい、内一回は店員に見られてくすくすと笑われる羽目となった。

　だが──

　真に厄介な状況はこの後にあったことを俺は知る。

「トール。あーん、です」

　南館と北館の間──多くの人が行き交うハーバーストリートという通りでユリエがジェラートを俺の口元へ運んでくる。

「……え？」

「とても美お味いしいのでお裾分けです。だからトール、あーんってして下さい」

　衆人環視の中、まるで気にした様子も無く微笑ほほえむユリエ。

　もちろん俺は周囲の視線が気になって仕方がない。

「──トール？」

　小首を傾かしげられ──

「や、やー……」

　俺は力無く答え、ジェラートを食べさせて貰うのだった……。



　　　　　　◇



　透とお流るとユリエ。事情を知らなければ仲なか睦むつまじい恋人同士にしか見えない二人を遠くから見守る影があった。

　みやびと巴ともえである。

　朝食時に透流たちの出立時間をそれとなく聞き出したみやびたちは、二人よりも一時間ほど前にあらもーどの最寄り駅へと到着していた。

　そこから二人の後をこっそりと尾つけ、ユリエが服を試着している際は近くの店で買い物をするフリ──みやびは本当に買っていた──をし、二人が食事中は吹き抜けを挟んで向かいのスポーツショップの中から遠目で、今は物陰に隠れて覗のぞいていた。

「み、みやび。あの二人は本当に付き合っていないのか……？」

「う、うん……。透流くんがそう言ってた……」

「そうか……。いや、しかし……」

　食事中、そして今再び衆人環視をまったく気にした様子も無く──みやびたちにはそう見えた──ユリエにジェラートを食べさせて貰う透流。

　そんな二人の姿にみやびと巴は揃そろって狼ろう狽ばいする。

「ととと巴ちゃん。あれは、その……ふ、不純異性交遊じゃないの……？」

「い、いや、せっ、性的逸脱行為ではないから……」

　世間的にはバカップルと言う人もいるであろう行為ではあるが、少なくとも不純異性交遊ではない。

　故に間を裂くように邪魔をすることも出来ず二人はただただ動揺するばかりであり、見守る以外の行動を選択することが出来なかった。

　しかしそんな二人に突然声が掛けられる。

「キミたち、二人だけ？」

「え……？」

　振り返れば四人の男が立っていた。

　言うまでもなくナンパである。

「よかったら俺らと一緒に遊ばね？」「二人とも可愛かわいいね。高校生？　どこのガッコ？」

「え？　あ、あ、あの……？」「こ、昊陵だが……？」

「コーリョー？」「俺知ってるわ。近くにあるブドーが盛んなとこだ」

　この男の昊陵学園に対する認識はさして間違っていない。

　全寮制の私立校、武道に力を入れている、卒業後は提携のシークレットサービスへ就職。

　表立つような実績を残しているわけでもなく、ドーン機関による密ひそかな規制もある故に、人の記憶に残るような目立つ情報は一般的に得られることはない。

　もし《黎明の星紋ルキフル》や《焔牙ブレイズ》の存在が噂うわさされたとしても、荒こう唐とう無む稽けいな絵空事と思われるのが関の山だろう。



    

  
    
      



    

  
    
      

　確たる証拠が無ければ、たとえ真実であろうと噂うわさの域を出ることは無いのだ。

　無論、外出する生徒たちにもその意識を徹底させるため、外出届を出す際には外でトラブルを起こさない、《焔牙ブレイズ》を具現化させない等々、念を押されての外出となる。

　それらの規則を破った場合、厳しい罰則が与えられるのだが──

「へー、ブドーって柔道とか空手とか？　じゃあキミたちもそういうのやってんの？」

「は、はい……」

　みやびも巴ともえも突然のナンパに動揺し、相手の質問へ素直に返してしまう。

「いいねー。じゃあ俺たちにも寝技とか教えてよ」

「……結構だ。行こう、みやび」

　ここでようやく巴が男たちの目的に気付き、みやびの手を取り立ち去ろうとするも──

「つれないなぁ。ちょっとくらいいいじゃん。変なことしないって」

　と男の一人がみやびの腕を掴つかみ、強く引く。

「あ……」

　力強い男の手に自分の腕を掴まれ、みやびの顔色が変わる。

　怖い──そう感じた瞬間、反射的に体が動いた。

「は、離して……！」

　ドンッとみやびが男を突き飛ばす。

　普通だったら、軽くよろめく程度なのだろうが──

《黎明の星紋ルキフル》によって超化された腕力は常人を遙はるかに凌しのぐため、男が無様に転がる。

「ははっ、だっせー」「っせーよ！　ちょっとバランス崩しただけだっての!!」

　声を上げて笑う仲間へ、転がった男が怒鳴り散らす。

　幸いにも擦り傷程度で済んだようだ。

「おいおい、乱暴は勘弁な」

「先に乱暴なことをしたのはそちらだろう。確かに突き飛ばしたのはやり過ぎだったと思うが……」

　リーダー格の男とみやびの間に巴が入るも、さすがに口調が弱くなる。

　当然、相手もそこを見逃さない。

「やり過ぎたって思ってんなら、仲直りってことで付き合ってくれてもいいじゃんか」

「こ、断る！　謝罪ならするが、それとこれとは話が別だ!!」

「と、巴ちゃん……」

　巴の背後で小さくなるみやびに、巴が大丈夫だと囁ささやく。

（この人数なら私一人でも問題無い……！）

　その意識が、荒事になってもなんとかなると巴の気持ちを強くさせる。

　しかし男たちにとって巴の反応は気分のいいものではなく、みやびに突き飛ばされた男も再び加わって二人を壁際で囲むように立つ。

　そこへ、みやびたちにとって見慣れた人物が人垣を掻かき分け現れた。

「やめろ、お前らっ!!」

「何だ!?」「誰だテメェ!!」

　男たちの前に立ちはだかったのは透とお流るだった。

　幸いにも近くにいたため、みやびたちの声を耳にして飛び込んできたのだ。

「その二人は俺の連れだ。何か用があるなら俺が聞く」

「と、透流くん……」「九ここの重え……！」

　透流の名を口にし、少しほっとしたような二人。

「連れだとよ」「マジみたいだな」「どーする？」

　片や連れを名乗る人物の登場に、男たちはどうすべきかと顔を見合わせ──

「みやび、巴ともえ、大丈夫ですか？」

　そこへユリエが加わったことで判断を下す。

「すっげ。マジ可愛かわいいんだけど……」「この子もこいつの連れ？」「ハーレムってやつ？」

「なんかムカつく」「どうする？」「当然──」

　とリーダー格が喋しやべると同時に、男たちは僅わずかに腰を落とす。

「軽くボコっちまおうぜ！」

「──ッ!!」

　同時に男たちが動く。

　多少だが意表を突かれた──とはいえ、《Ⅱレベル２》へと昇華した透流にとってはスローモーションにすら見える。

（仕方ない、軽くいなしてそのまま逃げるか）

　怪け我がを負わせないようにして転がせばいいか、と透流が決断したその瞬間だった。

　タァン……!!　遠くから乾いた音──銃声がハーバーストリートへ響いた。

　ほぼ同時に、透流へ殴りかかった男の一人が弾はじかれたように倒れる。

「え……？」

　呆あつ気けに取られて呟つぶやいたのは誰の声だったか。

　しかしその場の誰もが──透流たちも含め──何が起こったのかを理解するよりも早く次なる銃声が響き、またしても男が一人くずおれる。

「なっ……!?」

「トール、あれは……!!」

　ユリエの視線に合わせた先──百メートル以上離れた三階のバルコニーに立つ、銃声の主を透流は目にした。

　長く、煌きらびやかに輝く黄金色の髪イエロートパーズを持つ少女の姿を。

　その手に握られるは──長銃身ロングバレルの黒き《銃ライフル》。

（リーリス!?　それにあれは──《焔牙ブレイズ》!?）

　透流が驚きよう愕がくに目を見開く中、リーリスは三発目、四発目と間髪を容れず引き金を引き、男たちは全員が崩れ落ちた。

　周囲の視線が突然倒れた男たちへ向けられる中、透とお流るとユリエは黄金の少女へ──彼女が持つ《銃ライフル》へ釘くぎ付づけとなっていた。

　脳裏に甦よみがえるのは、以前、授業で教わった話だ。

『《焔牙ブレイズ》は複雑な構造を持つ武器として具現化は出来ない』

　その話に嘘はなく、本来ならば《銃》の《焔牙》など有り得ない。

　けれど透流たちの視線の先に映る《焔牙ブレイズ》は、間違い無く《銃ライフル》であった。

　リーリスが《銃ライフル》を消し去り、踵きびすを返す。

　黄金色の髪イエロートパーズがバルコニーの奥へ去る様を見つめる中、透流は呟つぶやいた。

「《特別エクセプシヨン》……」



    

  
    
      


■第四章『守護する騎士の如く』





「ようやく一息つけるな……」

　日が傾き始めた中、モノレールへと乗り込み腰を下ろすなり大きく息を吐く。

「まったくだ。はぁ……」

　と同じように疲労感溢あふれる息を吐きつつ、橘たちばなが正面へ座る。

　その隣へみやびが、俺の隣にはユリエが腰を下ろす。

　最初に座った俺が悪いのだが、女子に囲まれて少々居心地の悪さを感じなくもない。

「だ、大丈夫かな、あの人たち……」

「ナイ、心配ありません。気絶していただけでした」

　銃声の直後、俺とユリエは倒れた男たちの脈と撃たれた部分──頭部を確認し、脈あり外傷無しと判断するや即座にみやびたちを連れてその場を逃げ出した。

　その後、多少は騒ぎにはなったとは思うが、真に何が起こったのかを理解出来た人物は誰もいなかっただろう。無論、頭部を撃ち抜かれたあの四人組もだ。

「そっかぁ、それなら大丈夫だね。よかったぁ……」

　はふぅと安あん堵どの息を吐くのはみやびだけ。

　ユリエはいつもと変わらない感じだが、俺と橘は顔を強こわ張ばらせていた。

「……確かに《銃》の《焔牙》だったんだな？」

「ああ。間違い無い」

　ユリエとみやびが会話をする横で、俺たちは窓の外を見つめたまま言葉を交わし始める。

「《銃ライフル》を具現化、か……。いったいどういうことだ？　そんな話は聞いていないぞ」

　橘たちばなも授業で教わったことを思い出しているのだろう。

　眉を寄せ、悩むような仕草を取る。

「もしかしたら、特別だからなのかもな」

　黄金の少女との会話を思い返しつつ、言葉を続ける。

「リーリスは自分のことを《特別エクセプシヨン》と言っていた。そして俺と同じ《唯一無二アンリヴアルド》とも」

「彼女の《銃ライフル》はキミの《楯》と同じく、他の誰もが具現化できないただ一つの《焔牙ブレイズ》と考えれば辻つじ褄つまは合うな」

「ああ、俺もそう思う。……それはそうと、あんなに人が多い場所で《焔牙ブレイズ》を使うとは驚いたな」

「まったくだ。助けて貰もらったとはいえ、いったい何を考えているのだか……」

「とにかく戻ったら三み國くに先生のところへ行かないとな」

　外出時にトラブルに遭ったら、報告の義務があるのだ。

「うむ、そうだな。……と、ところで九ここの重え。つかぬことを聞くが──き、キミとユリエは、その……つつつ、付き合っているのか？」

「……は？」

　唐突に話が変わったこともあり、一瞬、何を言われたのかがわからなかった。

「と、突然なんだよ……？　あ、もしかして一緒に出掛けたからか？」

「それだけならいざ知らず、あ、あ、アイスを、食べさせて貰っているところを図らずもたまたま偶然ゆくりなく見掛けてしまって、だな……」

「──っ!?」

　今、何か飲み物を口に含んでいたら確実に吹き出していた。

「あ、あれはユリエがお裾分けだって……」

　とユリエたちへ視線を向けると──

　俺たちの話を聞いていたのだろう。二人はじっと俺を見つめていた。

　特にみやびは恋愛話が好きなのか、視線にかなり熱い何かが宿っているように見える。

「そ、そうだよな、ユリエ？」

「ヤー。とても美お味いしかったので。さすがはみやびのお薦めです」

　ユリエの返事に俺はほっと息を吐いた。

　……周りでも誰かが息を吐いたように思えたが気のせいだろうか。

「で、では……ケーキの方も？」

「ああ、そっちはユリエが食べきれないから──って、何でそのことまで知ってるんだ!?」

「いや、その、はははは……」「あ、あはは……」

　二つの乾いた笑いが重なり、むなしく車内へと響いた。



　夜になり、あらもーどの一件がニュースで小さく取り上げられた。

　ただし、少年四人が日射病で倒れたという内容だったが。

　原因不明の失神というわけでもなく、また、倒れる直前まで誰かと言い争いをしていたといったことに触れられることも一切なかった。

　ニュースは『日射病にはお気を付け下さい』と締められ、次の話題へと切り替わる。

（情報操作をしたってことかな……）

　学園へ戻ってすぐに三み國くに先生へと報告した際「すぐに対処します」と言われたことだし、おそらくはそうなのだろう。

　助かると言えば助かるのだが、ある意味で空恐ろしくもなる。

　今回の件、そして表に一切情報の流れていない《資格の儀》といい、昊陵学園──そしてドーン機関の影響力とはどれほどのものなのだろうか、と。

　国家が絡むと月つき見みは口にしていたが、本当のことなのかもしれない。

　庇ひ護ごされている今はいいが、学園側から与えられた《力》を俺はいつか自分の目的のために使おうとしている。

　そのとき学園側は俺へどう対処するのだろうか。

（……どうなろうとも、あいつだけは必ず──）

　ぎちり、と拳を強く固めるも──

「トール。お風呂をどうぞ」

　風呂から上がったユリエの一言で、ふ……と力が緩む。

「ああ、わか──って、ユリエ……!?」

「──？」

　ユリエの服装がこれまでと何ら変わることなくシャツ一枚だったために驚く。

「ふ、服を買ったんじゃ……」

「服は宅配便で送りましたから、到着は明日です。それに──パジャマは買っていません」

（それもそうだった……）

　言われてみれば、確かに買っていない。

　となると今後も直視し辛づらい格好のままということになる。

「大丈夫です。これで問題ありません」

　問題があるのは俺の方だ。

　一緒に寝る際あのすべすべの白い足に間違って触れてしまったときの気恥ずかしさを多少は考慮して頂きたい。

「ところでトール」

　だがしかし──

「……今夜も一緒に寝ていいですか？」

　俺の思いは欠片かけらも届くことは無く、ユリエからは上目遣いでのお願いが。

　こうして今日も悶もん々もんとした一夜が始まることが決定したのだった……。







　翌日の昼休み終了間際のこと──

　今日も今日とて体力強化訓練のために校門へ向かう途中、ふと金色の輝きが視界の端に映り足を止めた。

「トール？」

　先を歩いていたユリエが、チリンと鈴を鳴らして振り返る。

「悪い。ちょっと先に行っててくれるか、ユリエ」

　ユリエが頷うなずくと、俺は光の見えた場所──寮のバルコニーへと向かう。

　ラウンジから外に出ると、テーブルに着き優雅にミルクティーを味わうリーリスの姿があった。

「……ここにテーブルなんてあったっけか？」

「サラに用意させたのよ」

　リーリスは黄金色の髪イエロートパーズを揺らし、後ろに控えている執事へ僅わずかに視線を送る。

「それより何か用？　やっぱりあたしの《絆双刃デユオ》になりたいって思い直したわけ？」

「悪いけどそうじゃない。もうすぐ体力強化訓練が始まるけど行かないのかって思ってさ。授業にも訓練にも顔を出さないから、月つき見み……先生がかなりキてたぞ」

　転校初日に引き続き、リーリスは授業と訓練のどちらにもいまだ顔を出していない。

「別にいいわよ。あたしはそんなものを受けるために日本に来たんじゃないもの」

「そうは言うけど勉強とかやっぱ大事だと思うし……」

「高校程度の勉強なんてとっくに済ませてるわよ。《超えし者イクシード》になるにはこの学校へ入学するしか無いから籍を置いてるだけ」

「す、すげーな……」

　リーリスにせよユリエにせよ、どうやらウチのクラスの外国人は大変成績が優秀らしい。

「だけどそれなら──」

　せめて訓練くらいは出た方がいいんじゃないのか。

　そう言おうとしたところで言葉を遮られる。

「あのね。なんであんたにそんなこと言われなくちゃいけないわけ？」

「なんでって──みんなと一緒に過ごさなかったら、クラスで浮いちまうかもしれないぞ。そうなったら友達が出来ないだろ」

　もう浮いてる気はするが、まだ挽ばん回かいできる段階だと思う。

「…………。お人ひと好よしね、あんた」

「べ、別に普通じゃないか？」

「あらもーどでも女の子を庇かばいに飛び込んでたみたいだし、十分お人ひと好よしだと思うけど？」

「仲間を助けるのは当然だろ」

「……ふぅん。嫌いじゃないわ、そういうの」

　蒼玉の瞳サフアイアブルーにじっと見つめられ、ドキリとする。

「そ、そうだ。あらもーどと言えば聞きたいことがあるんだ。昨日はどうして──」

「ちょっと待ちなさい、九ここの重え透とお流る」

　俺の言葉を遮り、リーリスは立ち上がると悪戯いたずらっぽく笑う。

「そうね……。その質問に答えて欲しかったら、今からあたしに付き合いなさい♪」

「付き合えって……このあと授業が──」

「二度は言わないわよ」

　まるで先日の再現に、俺はリーリスへ声を掛けに来たことを少しばかり後悔した。



　職員棟の中庭まで連れて行かれたところで、俺は呆あつ気けに取られることとなる。

　そこでは離陸準備の整ったヘリが待機していた。どうやら自家用機らしい。

　ローターによって生み出された風で髪や服が乱れる。

「これでどこに行く気だよ……」

「ふふっ、いいところよ♪」

　ヘリに乗り込んだところで聞いてみるも、教えてくれるつもりは無いらしい。

（やれやれ。いったいどこに連れて行かれ──）

　ふわっ。

「──うおっ!?」

　離陸した瞬間、足元が失われたかのような浮遊感に襲われてバランスを崩す。

　腰のシートベルトが無ければ、無様に足元へ転がっていただろう。

　ぽふっ。

　だが、幸か不幸か隣へと倒れ込んでしまう。

　その際、リーリスは反射的に腕を拡ひろげるように受け止めてくれたため、柔らかく大きな胸の谷間へ顔が埋まってしまった。

「ちょっと、大丈夫？」

「わ、悪い……。いきなりふわって飛んだからびっくりして……」

　何やってんのとばかりに聞かれ、どぎまぎしつつ答えることに。

「ぷっ。なさけないわねぇ……ま、それより早くどいてくれる？　ちょっと重いんだけど」

「ごご、ごめんっ!!　わざとじゃないからっ！　だけどごめんっ!!」

「気をつけなさいよね、ふふっ」

　慌てて体を離しつつ謝ると、俺の慌てっぷりがツボに入ったのかリーリスは口元に手を当ててくすくすと笑う。

　楽しそうに笑うその姿は黄金の少女の魅力を引き出すには十分で、俺はしばし見み惚ほれてしまうのだが──

　その後ろで、執事のサラがものすごい目つきで睨にらんでいる姿に気がついた。

（怖っっっ!!）



　ヘリが降り立ったのは昊陵学園を出てものの五分も掛からないところだった。

「ここは……」

　日本人なら誰でも知っている──そう言っても過言じゃないホラーテーマパーク。

「ええ、デスニューランドＤＥＡＴＨ　Ｎｅｗ　Ｌａｎｄよ！」

　頷うなずきつつも、蒼玉の瞳サフアイアブルーはＤＮＬデスニユーランドへ固定されたまま。

　その瞳がうきうきとして落ち着かないように見えるのは気のせいじゃないだろう。

「それじゃ行ってくるわね、サラ」

「──っ!?　お、お嬢様、私は……!?」

「悪いけど留守番してて。あたしは未来の《絆双刃デユオ》と親睦を深めてくるわ。ほら行くわよ、九ここの重え透とお流るっ！」

「うおぅっ!?」

　ぐいっと手を引かれると同時、リーリスが走り出す。

　背後からまたしても憤怒の視線を感じつつ、俺も一緒に走る羽目となった。



「ターナーよ！　ターナーがいるわ！　ほらほら見なさいよ、九重透流！」

　園内に入るなり、着ぐるみの動物を指して大興奮するリーリス。

　その容姿も相まって、周囲の視線をマスコットキャラクター以上に集めている。

　ついでに手を掴つかまれたままの俺まで注目の的になっているのは頂けない。

「子供じゃないんだし、そんなに騒がなくても……」

「悪かったわね。ここに来るのをずっと楽しみにしてたのよ」

「そうなのか。なんかちょっと意外な感じが……」

「イギリスには無いんだから仕方ないじゃない。日本行きを決めたとき、ここだけは必ず来ようって思ってたの」

　なるほどと返しつつ、リーリスという少女の新たな一面を見たと思う。

　自由奔放、頭ず脳のう明めい晰せき、自信家であり外国人のお嬢様、そして──

《銃ライフル》を操る《特別エクセプシヨン》。

　そこへ新たに付け加わった情報は意外にも、ＤＮＬが好きというごく普通の顔。

（これでもっとクラスに馴な染じむようにしてくれればいいんだけどな……）

　今のように授業も訓練も受けないままだと、そのうちクラスで浮いてしまいそうな気がする。……いや、もう十分浮いてるかもしれない。

「そういえばメイド──じゃなくて執事は置いてきてよかったのか？」

「ああ、サラ？　いいのよ。あの子ちょっと過保護なところがあるから、ジェットコースターなんて危険だって言って絶対に乗せてくれないのよね。絶叫系が好きなあたしとしてはたまんないわ」

「主が危険な目に遭わないよう努めるのは普通だろうけど、それは確かに過保護だな……」

「でしょ？　大丈夫だってのにねぇ……」

　腰に手を当て、盛大なため息をつくリーリスへ苦笑してしまう。

「しかし、どうして女の子が執事なんかしてるんだ？」

「あの子の家系は代々我が家の執事なのよ。三年前にサラのお祖じ父いさまが引退して、あの子があたしの側仕えになったってわけ」

　どうやら付き合いは物心つく前からだったようで、姉妹のように育ってきたらしい。

「もともとあたしにべったりな子だったから、あんたに興味あるって話したときにすっごい顔してたのよね。あれは面白かったわ、ふふふっ」

（どうりで……）

　ミルクティーを乱暴に注がれたことや、ヘリの中でリーリスに抱き止められたときのことを思い返すとすべてに納得がいった。

「あの子は昔から……あっ、ロジャース！　生ロジャースよ!!」

　会話途中にＤＮＬのメインマスコットを発見し、興奮のるつぼと化すリーリス。

　こうして見ている限りだと、普通の女の子としか思えない。

「あーもうっ、遠くから見てるだけなんて我慢出来ない！　写真を撮りに行くわよ、九ここの重え透とお流る!!」

　と言うなり俺の腕に自らの腕を絡めてくる。

　ただし俺を引っ張っていくためであり、腕を組んで歩こうなんてものじゃない。

「ちょうわっ!?　リ、リーリス！　あ、当たっ……いや、待て、離してくれっ！」

「待つわけないでしょ！　アタ？　何よそれ、どういう意味よ？」

　無論、声に出して意味を説明出来るわけがない。

　リーリスの大きく柔らかい胸が肘に当たっているなんて。

　しかも走っているから揺れる。たゆんたゆんと揺れる度に当たる。

　これで動揺しないような男なんているわけがなく、故に俺は心中で絶叫する。

（か、勘弁してくれ────────っ!!）



　やがて日は傾き、辺りは夜闇に包まれ始め──

　園内を連れ回された俺は力尽き、ベンチへぐったりともたれかかっていた。

「だらしない格好ねぇ。……はい、コーラ」

　そんな俺の姿にリーリスが呆あきれる。

　礼を言ってコーラを受け取り、喉を潤す。

「まったく、普段から訓練で鍛えてるんじゃないの？」

「そうは言われても訓練とかとは勝手が違うし、それに──」

「それに？」

「……なんでもない」

　腕を組んでの移動が多かったため、精神力が削られまくったのだ。

「ま、いいわ。あたしにも頂戴」

　そう言ってリーリスは俺が飲んだばかりのコーラをひょいっと手に取り、ストローへ口をつける。

「じ、自分でも飲むんだったら二つ買えばよかったんじゃないか？」

　目の前の行為に多少どきどきしつつ聞いてみるも──

「一本全部なんて飲みきれないわよ。炭酸苦手だし」

「苦手って飲んでるじゃないか」

「あんたに渡す前にシェイクして微炭酸にしておいたのよ」

「ひでぇ……」

　言われなければ炭酸弱めだな程度にしか思わなかったのに。

　知らなくていい真実は世の中にいくらでもあるということを俺は勉強した。

「あー、楽しかった。こんなに遊んだのっていつ以来かなぁ……」

　どさっと隣に腰を下ろすと、背筋を大きく伸ばすリーリス。

　言葉通りその顔には満足そうな笑みが浮かんでいる。

　空へと視線を移すと、園内の光で多少見え辛づらくはあるものの、一つ二つと星の輝きが。

　今頃、ユリエたちは夕食を囲んでいるだろう。

（みんな心配してるかな。こういう時、ケータイが無いってのは不便だなぁ）

　通常、昊陵学園の生徒はケータイを所持してはならないこととなっている。

　外出する際は学園側が用意したものを貸し出されるのだが、今日はリーリスに特殊な形で連れ出されたということもあって所持していない。

「後はナイトパレードね。これも楽しみだったのよねー。もうしばらくしたら始まるみたいだし、それまでここでのんびりしてるのがベストかな。あんたのためにも」

「大変ありがたい心遣いで。……ところでパレードが始まるまで少し話をさせてもらってもいいか？」

「いいわよ。付き合ったら質問に答えるって約束だったしね」

　頷うなずくリーリスに、何から聞こうかと考える。

　聞きたいことは二つ。

「そうだな。まず──」

　どちらから聞くべきかと逡しゆん巡じゆんし、決める。

「前にリーリスは自分の事を《特別エクセプシヨン》って言ってただろ。それって《銃ライフル》の《焔牙ブレイズ》を具現化できるからなのか？」

「それも理由の一つよ。あたしの《銃ライフル》は《無二なる焔牙アンリヴアルド・ブレイズ》。本来なら《焔牙ブレイズ》は複雑な構造を持つ武器として具現化されることは有り得ない。それは知ってるわよね？」

「ああ。確か《魂》はけっこう単純な在り方をしているからってことが理由なんだっけか」



《魂》を具現化させた武器、《焔牙ブレイズ》──

　何な故ぜ、人それぞれで違う武器なのか。

《魂》は誰しもが違うから、というのが一番の理由だ。

　ただしそれだけじゃない。

《黎明の星紋ルキフル》の中には古今東西における様々な武器のデータが存在する。

　それらの中より経験や願望などの要素を加味した上で、《魂》が自身に最も見合ったものを選び取るため、結果それぞれが違う武器を創り出す、ということらしい。



「あたし、子供の頃から狩りハンテイングが趣味なのよね」

　指で銃を形作ると、黄金の少女はバンッと呟つぶやきつつ撃つ仕草をする。

「狩りハンテイングが趣味ってえらく特殊な話だな……」

「そう？　あたしの周りじゃ珍しくもなかったけど」

　……別の世界の話をされている気がする。

「しかし──狩りハンテイングが趣味、か……。それだけで《銃ライフル》として具現化されるものなのか？」

　長年の経験があるにせよ、《唯一無二アンリヴアルド》とまで呼ばれる《焔牙ブレイズ》を具現化するには理由が不十分な気がする。

「……銃の仕組みを細部まで把握してるってこともあるんじゃないかしら？　分解と組み立ては何度も何度もやったことだもの」

「狩りハンテイングってのはそんなことまでするのか？」

「まさか。普通はしないわよ。ただ、命を奪い、命を預ける武器のことは知っておくべきだとあたしは思うから」

　そう言って、黄金の少女は手を組み前へ伸ばす。

「ま、そういったこともあって、あたしにとって銃は何よりも慣れ親しんだ武器ってわけ。だからこそあたしの《魂》は《無二なる焔牙アンリヴアルド・ブレイズ》として具現化されたんだと思うのよね」

　リーリスの話を聞き、納得がいく。

　希け有うな例だとは思うが、確かにそこまで慣れ親しんだものならば、《魂》が《銃ライフル》を選び取るということもあるのだろう、と。

「あんたの方はどうなの？」

「え？」

「だから、あんたの《魂》がどうして《楯》を具現化したのか、その理由に心当たりは無いのかって聞いてるのよ」

「心当たり、か……」

　思い当たることはある。

　今の俺の根幹とも言える、あいつとの一件だ。

　とはいえさすがにそれを口にする気は無く、俺はわからないと言って首を振った。

「ふぅん、自分でもわからないんだ。不思議ね……」

「まあな。それより──」

《楯》から意識を外して貰もらおうと、少々強引に質問の続きへと話を戻す。

「さっき、《銃ライフル》が《特別エクセプシヨン》と呼ばれる理由の一つって言ってたけど他の理由は？」

「あたしの家ってお金持ちなのよ」

　妙な返しに、「まあ……そうだろうな」と俺は頷うなずくしかない。

　執事が仕え、自家用ヘリを所有しているのだから、金持ちだと思わない方がおかしい。

「ブリストル社って、聞いたことない？」

「……タイヤのメーカーだっけか？」

「違うわよ、まったく……。イギリスじゃかなり有名な企業なんだけど、あたしのお祖じ父いさまがそこのトップなわけ。そして──ブリストル社はドーン機関の出資元の一つなの」

　今さら聞くまでもなく、ドーン機関は昊陵学園の設立元だ。

　つまり──

「お偉いさんの孫な上、《無二なる焔牙アンリヴアルド・ブレイズ》の具現者。だからリーリスは特権を与えられた《特別エクセプシヨン》って扱いなのか……」

　肯定の言葉は無かったが、黄金の少女がにこりと微笑ほほえむ。

　それが答えということなのだろう。

　本来ならば、ここで最初に考えていたもう一つの質問に移るところなのだが──

　ここまでの問答で気になることが出来ていた。

「なんでそんな家に生まれていながら、《超えし者イクシード》になろうなんて思ったんだ？」

　話を聞く限り金銭的に困るようなことは無さそうだし、将来的に危険な仕事を請け負うだろう《超えし者イクシード》となる道を選んだ理由がわからない。

「いろいろあるのよ。お嬢様にはお嬢様なりの悩みや考えが。……大小はともかくあんたにだってあるんでしょ？　《超えし者イクシード》になる理由が」

　リーリスの言葉にハッとする。

「そうだな……。悪い、今の質問はなかったことにしてくれ」

「いいわよ、別に。そんなことで謝るなんてあんたはマジメねぇ……」

　肩を竦すくめ苦笑される。

「……あ、パレードが始まったわね。そろそろ質問の時間は終わりでいい？」

　姿は見えずとも、遠くから聞こえてくる音楽にリーリスは視線を動かす。

「いや、もう一つだけ聞かせてくれ」

　そう言って、俺は二つめの質問を投げ掛ける。

「どうしてあらもーどで《焔牙ブレイズ》を使ったんだ？　助けて貰ったのはありがたいけど、いくらリーリスが《特別エクセプシヨン》とはいえ、あんなに人がいる場所で具現化させるのはまずかったんじゃないか？」

　あの場にいたほとんどの人は俺たちの騒ぎに意識を向けていて、遠くの階上にいたリーリスに──その手に握られた《銃ライフル》の存在には気付かなかっただろう。

　けれど少なからず発砲音に気付き、リーリスに目を向けた人もいたはずだ。

　考えをそのまま口にし伝えるも──黄金の少女は笑みを浮かべたまま首を振る。

「あんなの大事になんてならないわ。どうせ本物だなんて誰も思わないわよ」

　確かにそうかもしれない。

　怪我人は出ていないのだから、何かのアトラクションだろうと思うのが関の山か。

「それになにより──《絆双刃デユオ》に自分の《焔牙ブレイズ》を見せるのは当然でしょ」

（まだ諦めてなかったのか……）

　きっぱりと断ったっていうのにめげていないようだ。

「まだ諦めてないのかって顔ね」

　どうやら顔に出ていたらしい。

「だけどそう簡単に諦めるわけないわ。だってあたしたちが《絆双刃デユオ》を組むのは──」

　リーリスが勢いよく立ち上がり、くるりと振り返る。

「運命、だからよ」

　園内の照明──様々な色の光を背景に、蒼玉の瞳サフアイアブルーが俺を射いる。

　きらきらと黄金色の髪イエロートパーズが揺れ、人とは思えない──まるで妖精のようなその姿に、胸の鼓動が高まる。



    

  
    
      



    

  
    
      

「う、運命って……俺のどこにそんなもの感じたんだよ」

　尋ねる声は少しばかり上擦っていた。

「同じ《無二なる焔牙アンリヴアルド・ブレイズ》の使い手がいると知ってときめいたわ。《唯一無二アンリヴアルド》はあたしだけじゃなかったんだって……」

　黄金の少女はそっと瞳を閉じた。

「そして感じたの。あたしの《絆双刃デユオ》に相応ふさわしいのは《異能の焔牙イレギユラー・ブレイズ》のあんたしかいないって」

　両の手を重ね、豊かな胸元に当て、リーリスは続ける。

「あたしの《銃ライフル》が敵を撃ち、あんたの《楯》が刃を防ぐ。そう、守護する騎士の如く。だから──」

　閉じられていた瞳が、近付いて来るパレードの音とともにゆっくりと開かれた。

　パレードの七色の光が周囲を照らす中、黄金の少女は手を差し出してくる。

「主義じゃないけど、今一度言うわ」

　響いてくる音とともに歓声が湧く。

　けれどその興奮の渦の中でも、リーリスの言葉ははっきりと俺に届く。

「あたしの《絆双刃デユオ》となりなさい、九ここの重え透とお流る」

　言葉へ自信が漲みなぎっているのがわかる。

　それが最も正しき道なのだと、俺が自らの言葉に従うものだと、リーリスは信じている。

　けれど──

　答えは変わらない。

「俺には大切な《絆双刃デユオ》がいる。だからリーリスと組むことは出来ない」

「──っ!!　そんなの──」

「力になると誓ったんだ。あの子に、そして俺自身に……。だから何度言われようとも俺の気持ちは絶対に変わらない」

　刹那、ぱぁんと乾いた音が響くも、パレードによって掻かき消される。

　何が起こったのか、頬ほおの痛みだけが知っていた。

「……バカじゃないの、あんた。二度もあたしの誘いを断るなんて──」

　リーリスが顔を背け、呟つぶやく。

「絶対に、許さないわ」







「トール。お帰りなさい」

　消灯時間も間近になり、部屋のドアを開けると同時にユリエが駆け寄ってくる。

　傍目にはわかり辛づらいが、どことなく表情が明るい。

　そのことがわかるのは他の誰よりもユリエと過ごす時間が長いためだろう。

「遅かったですね。授業も出られなかったので心配しました。みやびもとても心配していましたよ」

「心配掛けてごめんな。ちょっといろいろあってさ」

「ナイ。無事ならそれで問題ありません」

「明日、みやびにも謝らないとな」

「ヤー。そうですね」



　結局あの後──

　プライドを傷つけられたリーリスは、俺の顔を見ることなく立ち去ってしまった。

　原因が原因だけに俺も追うことができず、そのまま一人電車で帰ることにした。

　ＤＮＬを出る前に乗ってきたと思われるヘリが東へ飛んでいく姿が見えたから、彼女も既に戻ってきているだろう。

　そして戻って来た俺を待っていたのは、三み國くに先生からのお説教と反省文。

　リーリスに連れ出されたことは口にしなかったしするつもりもなかったのだが、ヘリに乗り込む際に何人かの職員が目撃していたらしい。

《特別エクセプシヨン》が無断外出の原因とはいえ、学校側にも体面があるからとのことだった。

「トール、ご飯は済ませましたか？」

「お菓子は食べたけど、多少腹は減ってるかな」

「学食から少し頂いておきましたので食べますか？　それとも先にお風呂にしますか？」

「そうだな……。先に風呂にしておく。人混みの中を歩き回ったからほこりっぽいし」

「ヤー。いつでも入れますのでどうぞ」

「そうか。ありがとな、ユリエ」

　そう言って頭を軽く撫なでると、ユリエはくすぐったそうにする。

　それからすぐに風呂へ入り──

　ゆっくりと湯船に浸つかった後、そろそろ上がろうかと思い始めたときにガラスドアを叩く音が浴室に響いた。

「トール」

「なんだ？」

「お箸を持ってくるのを忘れていたので学食へ取りに行って来ます」

「あ、悪いな──って、ちょっと待ったユリエ！　今はマズイ！」

　もちろん服装が。

　シャツ一枚という姿で部屋の外に出るのはいろんな意味で危険だ。

「ナイ、大丈夫です。寮監には見つからないように行ってきます」

「そうか。それなら──いや、消灯だからって意味じゃなくて……！」

　という俺の声は届かず、ドアの閉じる音が聞こえてくる。

（マズイ！　これはマズ過ぎる!!）

　慌てて湯船から飛び出すと体を大おお雑ざつ把ぱに拭き、服を着て部屋を飛び出す。

　向かう先はもちろん学食だ。

　消灯し、暗くなった廊下には幸いにも人の姿は無い。

　安あん堵どしつつも、小走りで廊下を進みラウンジの隣にある学食へ到着する。

「あれ？」

　学食のドアは固く閉じられ、中の様子を窺うかがうも人気は無い。

（部屋に戻ったのか？）

　しかしいくら消灯後とはいえ、ユリエの姿に気付かないはずがない。

「ユリエ？」

　もしかしてと思い、小声で呼び掛けてみると──

「ヤー」

　返事とともにユリエの顔がソファの後ろからにょきっと出て来た。

「なんでそんなところに……」

「学食が閉まっていましたので、何かお箸の代わりになるものは無いかと探していました」

　そこへ俺の足音が聞こえ、寮監の見回りかと思って隠れたらしい。

「トールはどうしてこちらへ？」

　まだ風呂に入っているはずの俺が現れ、ユリエは不思議そうに首を傾かしげる。

「……ギムレーじゃどうか知らないけど、日本はパジャマで出歩くのはノーマナーなんだ」

「そうだったのですか……。誰にも見つからなかったのは幸いでした。今後は注意します」

　ユリエの返事に内心ガッツポーズ。咄とつ嗟さの一言にしては完璧だったようだ。

「確かコーヒースプーンがあったはずだから、それを貰もらって戻ろうか」

「ヤー。そうしましょう」

　ちょっと食べ辛づらそうだ……などと考えていたそのとき──

　遠くから誰かの歩く音が聞こえ、辺りを照らす懐中電灯の光が目に入った。

「──っ！　寮監か!!」

「こちらへ!!」

　小声で叫ぶユリエに従い、ソファの後ろへ。

　音を立てず、けれど迅速に隠れてしばらくすると、ラウンジに懐中電灯の光が射さし込まれる。

　ただ、一つ問題があるとすれば──狭い。

　故に体を寄せ合うことになるのは必然なのだが……。

（ちち、近い……。近いって言うか、この体勢はいろいろとヤバ過ぎるだろ!!）

　互いの吐息が当たるのはもちろんのこと、俺の体がユリエの足に挟まれているのだ。

　激しく胸が鼓動を打つ。

　もしこんなところが見つかったら言い訳無用なんてもんじゃない。

　慌てて俺は体を離そうとするも──

「……トール、もっとくっついて下さい。見つかってしまいます」

　ユリエが囁ささやき、俺の体を近付けるように手を引く。

（あ、足っ、当たる！　どことは言えないけど当たる！　ヤバイって！　ユリエ──っ!!）

「──？」

　内心で絶叫しつつ抗う俺に、ユリエは首を傾かしげた。

　暗闇の中、物陰で行われる必死（主に俺）の攻防。

　光はラウンジをぐるりと一周するも、秘密のせめぎ合いを照らすまでには至らず──

　やがて足音とともに光が去っていき、ここでようやくユリエが解放してくれた。

　俺は大きな疲労感によってぐったりしつつ立ち上がる。

「み、見つからなくてよかったな……。スプーンを貰もらって戻ろうか……」

「ナイ」

　ふるふると首を左右に振るユリエへ何な故ぜかと尋ねると──

「見回りのコースから考えると、いま戻るのは得策ではありません。下手をすると戻って来る寮監と鉢合わせになってしまいます」

　と納得がいく答えが返って来た。

「そうだな。じゃあもうしばらくここで過ごすか」

「…………。それでしたら、あちらで」

　すっと窓の方向へと指を差すユリエ。



    

  
    
      



    

  
    
      

　そこは、バルコニーへの出入り口。

　あの蒼刻の夜、ユリエから告白を受けた場所。

「……わかった」

　頷うなずくと、俺たちは物音を立てないようにラウンジを出る。

　先刻の動どう悸きを鎮しずめるかのように、少し冷たい風が頬ほおを撫なでた。

「さすがにこの時間だと少し肌寒いな」

「私にはこれくらいが丁度いいです」

　頬を撫でる風に心地よさそうな表情を僅わずかに浮かべるとユリエは手すりへ手を掛け、半分以上が欠けた月を見上げる。

「これからどんどん暑くなってくるけどな」

「……頑張ります」

　ぐっと両手を握るも、何をどう頑張るつもりなのかはわからない。

「トール。…………」

「どうかしたのか？」

　話し掛けてきていながら、そのまま黙り込んでしまったユリエに声を掛ける。

「今日はどちらへ出掛けていたのか、聞いてもいいものかと……」

「なんだ、そのことか。別に構わないぜ」

　と言ってから、リーリスと出掛けていた──しかもＤＮＬで遊んできたことを思い出す。

　ユリエは《絆双刃デユオ》であり、俺の彼女でもなんでもない。

　とはいえパートナーたる自分に何も言わず、女の子と一日遊び呆ほうけていたと聞かされたら気持ちのいいものじゃない気がする。

「──トール？」

「あ、ああ……」

　入れ替わりに黙り込んでしまった俺へ、ユリエが小首を傾かしげる。

「……リーリスと出掛けて来た。その、デスニューランドへ一緒に」

「デスニュー？」

「近くにあるテーマパークなんだけど知らないか？」

「すみません。勉強不足で……」

　しゅんとするユリエに俺は慌てて首を振る。

「い、いや、まあ知らないなら知らないでいいんじゃないか。まあ、そこで一緒に……遊んできた」

「そうでしたか」

　特に表情を変えることなく頷かれる。

　こういうときユリエの表情の動きが少ないというのは、俺の言葉をどう受け取り、どう考えているのかが読み辛づらく非常に困る。

　多分、怒っているようには見えないのだが……。

「……楽しかったですか？」

「え……。あ、ああ……。最初は引っ張り回されてって感じだったけどそのうち、な。うん、楽しかった」

　一瞬、答えに躊躇ためらう。

　が、すぐに正直に伝え──

　最後の一言で、少し胸が痛む。

「それはよかったですね」

　返ってきたのは、小さな笑み。

「そう、だな……」

　本心からの言葉だと伝わって来て、俺も頷うなずく。

　ただし頷く寸前、再び胸がチクリと痛んだ。

「…………。何かあったのですか？」

　俺の反応で何かを察したのだろう。

　ユリエが憂いの色を浮かべ、尋ねて来た。

「……この前、リーリスが転入してきた日に俺が連れ出されただろ。あのときにさ──」

　突然、話が先日のことへと切り替わるもユリエは黙って耳を傾けてくれる。

「リーリスに、《絆双刃デユオ》を組まないかって誘われた」

「…………。ですが一度決まった《絆双刃デユオ》は校則で──」

「俺の意志で決めていいって……特別に許可するって、理事長に言われた」

「そう……ですか……」

　先日は黙っていようと思った。ユリエに余計な心配を掛けたくなかったために。

　だけど──今回は伝えようと決めた。

「同じことを今日もリーリスに言われたよ」

　続く俺の言葉をユリエは無言で待つ。

「ま、両方とも断ったんだけどな。おかげでリーリスにはちょっと嫌われたっぽい」

　努めて明るい声での結果報告。最後は苦笑混じりだったが。

「トール……」

「ごめんな。大事なことなのに黙ってて」

「ナイ。トールにはトールの考えがあったと思いますので。だから──」

　言葉が途中で切られたかと思うと──

　ユリエの手が、俺の手の上に重ねられる。

「私を選んでくれてありがとうございます、トール。これからも一緒にいられると思うと、とても嬉うれしいです」

「ああ、俺もだ。俺もユリエと一緒で嬉しいからな」

「ヤー♪」

　そう言って銀色の少女は、月光の下で嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「そ、そろそろ戻るか？　もう見回りも終わってるんじゃないかなと……」

　まっすぐに喜びを向けられることがなんだか照れ臭く、俺は部屋へ戻ろうと振る。

　が──

「…………。もう少し……いいですか」

　ユリエはまだ話を続けたいと静かに首を振った。

　ただ話をしたいのなら、別に部屋へ戻って続ければいいだけのことだろう。

　かといって寮監がまだ見回りをしていると警戒するのなら、そう言えばいいだけだ。

　つまり──

「……わかった。ただし体が冷えないうちに戻ろうな」

「ヤー。それでしたら……」

　ユリエが一歩近寄ったかと思うと──

「──っ!?」

　俺の懐へ入って来て、背を預けるように体を寄せてくる。

「こうすれば温かいと思います。──トール？」

「あ、ああ……」

　ぎくしゃくした返事にユリエは不思議そうに見上げてきた。

「本当は私がトールを抱き締めてあげることができればよかったのですが……」

　女子の中でも小柄なユリエにとってそれはなかなかに難しい話だ。

「ですから、このまま湯たんぽのようにぎゅーっとして下さい。そうすればもっと温かくなると思います」

（そ、そんなこと言われてもだな……）

　相変わらずの無警戒っぷりに、俺は動揺の色を隠せない。

　もしも今が昼間で、もしも顔を向け合っていたらきっと気付かれただろう。

　だが今は夜で、ユリエからは俺の顔を見ることは出来ない。

「トール。こうですよ」

　なかなか抱き締めてこないことで、ユリエ自らが俺の手を取り腕をマフラーのように自分の体へと回らせる。

「温かいです」

「ふ、風呂上がりだしな……」

　実際にはもう冷えていたのだが、緊張から体温が上がっているのだろう。

（おお、落ち着け、俺。それよりも……）

　二、三度深呼吸をし、気持ちを切り替え──

　そっと話し掛ける。

「ユリエ……。話があるんだよな？」

「…………。ヤー」

「背中の……傷のことか？」

　沈黙が場を支配し──

　やがて、頷うなずきという形で返事が来る。

（やっぱりそうだったか……）

　このバルコニーこそがあの告白を聞かされた場──

　今から始まるのは、あの夜の続きだ。



『私もトールと同じ──《復讐者アヴエンジヤー》です』



　何もかもが違う俺とユリエの唯一の共通点。

　心を灼やく憎しみの炎を俺たちは宿している。

　俺は妹を──

　ユリエは──

「パパを、殺されました……」

　少しの驚きと、やはりという思い。

　あの告白の翌日、俺が推測したことは間違っていなかった。

「私の目の前で、あの男がパパを……」

　視線を落とし、憎しみの記憶を淡々と呟つぶやくように話し始めるユリエ。

「当時の私は知りませんでしたが、パパは誰よりも強かったと聞いています。名を聞けば誰もが認めるギムレー一の勇者である、と……」

　もしかしたら、ユリエの剣の才能は父親譲りなのかもしれない。

　そしてその才は復ふく讐しゆうという闇を糧にして開花した、哀かなしいものなのかもしれない──と、ユリエの話に耳を傾けつつ思う。

「ですが私にとっては優しい父でした。いつも笑顔で、ママと私を愛してくれて……」

　ユリエの手が、俺の腕に重なる。

　密着している背中は温かいというのに、白く細い指先はとても冷たかった。

「けれどある冬の夜でした。パパは険しい顔をして家を出て行きました。すぐに帰って来るから決してついてきてはいけない、と言い残して……。あのときの顔は忘れません。いつも優しいパパが初めて見せたあの顔は……忘れられません」

　ぎゅっと、ユリエの手に力が篭こもる。

　今、この瞬間にユリエが感じている気持ちが、復讐という同じ目的を持つ俺にはわかる。

　それは──後悔。

　かつて自分が選択してしまったことへの、嘆いても嘆ききれない思い。

　その後悔が、小さな体を震わせていた。

「不安でした。すぐに帰ると言っていたパパはなかなか戻って来ることはなく──やがて凄すさまじい地響きを耳にした瞬間、私はママの静止を振り切って家を飛び出しました」

　もしそのとき家を飛び出さなければ──

　いや、父親に外へ出ないでくれと止めていたら、ここにユリエはいないだろう。

　故郷で優しい両親に囲まれ、闘いとは無縁の生活をしていただろう。

　だが、時は決して戻らず、そんな日常は決して訪れない。

「向かった先は、よく家族で訪れていた野原です。森の奥にあり、春には花が咲き乱れるとても美しいところでした」

　月を見上げつつ懐かしそうに、けれど寂しそうにユリエは故郷についてを話す。

「ですがあの日、私の目の前にはまるで地獄のような光景が広がっていたのです」

　木々は薙なぎ倒され、大地には巨大な穴が幾つも穿うがたれていたとユリエは続ける。

「言葉では言い表せない程の凄すさまじい闘いが、私の目の前で繰り広げられていました……。やがて──」

　月から足元へ、ユリエの視線が落ちる。

「パパは……負けました……。あの男の前で崩れ落ちたパパへ駆け寄ると……私の頭を撫なでて、申し訳無さそうに笑って……そして……」

　声が震え、最後は言葉とならなかった。

「…………」

　互いに、言葉を発さぬままに時間が過ぎて行く。

　俺にはユリエの心の傷を癒いやすことは出来ない。

　それでも、少しだけ強く抱き締めた。

「背中の傷は、あの男につけられたものです。父を殺された哀かなしみを忘れないように、父を殺した男への憎しみを忘れないように……忘れず、忘れず、決して忘れず……いつか自分を殺しに来いと刻まれたものなのです……」

　ユリエは俺の手を解き、一歩、二歩と前へ歩み出ると僅わずかに振り返る。

　背中に刻まれた傷痕へ触れるかのように、肩へ手を置く。

「だからこの傷は──呪い。この呪いを解かない限り、私は未み来らい永えい劫ごう憎しみの炎に身を灼やかれ、前へ進むことを許されないのです……」

　ユリエが大きく息を吐く。

　長く長く息を吐き、波立つ心を落ち着かせるように。

「《力》が欲しい……。復讐を遂げるための《力》が。それが私が昊陵学園へ入学した理由であり、目的です……」

「…………。そうか……」

　ユリエの言う通り、確かに俺たちは同じだ。

　大切な人を《力》によって奪われ、《力》による報復を選んだ《復讐者アヴエンジヤー》として。

　本来ならば復ふく讐しゆうなど無益だと、そんなことを亡くなった者は望んでいないと止めるべきなのだろう。

　けれど俺にはユリエを止めることは出来ない。

　俺自身が復讐に身を委ね、決して立ち止まるつもりなど無いのだから。

「……ユリエ。思い出すのも辛つらいことを話させてごめんな。ただ、その……聞き終わった後で今さらかもしれないけど、俺にそこまで話してよかったのか？」

「ナイ」

　ユリエの人差し指が、俺の唇へとつけられる。

「私が話したいと思ったから話したのです。何より……本当に今さらですよ、トール」

　最後にユリエにしては珍しく──ただし一瞬だけだが──悪戯いたずらそうな笑みを浮かべ、バルコニーでの会話は終わりだと告げていた。

　だから俺は雰囲気を合わせて明るく、少々戯おどけたように返す。

「さて、今度こそ戻ろうぜ。さすがにこれ以上は腹が持ちそうにない」

　直後、俺自身の発言が真実だと主張するかのように、腹の虫がぐぅと鳴いた。

「ヤー♪」



　　　　　　◇



（透とお流るくん、もう帰ってきたのかな……？）

　開け放たれた窓際に立ち、みやびはぼんやりと透流のことを考えていた。

　最後に透流と一緒にいたユリエも、昼休み以降の動向は知らないと言っていた。

　いったいどこに行ったのか──

　訓練が辛くて逃げ出したのではと男子の一人が口にしていたが、そんなことないとみやびは呟つぶやいた。

　諦めかけていた自分の背中を押してくれた透流が、逃げ出すことなど考えられない。

　けれども日が暮れ、消灯時間寸前まで透流が寮へ戻ってくる様子は無かった。

（あの辺りだよね……）

　窓の外、階下右手側の部屋へと目を向ける。

　光が灯ともっているように見えなくもないが、不幸にもみやびたちの部屋からは透流の部屋まで結構な距離があるため、よくわからない。

　そんなみやびへ、本を読んでいた巴ともえが顔を上げ、話し掛ける。

「みやび。そろそろ風呂へ入ったらどうだ？」

「あ……。そ、そうだね、うん……」

　透流の帰りが気になり、消灯間近までラウンジで本を読んでいたため、みやびはまだ風呂へ入っていなかったのだ。

（明日の朝には会えるよね……）

　きっと大丈夫と、自分に言い聞かせるようにみやびは服を脱ぎだしたのだが──

「み、みやび。服を脱ぐなら脱衣所に行ってからでもいいのではないか……？」

「え？　あ……」

　ブラを外しかけたところで再び声を掛けられ、我に返るみやび。

「あ、あははは……。お風呂入ってくるね、巴ともえちゃん」

　苦笑いを浮かべ、みやびは脱衣所へと入って行った。

　巴はその姿を見送り、小さくため息をつく。

（やれやれ……。九ここの重えのやつも困ったものだ）

　みやびの様子がおかしい理由に巴は気がついていた。

　──と言うよりそれしか思い当たらない。

　かくいう巴自身も態度には出さぬも、気に掛かっているからだ。

（明日、戻っているようだったら一言言ってやらねばな）

　それはみやびのためか、それとも……。

　ひゅう、と開けっ放しとなっていた窓から風が吹き込んでくる。

（風呂上がりで体を冷やしてもことだし、締めておくか）

　夜の冷気を感じ、巴は窓際へ立つ。

　先刻のみやび同様に右手側にある透とお流るの部屋の方向を一いち瞥べつし、窓を閉じた。

　もし、このとき左手側にあるバルコニーへ目を向けていれば──

　ユリエを抱き締める透流の姿を目にしていたのならば、巴の心境に変化が訪れていたかもしれない。

　けれども、巴は二人の姿に気付くことなく窓際を離れる。

　それが幸か不幸かは、誰にもわからない。



    

  
    
      



    

  
    
      


■第五章『《咬竜戦ゲーム》、スタートよ!!』





「さーて、交流試合のことを憶おぼえてる人はどれだけいるかなーっ☆」

　月つき見みの質問にクラスの大半が手を挙げた。

　無論、大半であって全員ではない。

「……九ここの重えくん。ど・お・し・て、憶えてないのかな～？」

　営業用スマイルのまま、月見が俺の額を指先で何度もつつく。

「今、聞いて思い出しました」

「殺すぞ」

　一瞬だけ素に戻り、ぼそりと呟つぶやくと再び笑顔の仮面を被かぶる月見。

「さてさて、先生の話を憶えてなかったとーっても残念な人がいるみたいだから、もっかい説明するよ♪　今月の下旬に二年生との交流試合を行うの。その名も《咬こう竜りゆう戦せん》☆　オッケー？」

「《新しん刃じん戦せん》のようなものですか？」

「そそっ。ただし今回は《絆双刃デユオ》での勝負じゃなくて、学年対抗になるの。一年生対二年生の選抜メンバーって形でね♪」

「せんせー質問でーす。二年生はどうして選抜メンバーなんですか？」

「だってフツーに一年生全員対二年生全員をやったら勝負にならないでしょ？」

　女子の一人の質問に月見は軽い口調で、けれど厳しい現実を言って返す。

　二年生へ進級するには《Ⅱレベル２》へ昇華することが条件だ。

　自分自身の超化の度合いから考えるに、数で勝っているとはいえ二年生全員が相手ともなれば戦力差は絶望的だろう。

　続けて月見はルールの説明をする。

　大おお雑ざつ把ぱにまとめると以下のような内容だった。



○一年生は全員、二年生は選抜された四組の《絆双刃デユオ》。

○《焔牙ブレイズ》の使用可。

○制限時間は一時間。

○場所は格技場。

○時間内に中央へ設置された旗フラツグを倒せば一年の勝利。



「……つまり棒倒しと思っていいのですね」

　身も蓋も無い言い方をしたのは橘たちばなだ。

「いえすっ♪」

（《新しん刃じん戦せん》とは全然別物だな……）

　実戦を意識した《新しん刃じん戦せん》とは違い、今回の《咬こう竜りゆう戦せん》は競技──いや、遊戯ゲームのような感じがする。

　ルールからすると、二年生は旗フラツグを倒されないことが第一だから守備主体となるだろう。

　しかしこちらは四十人を超える数で攻め込む上に、必ずしも二年生を倒す必要性は無いと考えれば──

「一年生が有利じゃないかって顔だねぇ？」

「……ま、まあそう思ってます」

　図星を指され、違うのだろうかと思いつつも頷うなずく。

「一応、これまでの勝率は二年生が七割ってところなんだよねー、これ」

　八対四十六──

　人数だけで見るなら負けるはずも無いが、二年生は既に一年間の厳しい訓練を乗り越えて来ている上に、大抵の場合は《Ⅲレベル３》が数人含まれているらしい。

　さらに人数差をカバーするためにいろいろと戦術を練ってくるからこそ、勝率は七割を超えているとのことだった。

「ってなわけで、みんなもいろいろ頭を使わないと何も出来ずにぼっこぼこにされちゃうよ♪　でも旗フラツグさえ倒せば勝ちなわけだしがんばがーんば」

（やれやれ。簡単なことのように言ってくれるな……）

　こちらにも《Ⅱレベル２》が十人いるとはいえ、二年生は一年もの間、厳しい訓練を積み重ねて来ている。戦術や戦略は俺たちと比べものにならないくらいに叩たたき込まれているだろうし、何より《Ⅲレベル３》がいるであろうことは一番大きいだろう。

（やっぱりどういった策を立てるのかが重要になるよな……）

　とは思うものの、正直なことを言えば《Ⅲレベル３》と正面から手合わせをしてみたい。

　たとえ勝てなくとも、強い相手と闘うことは何よりの経験になるはずだ。

「あ、そうそう。二年生は今日これから選抜メンバーを決定するって話だし、これからみんなで偵察に行ってみよっか♪」

「めちゃくちゃ堂々とした偵察だな……ですね」

「こっそり行けばバレないと思うな☆」

「四十人以上の偵察がバレないはずがないだろ……」



　結局、堂々と見学をさせて貰もらおうと、クラス全員で格技場へと移動した。

　中央の闘場では既に二年生がメンバー選出のためのバトルロイヤルを開始しており、俺たちは観客席に腰を下ろす。

（ん？　理事長も見に来てるのか……）

　漆黒の衣装ゴシツクドレスを纏まとった少女の姿を来賓席に見つける。

　隣にはいつものように三み國くに先生と、二年生の担任が闘場へ視線を向けていた。

「透とお流る。何をボーッとしている。見逃すぞ」

「あ、ああ、悪い……」

　叱責するようなトラの声に、慌てて闘場を見ると──

　さすがは去年一年間、訓練を積んできた《Ⅱレベル２》の集団。

　身体能力は当然のこと、《絆双刃デユオ》と抜群のコンビネーションを駆使して闘う姿に感嘆の息を漏らす。

　中でも目を惹ひくのは三人。

　他の二年生とは明らかに身体能力が違うところを見ると、彼らは《Ⅲレベル３》なのだろう。

　三人の内二人は《絆双刃デユオ》のようで、互いの隙をカバーしつつ専守防衛に徹底している。

　幾度か複数の相手に狙われるも、その都度、見事なコンビネーションで撃退する。

　残った一人もかなりの腕で、身体能力の差もあって次々と相対した生徒を倒していく。

　やがてバトルロイヤルは終わりを迎え、《Ⅲレベル３》の三人は当然のように勝ち残った。

「どう見る？　勝てると思うか？」

「総合力ではこちらが厳しいだろうが、旗フラツグを倒すというルールなのだから策次第だろうさ」

　隣に座る橘たちばなへ振ると、そう答えが返って来る。

　その言葉に続くように、ユリエやトラも感想を口にした。

「見たところ月つき見み先生より僅わずかですが速さが劣るように見えます。一対一ならば《位階レベル》の差はあっても決して勝てない相手では無いですね」

「ふんっ。たとえ身体能力の差があろうと僕なら勝ってみせる」

「あ、あの……旗フラツグを倒せば勝ちなんだよ？　みんなの話を聞いてると《Ⅲレベル３》の人と闘おうとしてるように聞こえるんだけど……」

　俺たちの様子に困惑するみやび。

「ま、どうせなら闘いたいしな」「ヤー。その通りです」「ふんっ、闘って勝つ、だ」

「やれやれ……。気持ちはわかるが《咬こう竜りゆう戦せん》はクラス全体が仲間なんだぞ。戦略上で必要とあらば一対一で闘うこともあるだろうが、基本的にはクラスの勝利を優先に考えてくれると助かるのだがな」

　俺たち三人の反応に、橘は苦笑しつつ意見する。

「クラスの勝利、か……。橘ってそういうとこあるよな」

「そういうところ、とは？」

「ほら、俺やトラは強いやつと闘いたいってのが最初に来るけどさ。橘はみんなで頑張ろうって感じじゃんか」

《新しん刃じん戦せん》の際も、みやびの背中を押しつつといった感じだったことを思い出す。

「ふむ……。これまでの環境故というのもあるのだろうな。私は将来的に道場の皆を率いなければならないから、和を重視する気持ちが強いのかもしれない」

　大きな道場の後継ぎである橘だからこそなのかもしれない。

　最近ではクラスのまとめ役となっている理由も、そういった意識を持って人と接しているがために人望を得ているからだ。

「個の強さじゃなく、和の強さか……。俺はすぐに自分がって考えちまうから、そういった考えができる橘たちばなのことがすげぇって思うよ」

「な、何を言い出すんだ、急に……」

　照れ臭そうに橘は視線を逸そらす。

「それに今の言い方だと、キミと私がまったく違うように聞こえるじゃないか」

「ん？　同じようなところってあるっけか？」

　個を先に持って来てしまう俺と、和を大事にする橘のどこに共通点があるのだろうか。

「ふふっ。これでも結構負けず嫌いなところがあるのだよ、私は」

「…………。ははっ、そりゃ同じだ」

　愉たのしそうに自分のことを口にした橘へ一瞬目を丸くし、笑い返す。

「さーて、それじゃあ二年生のメンバーも決まったし、みんなは教室へ戻って作戦会議しよっかーっ☆　負けたらみんな、ぶっとばしちゃうぞー」

（月見あいつが言うと冗談に聞こえないな……）

　と思いつつ、席を立ったときだった。

「あ……」

　外への通路から格技場へ、執事を従えて入って来た黄金の少女を目にし、足を止める。

「リーリス……」

「…………」

　黄金の少女は俺の姿を認めると、キッと鋭い視線を向けるも──

　声を掛けてくるでもなく、そのまま闘場へと降り立った。

（何をする気だ……？）

　その疑問は俺だけに留とどまらない。

　クラスメイトである一年生のみならず、選抜メンバーとして決定したばかりの八人の二年生もリーリスへと注視する。

　当然だ。一年生にとっては初日のＨＲ以来、教室にまったく顔を出さない謎の転入生。

　二年生にとっては見たことの無い生徒、しかも外国人の美少女が突然現れたのだから。

　好奇の目が集まる中、リーリスは闘場の中央で立ち止まると、耳を疑うようなことを言い出した。

「選抜メンバーが決まったばかりで悪いけど、今から《咬こう竜りゆう戦せん》を行って貰もらえないかしら。ただしそちらの疲労を考慮して、あたし一人がお相手するわ」

「──なっ!?」

　格技場に驚きが駆け巡めぐる。

　提案された内容が内容だけに、大半の者は呆あつ気けに取られてリーリスへ視線を送るばかり。

　だが最初に我に返った二年の男子──選抜メンバーの一人が呆あきれたように話し掛ける。

「おいおい、突然出て来て何言ってんのさ。《咬こう竜りゆう戦せん》とか一人で相手するとか、意味わかんねーっての」

「……だったら、その体に教えてあげる」

「は？　いま何て……」

「二度は言わないわ」

　代わりに、行動で示される。

「《焔牙ブレイズ》──」

《力ある言葉》に呼応して《焔》が舞い散り──《無二なる焔牙アンリヴアルド・ブレイズ》が具現化される。

「そ、それって……」

　存在しないと聞かされていた《銃ライフル》の《焔牙ブレイズ》。

　その銃口を向けられた男子が──いや、ほぼすべての生徒が目を疑う。

　直後、乾いた銃声が響き、男子は一瞬体を震わせた後に倒れた。

　その姿を見つめたまま、リーリスは手元で《銃ライフル》をくるりと回す。

　しばしの沈黙、次いで怒号。

「何しやがる!!」「ちょっとどういうつもり!?」「ケンカ売ってんのか!!」

　殺気立つ二年、固唾を呑のんで見守る一年。

　視線を一身に集める中、涼しげな笑みを浮かべてリーリスは来賓席へ顔を向けた。

「どうにも丸く収まりそうにないし、《咬こう竜りゆう戦せん》の許可を貰もらえるかしら、理事長？」

　自ら作り上げた状況で、ぬけぬけと言い放つリーリス。

「……随分と唐突な話ですのね。理由をお聞かせ頂きたいですわ」

「終わったらでいいかしら」

　理由を口にするつもりが無さそうな黄金の少女。

「まったく……。貴女あなたの気まぐれは本当に困ったものですわね」

　九つ十く九も理事長は小さく嘆息し──

「わかりましたわ。今から《咬こう竜りゆう戦せん》を行うことを特別に許可します」

「感謝するわ、理事長。さて、それじゃあ許可も出たことだし──」

　ぱちりとウインクをし、リーリスは選抜メンバーの顔を見回す。

「《咬竜戦ゲーム》、スタートよ!!」

　言い終えると同時、黄金の少女は《錘すい》を手にした女子の懐へと一気に潜もぐり込んだ。

「──っ!!」

　まさか《銃ライフル》の利点を捨て、懐へ飛び込んでくるとは想像すらしなかったのだろう。

　呆あつ気けに取られる《錘すい》使いに《銃ライフル》を突きつけたまま、リーリスは忠告する。

「ぼんやりしてるとすぐに終わるわよ。……こうやって、ね」

　ズダァン!!　銃声が響き、女子が倒れ伏した。

「……あと六人ね」

　ここでようやく選抜メンバーの残りの六人が心身ともに戦闘体勢へと切り替わる。

　表情の変わった彼らに対し、蒼玉の瞳サフアイアブルーがすっと細くなり、不敵な笑みを浮かべた。

　鋭く光る眼光は、まさに獲物を前にした狩人ハンターそのものだった。

「さあ……次に狩られたい人は誰かしら？」







　パァン!!　竹刀が面を打つ音が響く。

「はーい、面ありいっぽーん。勝負ありねー」

　並べたイスの上で寝転がるやる気の無い審判の声。

　いま行われているのは特殊な訓練でもなんでもなく、普通に剣道の授業だ。

　扱う《焔牙ブレイズ》はそれぞれ違うものの、武道は基本として一通りのことを習い、自分の闘い方に上う手まく取り込み活用していくことが目的となる。

「ふふっ、見事なまでの一本負けだったな」

　泉いずみとの試合を終えて待機場に戻ると、橘たちばなが笑みを浮かべつつ出迎えてくれた。

「あいつ、腕を上げてきてるからなぁ」

　勘がいいらしく、泉はここのところめきめきと上達している。

　このまま行けば武術経験を持つ相方の城き上がみよりも伸びそうだ。

「ところで九ここの重え。キミは柔剣術を学んでいたのだよな？」

「ああ。それがどうかしたのか？」

「いや……その割には剣を振るうとき、妙なぎこちなさがあるように思えるのだが……。何というか……そう、躊躇ためらうかのような……」

　橘の洞察は正しい。

　俺は剣を振るうことに抵抗がある。

　何な故ぜなら、俺にとって剣とは凶器だからだ。

　当たり前と言えば当たり前の事実だが、人のそれとは違う。

　目の前で妹の命を奪った憎むべき存在だからこそ、振るうことに──手にすることすら抵抗がある。たとえそれが竹刀であったとしても。

「……九重？　すまない、気を悪くしたか？」

「あ……。い、いや、さすがに橘の目は誤ご魔ま化かせないな。実は昔っからそんな感じでさ。今のはチャンスだったかもとか、ここで攻撃するべきかとか、いろいろ考えちまうんだ」

「拳とは勝手が違うというわけか」

「全然別物だな。俺にはこっちの方が合ってる」

　軽く拳を振ると、橘の意識は俺の剣から逸それたようだ。

「ふむ。柔、か……。キミのところは当て身を主としている流派だったよな」

「ああ。それがどうかしたのか？」

　かつて俺が学んでいた柔剣術は、その名が示すとおり柔と剣の複合武術だ。

　俺は剣術よりも柔術──字面から柔道のようなイメージがあるが、実際には当て身（打撃）・投げ・極め（関節）が存在する──を主とし、それが今の闘い方の礎いしずえとなっている。

「その……キミの学んだ流派を否定するつもりは毛頭無いのだが、少々攻めに意識が偏っているように思えてな。前へ前へもいいだろうが、それではいずれ大きな怪け我がを負いそうで──」

　橘たちばなが気遣うような視線を向けてくる。

「ははっ、心配してくれてるってわけか。ありがとな」

「べ、別にキミだけを心配しているわけじゃないぞ。友人や仲間のことを気に掛けるのは当然のことであってだな……」

「わかってるって。まあ橘の言うとおり、俺の流派はどちらかと言えば攻めに比重を置いている。だけど受けを疎おろそかにしてるわけじゃなくて、事情があって途中までしか教われなかったんだ」

「そうか。事情は誰しもあるものだから仕方ないな……」

　転校などといったことを思い浮かべたのだろう。

　橘は深くは聞かず、納得をしてくれる。

「なあ、九ここの重え。偉そうな物言いで申し訳無いが、キミさえよかったら橘の捌さばきを学んでみる気はないか？　私もまだまだ未熟ではあるが、それなりのものは教えられると思うぞ」

　橘の動きは、俺にとってとても参考になる。

　特に体捌きや受けは《楯》の扱いにも応用が利くだろう。

　しかし──

「俺としては願ったり叶かなったりだけど、他流派の人間にそんなあっさり教えるなんて言っていいのか？」

　流派によっては技の流出について非常に厳しいところがあると聞く。

　古流武術の大家、その後継ぎとなる橘としては、その辺りは大丈夫なのだろうか。

「もちろんだ。橘は常に門戸を開き、他流派と技術の交流をしているからな。ただし私の指導は厳しいから覚悟しておいてくれたまえ」

「ははっ、お手柔らかに頼む」

「ふふっ、橘の十八芸には無手で武器と闘う術もあるから、きっとキミにも得るものがあると思うよ。ただし──」

　僅わずかに間を置き、橘は言葉を続ける。

「教えるのは彼女との闘いが終わった後だな。付け焼き刃で憶おぼえた術で、キミの闘いのスタイル、そのバランスを崩しては申し訳無いからな」

「…………。あいつ──リーリスとの闘い、か……」

　反はん芻すうしつつ、数時間前のことを思い返す。

　リーリスが独断で行った《咬こう竜りゆう戦せん》のことを……。



　結果から言えば、リーリスの圧勝だった。

　多対一と圧倒的に不利であり、しかも二年生側には《Ⅲレベル３》が三人もいるというのにだ。

　後で知ったことだが、リーリスの《位階レベル》は《Ⅱレベル２》。

　身体能力の面でも確実に《Ⅲレベル３》の三人に劣る彼女に勝利をもたらしたのは、《特別エクセプシヨン》の呼び名を与えられた理由の一つだった。

《無二なる焔牙アンリヴアルド・ブレイズ》──《銃ライフル》。

　俺たちはその《力》を、眼前でまじまじと見せつけられた。



「さあ……次に狩られたい人は誰かしら？」

　リーリスは《銃ライフル》を回すと同時に、かかってこいとばかりに手招きをする。

　挑発に乗ったのは二人。

　一人は《Ⅲレベル３》で、もう一人は《戦棍メイス》を手にした見るからに力自慢といった体格の男子だ。

　二人は間合いを詰め、ほぼ同時に攻撃を繰り出す。

　リーリスは大きく体を動かすことなく《Ⅲレベル３》の攻撃を避け──

　ガキィンッ!!　《戦棍メイス》を《銃ライフル》で受け止める。

　けれどリーリスは踏ふみ留とどまることなく、勢いによって吹き飛ばされた。

（……いや、今のは飛んでいる!!）

　自ら背後へ飛ぶことで衝撃を殺した黄金の少女は、壁へ激突するかと思われた瞬間──

　縦に体を一回転させて体勢を立て直し、三角飛びの要領で壁を蹴った。

　そのまま宙空で放った銃弾が《Ⅲレベル３》を撃ち抜く。

　次いでリーリスは着地すると同時に《銃ライフル》を回転させたかと思うと、すばやく《戦棍メイス》の使い手へ銃口を向け──その胸を撃ち抜いた。

　まるでスタイリッシュなハードアクション映画を観みているかのような動きに、誰かが「すごい……」と呟つぶやく声が聞こえる。

　だが、闘場は別の意味での驚きが生じていた。

「そ、そんな……。あいつらがあんなにあっさりやられるなんて……！」

「なんなんだよ、あの《焔牙ブレイズ》は……」

　リーリスが《咬こう竜りゆう戦せん》の開始を宣言してから、ものの十秒程度で三人──しかも一人は《Ⅲレベル３》──が倒され、二年生選抜メンバーに動揺が走る。

　動揺、それ即すなわち隙だ。

「だからぼんやりしてると……って、二度も言ってあげる義理は無いわね」

　二年生たちが我に返る前にリーリスが引き金を引き、一人が倒れ──

　続いて仲間の仇あだとばかりに打ち込んできた相手の攻撃を軽やかに躱かわし、返り討ちにする。

　残りは《Ⅲレベル３》の《絆双刃デユオ》二人だけだ。

「さて、と……一分くらいは持ってよね」

　くるん、と手元でリーリスが《銃ライフル》を回す。

（あれは挑発って言うよりクセかな）

　些さ細さいなクセ──けれどその一瞬だけは確実に、銃弾が放たれることは無い。

　そしてその瞬間を、残った二人の《Ⅲレベル３》は見逃してはくれなかった。

　それぞれが手にした《小剣スモールソード》と《独短刃スクラマサクス》が、黄金の少女へと襲い掛かる。

　鋭いコンビネーションの刃に、リーリスはこれまでとは違って初めて大きく身を躱かわす。

　けれど逃げられない。

　身体能力の差により、逃げることを許されない。

　矢継ぎ早に繰り出される二本の刃に、リーリスは防戦一方となる。

　だが、《独短刃スクラマサクス》を避けたと思った瞬間──

「こういうのはどうかしら？」

　リーリスは上体を捻ひねりつつ腰の後ろに《銃ライフル》を回し、銃弾を放つ。曲撃ちというやつだ。

　倒れたのは《小剣スモールソード》使い。

《絆双刃デユオ》が倒された瞬間、《独短刃スクラマサクス》使いの視線が僅わずかだがリーリスから外れた。

　──その隙が、致命的なものとなる。

　足を払われて転倒し──顔を上げるとほぼ同時、額に銃口が突きつけられる。

「ジャスト一分ってところかしら」

　リーリスは不敵に笑い──

　直後、《咬こう竜りゆう戦せん》の終了を知らせる銃声が格技場に響き渡った。



    

  
    
      



    

  
    
      

「残念ながら一分と六秒ですわ」

「あら、それは残念」

　むしろ愉たのしげに返すと、リーリスは《銃ライフル》を《焔》と化して四散させた。

　その様を来賓席から見下ろしたまま、漆黒の少女がリーリスへ語りかける。

「《咬こう竜りゆう戦せん》とは、一年生にとって戦略次第では格上の相手と互角に闘うことが出来ると──ときには倒すことすらも可能だということを経験させるためのものですの」

「ええ、知っているわ」

　こともなげに返す黄金の少女に、理事長は眉をひそめる。

「ならば何な故ぜこのように貴女あなた一人で、しかも本来の日程を崩して《咬こう竜りゆう戦せん》を行うことを希望したのか、約束通り教えて頂きたいですわ」

「パーティーを開きたいのよ」

「……どういうことですの？」

「クラスメイトと親睦を深めるためのパーティーを開きたいって言ってるの。それも大々的に」

「それがいったい《咬こう竜りゆう戦せん》とどのような関係がありますの」

　答えになっていない答えに、理事長は改めて問い掛けた。

「だってしょうがないじゃない。会場を借りようとしたら、《咬こう竜りゆう戦せん》の日程と被かぶってたんだもの」

「……つまり貴女は個人的な理由で《咬こう竜りゆう戦せん》を早くに済ませたかったのですわね」

「ご明察。話が早くて助かるわ」

　ぱちりとウインクをするリーリスへ、理事長は嘆息する。

「まったく……困ったことをしでかしてくれましたわ……。後日改めて同じ内容のものを行うか、それとも別の何かを用意するか……。頭が痛い話ですわ」

「それなら問題無いわ」

　いったい何がだろうかと、格技場内にいる誰もがリーリスの言葉に耳を傾ける。

「あたしの実力は見ての通り、彼ら二年生の選抜メンバーを凌しのいでいるわ。戦略次第では格上の相手を倒すことも可能と言うのなら……それを見せてくれないかしら？」

「……なるほど。つまり貴女はダンスパーティーを催すということですのね」

「ええ、そうよ。あたしたちは踊るの。着飾るは《焔牙ブレイズ》で、流れる楽曲は剣けん戟げきとなるダンスをね」

「くはっ、とんだじゃじゃ馬お嬢様だな」

　小さく口にした言葉とは裏腹に、笑みを浮かべる月つき見み。

「そうね、曲名タイトルは──」

　言いながら、黄金の少女の視線が一点で止まる。

「《生存闘争サバイヴ》」

　視線の向けられた先に立っていたのは──俺だった。



「……いったい彼女にどれ程のことをしでかしたというのだ、キミは」

　竹刀の打ち合う音が響く中、数時間前を思い返して聞いてくる橘たちばな。

　みんなには先日、俺がリーリスに学園の外に連れ出された件は大おお雑ざつ把ぱに話してある。

《絆双刃デユオ》の件は伝えはしなかったが、いろいろあって彼女を怒らせてしまった、と。

「まったく……」

　苦笑いで返す俺に、橘は盛大なため息をついた。







「──とゆーわけで護衛対象とともに外に出る場合は、とにかく位置取りを注意することね♪　襲撃はもちろん、狙撃に対しても常に意識を配って──」

（……狙撃、か）

　ぼんやりと月つき見みの講義を受けつつ、リーリスの《銃ライフル》を連想する。

（もう三日後には《生存闘争サバイヴ》なんだよなぁ……）

《咬こう竜りゆう戦せん》の代わりに急遽開催が決定したリーリス主催の行事──《生存闘争サバイヴ》。

　その新たなる《焔牙模擬戦ブレイズプラクテイス》のルールは以下の内容だ。



○一年生チーム対リーリス一人。

○《焔牙ブレイズ》の使用可。

○制限時間は一時間。

○場所はあらもーど北館。

○一年生チームの勝利条件は次の二つのいずれか。

　Ａ．全滅（全員が気絶）をしないこと。

　Ｂ．リーリスが胸元につけている薔ば薇らの花を散らすこと。



　変わったのは三点──

　まず相手。

　一人になったとはいえ、二年の選抜メンバーをあっさりと倒したリーリス。

　俺たちと同じ《Ⅱレベル２》だが、眼前で見た実力からするに遥かに格上だと考えた方がいいだろう。

　次に場所。

　あらもーどが会場に選ばれたのは、二つの理由からだった。

　一つめは遮しや蔽へい物ぶつのある場所にしなければ、一年生チームが圧倒的に不利となるだろうとのこと。これは格技場の一戦を見ている限り、非常に納得のできる話だ。

　遮蔽物のある場所なら学園の敷地内でもいいのでは──という疑問への答えが二つめの理由だ。

　学校よりもショッピングモールで闘った方が面白そうだから（リーリス談）らしい。

　ちなみにあらもーどには、大企業のお嬢様が自主制作映画を作る──永遠に未完成とのこと──という理由で貸し切らせて貰もらったとのことだ。

　最後は勝利条件。

　これについては俺たちがかなり有利じゃないだろうかと思う。

　リーリスは、逃げ回ったり隠れ続けたりと、とにかく生き残ればいい俺たちを全滅させなければならない。

　彼女の立場に立って考えれば、それがどれ程厄介なことなのか、想像に難かたくない。

（とはいえ、俺は逃げ回るつもりなんて無いけどな）

　二つめのリーリスの胸の薔ば薇らを散らせば勝利というのは、とても彼女らしい。

　普通に闘えば負けることはないという自信の表れ故に、ハンデを自分に課したのだ。

　それでもあの黄金の少女は、自身の勝利が揺るぎなきものと考えているのだろう。

（その自信の源こそが《無二なる焔牙アンリヴアルド・ブレイズ》──《銃ライフル》、か……）

　超長距離射程武器を相手に、超接近戦の俺はいったいどう闘えばいいのだろうか。

　どうにかして近付くしか無いという当たり前のことはわかっているのだが──

（音速を超える銃弾か……。どうやってかいくぐればいいのやら……）

　本来なら《新しん刃じん戦せん》のように作戦無しノープランで挑む方が性に合っている。

　けれども今度の《生存闘争サバイヴ》は何か対策を立てておかなければ、近付くことすら出来ないままに終わる可能性が非常に高いだろう。

（さすがにそれは避けたいよな……）

　そうして頭を悩ませていると──

「もっしもーし！　九ここの重えくんっ!!」

　大きな声で呼び掛けられ、気がつけば月つき見みが俺にジト目を向けていた。

「せんせーの話を聞いてたかなー？」

「あ……。す、すみません、聞いてませんでした……」

　謝るとクラスのそこかしこから笑い声が聞こえてくる。

「きちんと聞いててくれないと困るよー……って言っても、少し早いけど教えることは教えたから授業はもう終わりねって話してただけなんだけど☆」

　時計を見れば授業終了まで残り数分。

「だったらわざわざ注意しなくても……」

「ぼんやりして最後は聞いてなかったでしょ？」

「う……」

　俺が言葉に詰まると、月見が顔を間近に寄せて来て声は出さずに口を動かした。

「めってしちゃうぞ」

　滅ってするの間違いじゃないだろうか。

「ところで～、九重くんはなーにをぼんやり考えてたのかな？　もしかしてリーリスちゃんのこととか？」

「……ええ、そうです。と言っても変な意味じゃなくて、《銃ライフル》を相手にどうやって闘えばいいのかと考えていたんですけどね」

「銃弾を避ければいいじゃん☆」

「無む茶ちや言うなっ！」

　思わず叫んでしまう。が──

「あははっ、確かに今の《位階》だと無理な話だよねぇ」

　月つき見みの発言──その意味を理解し、俺を含めた数人が表情を動かす。

「はーい、せんせー。質問があるんですけどー」

　少し間延びした女子の声は吉き備び津つという女子のものだ。

　ぼんやりとしている性格そのままに実技訓練ではあまりいい成績を残せてはいないが、学業成績はそこそこいいらしい。

　みやびとは仲が良く、話をしている姿をよく見かける。

「今は無理ってことは、そのうち避けられるってことですかー？」

「うん、《位階レベル》が《Ⅳ４》になると多少は避けられるようになるかな♪」

「本当なのか、それ……」

「敬語」

「本当ですか、それ……」

「もちもち☆　なんとか見えるくらいにはなるよー♪」

　月見の口調も相まって、にわかには信じ難がたい。

　けれどそれが真実ならば、《超えし者イクシード》とはまさに人を超えることとなると言えよう。

「すごいなー。でも《Ⅳレベル４》ってあんまり遠くないよーな気がしますねー」

　驚きがいまいち感じられないのんびりした口調の吉備津。

（確かにあまり遠そうには思えないよな……）

　今が《Ⅱレベル２》と考えればあと二つだ。

　けれどその考えを否定するかのように、月見は指を立てて左右に振る。

「それが案外遠いんだよねぇ。《Ⅲレベル３》までは割と行けちゃうんだけど、《Ⅳレベル４》の壁はものすごーく高いの。毎年多くても三、四人が到達できるかどうかってくらいにね☆」

「──なっ!?」

　声を挙げる者、絶句する者、立ち上がる者など反応は様々だったが、大半の生徒に驚きか動揺が浮かんでいた。

　無理もない。一年の生徒数からすると、実に九割以上が脱落すると言っているのだから。

「あ、でもでもぉ、《Ⅲレベル３》になったらその時点で卒業資格が出るから安心していいよ☆

ほら、絞り過ぎてもドーン機関に不利益が出ちゃうしね♪」

　月見のフォローに安あん堵どの雰囲気が広がる。

　さすがにドーン機関──学園側もその辺りは考えているようだ。

　ただ、そんなシステムならば──

（入学試験で負けたやつらを退学にしなくたってよかったのに……）

　とポニーテールの少女を思い浮かべる。

　生き残らなければならないときに生き残れなかった者には、用が無いとでも言うのだろうか。

　たった一度の試験で切り捨てることは少なからず──

　いや、将来性を考えれば少ない損失じゃないはずだ。

　そもそも《資質》を持った者の絶対数が少ない上に、必ずしも入学を希望するわけではないのだから非効率にも程がある。

　けれどその疑問は、男子の一人が月つき見みへ質問を投げ掛けたことによって俺の中に小さな棘とげを残すだけに留とどまった。

「先生、どうして《Ⅲレベル３》から《Ⅳレベル４》に昇華するのがそんなに厳しいんすか？」

「んー、数字で見ると一つしか差が無いからやっぱそう思うよねー。まー簡単に説明すると《Ⅲレベル３》まではほとんど身体能力の超化しかないわけね。でも──」

　最初は指を三本、話の途中で四本立てる月見。

「《Ⅳレベル４》からは精神力を超化して、《焔牙》の真の力を引き出すことになるの」

《焔牙ブレイズ》──人を傷つけず、倒すことができる武器。

　ただし殺意を込めれば途端に凶器ともなる機密を秘めている。

　それだけだと思っていた。

　他の利点を上げるならば、通常の武器と違って携帯をしなくていいという特異性くらいだとばかり思っていたが……。

（真の力──《焔牙ブレイズ》にどんな力が秘められてるんだ……？）

　しかしながら、残念なことにそれを知る機会は先送りとされてしまう。

「ま、真の力がどんなものかは《Ⅳレベル４》になって自分の目で確かめるよーにってことで、そろそろ授業はしゅーりょーね♪」

　そこへジャストのタイミングでチャイムが鳴り響く。

「それじゃあ午後はいつもどーり体力強化訓練だから、遅刻しないよーに☆」

　そう言って月見は教室を出て行った。

「──あ、そうそう」

　と思ったら逆再生のような動きで戻ってきた。

「可愛かわいい可愛い教え子たちのために、そして九ここの重えくんが泣いてお願いするから《銃ライフル》の対策を教えてあげるね♪」

　泣いてないしお願いした憶おぼえも無いが、対策とやらが気になるので黙って聞くことに。

　固唾を呑のんでクラスの全員が見守る中、月見はうざいくらいに長く溜ため──

「気合いで避けろっ」

　まったく役に立たない対策を口にしたのだった。

（期待した俺がバカだった……）



「……共闘？」

　本日は晴天なりということで、今日は外の芝生にシートを敷いて昼食を摂とることにした。

　暖かい陽ひ射ざしの下、学食のビュッフェで思い思いのおかずを詰めた重箱を囲むというのは普段とはまた違う趣がある。

　心地いい風が吹き、緑の匂いが鼻をくすぐり、いつもより食事が美お味いしく感じられる。

　その最中、橘たちばなが《生存闘争サバイヴ》において共闘をしないかと振ってきた。

「うむ。既にチームを組んでいる者がいることはキミも知っているだろう？　私も同じようにチームを組んで彼女に挑んだほうがいいと思ってね」

《生存闘争サバイヴ》ではクラス全員が仲間ではあるものの、一枚岩というわけじゃない。

　闘うやつもいれば、気絶しないために逃げ隠れをしようというやつもいるからだ。

　だからこそ、闘うという選択をしたやつらは仲の良い者同士で手を組み、橘の言ったように幾つかのチームが作られていた。

　リーリスと二年生選抜との闘いを見る限り、頭数を揃そろえることだけでは勝てる相手じゃないことは誰もが理解しているだろう。

　それでも数が揃えば戦略の幅が広がり、勝率も高まる。

　橘もその考えから俺たちを誘ってきたというわけだ。

「キミたちさえ良ければどうだろうか？」

　俺とユリエ、そしてトラたちの顔をぐるりと見回す橘。

「……まあ、俺はそれでも構わないけど、ユリエは？」

　今回は《絆双刃デユオ》は関係無い。……にもかかわらずユリエに聞いてしまうが──

「トールが望むのでしたら」

　返答からすると、ユリエも《絆双刃デユオ》で闘うつもりだったようだ。

「それなら組んでみるか。よろしくな、橘」

　と言いつつハンバーグをゲット。

「うむ、決定だな」

「ふふっ、一緒に頑張ろうね、ユリエちゃん」

「ヤー」

「トラ、お前はどうする？」

「ふんっ。本来なら群れて闘うなど気に入らん。……だが、現時点であの女とバカ正直に闘って、勝てる見込みは限り無く低いことくらい僕だってわかっている」

（素直に組むって言えばいいのに……）

「それではこのメンバーで共闘するということでいいのだな？」

　トラが頷うなずき、タツも口に食べ物をいっぱい詰め込みつつフガフガと頷いたことで、いつものメンバーによる共同戦線がここに結成された。

「それじゃあどんな風に闘うかを決めるか」

　タコさんウインナーを摘まみつつ言うと、橘たちばなは待ってましたとばかりに笑みを浮かべた。

「ふふっ。実は既に幾つか策を思いついていてね。これから館内図とともに説明させてはくれないか？　もちろん、キミたちが何か思いついたら何でも言ってくれたまえ」

「やる気満々だな……」

　と感心しつつチキンナゲットをぱくり。

「ふふっ、当然だよ。前にも言ったが私は負けず嫌いだし、こうして策を立てるのは好きな方でね」

（さすが将棋好きってところか。そういえば《新しん刃じん戦せん》でもいろいろ策を立てて、三、四組倒したって言ってたっけ……）

　……とＧＷ中に聞いたことを思いだしつつ竜田揚げを箸で摘まむ。

「ああそうだ。策を話す前に言いたいことがあるのだが──」

　もぐもぐと竜田揚げを頬ほおばっていると、橘が俺へ顔を向けてきた。

「九ここの重え。さっきから肉しか食べていないことに、私が気付いていないとでも思ったか!?」

「──っ!?」

　思ってた。

　なのですごく驚いた。

　……肉を喉に詰まらせるくらい。

「んっ、んぐっ……!!　ぉふっ……んご、っふぉ……!!」

「とと、透とお流るくんっ、大丈夫……!?」「何をやっているんだ、貴様は……」

　ドンドンと胸を叩たたく俺に、心配やら呆あきれやらの声が飛んでくる。

「み、ず……！　みず、くれ……!!」

「まったく、天てん罰ばつ覿てき面めんだな」

　と言いつつも橘は俺の紙コップへ麦茶を注ぎ始める。

　──が、涙目の俺にはそれを待っている余裕は無く、近くにある紙コップを手に取った。

「っ!?　ま、待て、九重。それは──」

　橘が何か言ったように聞こえたが、構わず中の麦茶を喉に流し込む。

「私の……飲み……か、け……」

　麦茶を飲み干すと、俺は大きく息を吐いた。

「……ふ、はぁ……はぁ……はぁ……。し、死ぬかと思った……」

「大丈夫ですか、トール」

　背中をさすってくれるユリエに礼を言う。

「あ、ああ。なんとか……」

　頷うなずきながら、橘へちらりと視線を向ける。

　肉ばかり食べていたことを説教されるだろうと覚悟するも──

「あれ？」

　何な故ぜか橘たちばなは顔を真っ赤にし、ぷるぷると震えていた。

「どうかしたのか、たちば──」

「こ、こ、こ……九ここの重えの不ふ埒らち者もの────っ!!」

　突然、叫びながら走り去る橘。

　その背中を俺たちは呆ぼう然ぜんとしたまま見送った。

「何故だ……」







（もう明日か……）

《生存闘争サバイヴ》を翌日に控えた夜。

　風呂から上がり、壁に寄り掛かってぼんやりとリーリスのことを思い浮かべる。

　圧倒的な強さを持つ《無二なる焔牙アンリヴアルド・ブレイズ》──《銃ライフル》。

　けれど武器だけの強さじゃない。

　二年生選抜との闘いで見せた身のこなしから、相当に闘い慣れていることがわかる。

　だからこそ、明日の《生存闘争サバイヴ》は楽しみだ。

　発端がリーリスの誘いを俺が蹴ったことにあるのは態度から明白だが、それでもだ。

　思いつく限りの策は出せたと思うし、《銃ライフル》対策の手も一つ思いついた。

　ただしそれは可能かどうかわからないし、何よりその対策を取れる距離まで持ち込まなければならない。

（ぶっつけ本番でやるしか無い、か。それと……）

　戦略や対策とはまた別に、やらなくてはならないと思っていることがある。

　それは──

「トール、アップルティーです」

「あ……。ああ、ありがとう」

　ユリエの呼び掛けで我に返り、思考が中断された。

　アップルティーの入ったカップを受け取って一口飲む。

「ふぅ……」

　胃に熱い液体が流れ込んでくるのがよくわかる。

　もう一口、とカップに口をつけたところで、肩が触れるような距離にユリエが座った。

　腰を下ろすと、ユリエも自身の手にしたカップに小さな口をつけ、こくりと喉を鳴らす。

「美お味いしいですね」

「ああ、美う味まいな」

　銀色の少女が微笑ほほえみ、同意する。

　リーリスと飲んだミルクティーも美味いとは思ったが、このアップルティーも負けず劣らず美う味まい。

（ただのインスタントなのにな……）

　それでも美お味いしく感じるのは、ユリエと一緒だからだろう。

　銀色の少女と過ごすこの時間帯は、ときに罪悪感を覚えるほどに穏やかで優しい。

　哀かなしさと、憤怒と、怨えん嗟さと、絶望で彩られた記憶を一時でも忘れさせてくれる。

　失われたはずの温かな日常を感じることが出来る。

　俺にそんな温かさを得る資格があるのかどうか時折悩む。

　けれど、手放したくないと思っている自分がいるのも確かだ。

「……トール。明日のことを考えていたのですか？」

「ああ。明日──っていうか、リーリスのことをな」

「そうですか……」

　くぴ、とアップルティーを一口飲むと、ユリエは再び口を開く。

「明日……。明日は──勝ちましょう、必ず」

「勝つ、か……。そうだな、負けてもいいからなんて考えてたらダメだよな」

　頑張ろうではなく、勝とう。

《新しん刃じん戦せん》のときとは気合いの入り方が違うユリエを頼もしく思う。



「さて、と……。そろそろ寝ようか」

「ヤー」

　日付が変わりそうになった頃、就寝しようとしたのだが──

「トール。あの……一緒に寝てもいいですか？」

「……今夜も？」

　聞き返すとこくりと頷うなずくユリエ。

　そう、今夜“〝も”〟なのだ。

　実はここ数日、ユリエは一緒に寝たいとよく言ってくる。

　あの夜、ユリエがなぜ俺と同じ《復讐者アヴエンジヤー》であるのかを話してくれて以来、頻ひん繁ぱんにだ。

「……わかったよ。一緒に寝よう」

「ヤー。ありがとうございます、トール」

　にこりと嬉うれしそうにするユリエ。

（まあ仕方ないよな……）

　本来なら語りたく無い記憶を、傷ついた心を、偶然にも俺の過去を知ってしまったがために教えてくれた。

　おかげで今は気持ちが不安定になっているのだろう。

　その哀しい気持ちが少しでも紛れるようにと、今夜も俺はユリエが寝付くまで、ずっと頭を撫なで続けた。



　翌日の昼過ぎ。

　俺たちは《生存闘争サバイヴ》の開催会場へ向かうため、敷地外に出た。

　モノレールを降り、駅前で待機していた専用バスへと乗り込むと、十分ほどであらもーど屋上駐車場へと到着する。

　普段なら多くの車が止められているであろうこの場所も、今は俺たちが乗ってきたバスのみだ。

「ったく……。全館貸し切りって、どんだけの金持ちだっての」

「しかも三日間借りきったらしいな。いったい幾ら掛かったんだか」

　がらんとした駐車場を見回して呟つぶやく城き上がみに話を合わせる。

　館内が大なり小なり損壊することを考慮し、修繕のために予備として数日借り切ったとのことだ。

「…………。ふんっ」

　城上は話し掛けてきたのが俺だと気付くと、眉をひそめ離れて行った。

（なんなんだ？　俺、何かあいつに嫌われるようなことでもしたか……？）

　首を捻ひねっていると、城上の《絆双刃デユオ》である泉いずみに肩を叩たたかれる。

「城上のやつ、《新しん刃じん戦せん》でお前に負けただろ？　だから九ここの重えのことをライバル視してるってわけ。もろ体育会系な性格してっから超負けず嫌いなんだよ」

「泉っ!!」

　俺に何を話していたのかを察したのだろう。城上が泉へと怒鳴る。

「へいへい。んじゃ九重、頑張ろうぜ。あとあいつのこと、怒らないでやってくれよな」

「ああ、わかったよ」

　軽いノリで泉は城上の下へと走って行く。

「ふふっ、災難だったようだな」

「まあ仕方ないさ」

　話を聞いていたらしく、橘たちばなが苦笑いをし、俺も肩を竦すくめて返す。

「っと、主催が来たようだな」

　車種はわからないが黒塗りの高級そうな車が、陽ひ射ざしを反射しつつ屋上駐車場へと姿を見せる。

　車はゆっくりと俺たちの乗ってきたバスの隣へと停車する。

　最初に降りてきたのはリーリスではなく、彼女の執事──サラだった。

　サラが恭うやうやしく頭を下げると、奥から彼女の主である黄金の少女が姿を現す。

　黒い車を背景にした黄金色の髪イエロートパーズは目を見張る程の美しさで、陽光の下で輝く蒼玉の瞳サフアイアブルーはまるで宝石のようだった。

　その背後から黒衣の少女が妖艶な笑みを湛たたえたままに姿を見せる。

　彼女らに息を呑む者が多い中、俺たちの引率としてバスに乗っていた月つき見みがぶつぶつと呟く。

「ったく、なんでアタシだけガキのお守りなんだよ……」

「騒がしいから一緒の車に乗せたくなかったとか？」

「潰すぞ。……主に三大欲求の一つを」

「やめてくれ……」

　本気でやりかねない相手なので、念のため一歩下がって距離を取る。

「皆さん。これより理事長よりお話があります。静かにするように」

　三み國くに先生が進行を始め、全員の視線が九つ十く九も理事長へと集まった。

「皆さん、ごきげんよう。既に存じているとは思いますが本日は本来ならば《咬こう竜りゆう戦せん》を行うはずでした。けれど──」

　理事長が隣に立つリーリスを紹介するように手を向けると、黄金の少女はすっと頭を下げた。

「当学園の兄弟校であるフォレン聖学園から転入してきました、こちらのリーリス＝ブリストルさんたっての希望もありまして、予定を変更し親睦会──《生存闘争サバイヴ》を行うこととなりましたわ」

　予定変更と言っても、《咬こう竜りゆう戦せん》の目的である格上の相手へ戦略を以もつて挑むということは《生存闘争サバイヴ》においても変わりは無い。

　故に、俺たちが如い何か様ようにしてリーリスと闘うのかを楽しみにさせてもらう、と理事長は語る。

「この《生存闘争サバイヴ》が貴方あなたたちの良き経験となるよう、心から祈り願っていますわ」

　理事長の挨拶が終わると、三國先生からルールについて改めて説明がある。

　特に変更があるわけでもなく、俺たちが先に館内へ入り、十分後にリーリスが入ったところで開始とのことだった。

　説明が終わり、親睦会の名を借りた《焔牙模擬戦ブレイズプラクテイス》を始めるために、続々とあらもーど館内へクラスメイトが入って行く。

　けれど俺はみんなを尻目に、その場を動こうとはしなかった。

「先にみんなと館内なかへ行っててくれていいぜ、ユリエ」

「トール……」

　僅わずかに眉をひそめる銀色の少女の肩を軽く叩たたくと、俺はリーリスへ近付いて行く。

「どうかしましたの、九ここの重え透とお流る？」

　館内とは別方向に向かう俺の姿に、理事長が呼び止めてくる。

「すみません。開始前にリーリスと話したいことがあって──」

「あたしには無いわ」

　はっきりと拒絶する声が俺の言葉を遮る。もちろんリーリスだ。

「……とのことですわ」

「どうしても話をしたいんです」

「二度も言──」

「くはっ、いいんじゃね？　話くらい特別にしてやれよ、お嬢様」

　月つき見みによるわざとらしい物言いに、リーリスの眉が動く。

　バスで移動することとなった腹いせか、それとも《特別エクセプシヨン》を盾に自由気ままに行動するリーリスに思うところがあるのか──

　理由はわからないが、俺としては助け船となる一言だ。

「そうですわね。璃り兎との言う通り、特別に話をしてもよいのではなくて？」

「……わかったわよ」

「口添えありがとうございます、理事長。……月見先生も」

「くはっ。いいってことよ。なんかおもしれーことになりそうだし」

　助け船は酷ひどくロクでもない理由だった。

「先に言っておきますけれど、あまり長々と話すことで開始時刻が遅れるのは困りますわ。五分以内で済まして下さる？」

「はい、わかりました」

　俺を見上げたままくすりと笑みを浮かべると、理事長が一歩下がる。

　ようやく黄金の少女に相対し、俺は彼女の名を呼ぶ。

「リーリス」

「…………」

　顔を逸そらされるも、構わず話し掛け──頭を下げる。

「《絆双刃デユオ》の誘いを断って悪かった」

「……わざわざ話をしたいって、そんなことを言いたかったわけ？」

　顔を逸らしたままということを抜きにしても、あからさまに不機嫌さが伝わって来る。

「ああ、そうだ。あのときは断る理由しか言えなかったから──だから、ごめん」

「別に頭なんて下げなくたっていいわ。謝ろうが何しようがあんたがあたしの誘いを断ったってことに変わりはないもの。もちろん、この後の《生存闘争サバイヴ》で手心を加えるつもりは微み塵じんもないわよ」

「ああ、それで構わない。俺は全力のリーリスと勝負したいと思ってるから」

　黄金の少女へと拳を突き出す。

「俺も全力でぶつかる。お互い全力でぶつかれば、《生存闘争サバイヴ》が終わった後には勝ち負け関係無くわだかまりが無くなるんじゃないか、認め合えるんじゃないかって思うんだ」

「……あんた、バカでしょ」

「自分でもたまにそう思う」

「呆あきれてものも言えないわ……」

　これ以上話すことは無いとばかりにリーリスは背を向けてしまう。

　黄金の少女、その後ろ姿を見て俺は思う。

　終わったときにはきっと、と……。

「じゃあ、中で待ってるぜ。終わったらまた話をしような」

「…………」

　別れを告げて館内へ向かおうとすると──

　俺に背を向けたままに、リーリスが口を開く。

「あの子の力になる──そう言ったわね」

「ああ、言った」

　リーリスが振り返り、館内入り口へと視線を向ける。

　蒼玉の瞳サフアイアブルーが向けられた先には、ユリエの姿があった。

「証明してみなさいよ」

　ユリエを一いち瞥べつし、そして俺を見据える黄金の少女。

「だけどあたしは証明それを許さない──あんたがどれだけ無力なのか、思い知らせてやるわ」

　その言葉に答えることなく、ユリエの下へと駆けてゆく。

　俺は誰にともなく呟つぶやく。

「そんなこと、知ってるさ……」

　無力だからこそ、俺は今ここにいるのだ。



　　　　　　◇



「全力でぶつかりあえば認め合える──まるで子供ですわね」

　呆あきれたように言う朔さく夜やへ、リーリスは何も答えない。

「朔夜様。周辺配備の確認が終了しました。いつでも始められて問題ありません」

「ご苦労様、三み國くに」

　三國はかつての教え子たちに指示を出し終え、朔夜へと報告する。

　貸し切っているとはいえ公共の場で《焔牙模擬戦ブレイズプラクテイス》を行うということもあり、あらもーど周辺はドーン機関より派遣された《超えし者イクシード》によって警備されているのだ。

「そういうことですので、そろそろ始めますわよ」

「ええ、わかったわ」

「お嬢様、お気を付け下さい」

「ありがとう、サラ。一時間ほど楽しんで来るわね。……ま、それだけ持つような相手だといいんだけど」

　側仕えの少女へそう返し、館内入り口へ顔を向けたリーリスへ朔夜が話し掛ける。

「同じ《唯一無二アンリヴアルド》であり、同じではない《焔牙ブレイズ》を持つ、同じ退けし者たちの闘い……。楽しみに拝見させて頂きますわ、リーリス＝ブリストル」

「ご期待に添えられるように祈ってて。……彼らへね」

　かつて昊陵学園の理事長執務室において、三國が口にした言葉──退けし者。

　そう、リーリスは透とお流るたちと同様に、《Ⅰレベル１》の段階で《Ⅲレベル３》を退けている。

　ただし透流たちのような形ではなく、《無二なる焔牙アンリヴアルド・ブレイズ》の実力を計るテストにおいての話だ。

　けれど何よりも違うのは黄金の少女は一人で、しかも無傷で退けたということ。

「それじゃあ行ってくるわ」

　黄金色の髪イエロートパーズを手で払い、リーリスは館内へと入って行った。

　背後で自動ドアが閉じると外の音が遮断され、途端静寂に包まれる。

「……ふふっ」

　電源が落とされて止まったままのエスカレーターをゆっくりと降りていく最中──

　一段、また一段と降りる度に気持ちが高揚していくのがわかる。

　趣味の狩りとは違う緊張感が闘いにはあり、リーリスはこのピリピリとした空気が好きだった。

　高鳴る鼓動に、自然と笑みがこぼれる。

（まるで子供、か……）

　朔さく夜やはそう口にしていたが、リーリスには透とお流るの言葉が理解できる。

　けれど認め合おうと言うのなら、全力を出すだけでは足りない。

　互いを認められるだけの《力》を示すことが必須条件だと彼女は思っている。

（あんたはついてこられるかしら？　あたしの全力に、ね）

　その刹那──

　空気を、黄金の少女の思考を、飛来する何かの音が切り裂く。

　奇襲。リーリスを狙って放たれた《矢アロー》だった。

　だが──

　パシィッ!!　乾いた音とともに矢が消えていた。

　いや、違う。リーリスがその手に掴つかみ取っていたのだ。

「そ、そんなぁ……」

　目の前で起こった出来事に、矢を放った女子──吉き備び津つは呆あつ気けに取られる。

　彼女が我に返ったのは、リーリスが投げ捨てた矢が床に落ち、《焔》と化して消えたときだった。

「──っ!!」

　慌てて二射目のために矢をつがえるも、リーリスは既に吉備津へ銃口を狙い定めていた。

　引き金を引く瞬間、黄金の少女は宣言する。

「《生存闘争サバイヴ》、スタートよ」

　直後、館内に響き渡った銃声が、闘いの狼煙のろしとなった。



    

  
    
      


■第六章『人を超えた存在』





「なんだ、みやびたちと一緒に行かなかったのか？」

　先に行って構わないと言ったのに、それでも待っていた銀色の少女へと聞く。

「私は透とお流るの《絆双刃デユオ》ですから」

　いつものように鈴を鳴らし、こくりと頷うなずくユリエ。

（今日の《生存闘争サバイヴ》じゃ《絆双刃デユオ》は関係無いのにな）

　とは思うものの、そう言われて嬉うれしくないはずがない。

「ありがとな。じゃあ行こうぜ」

「ヤー。それでは行きましょう。みやびたちが待っています」

　早くみんなのところへ行こうという思いからか、ユリエが俺の手を取る。

（う……。なんか恥ずかしいな……）

　俺の手を小さな手できゅっと握り、歩みを進めるユリエ。

　最後にリーリスを一いち瞥べつすると、腰に手を当てて俺をじっと見ていた。

　館内へ入ると、すぐに二階へ降りるエスカレーターがあり、そこで手は離れた。

　今日は電源が落とされているようで、段差の大きな階段と化したエスカレーターを降りていく。

　二階へ降り立つと、そこは渚なぎさの広場と呼ばれる場所だ。

　左手側には通路が、右手側は一階まで吹き抜けとなっており、正面には本屋がある。

　館内では最も東に位置するこの場所から、橘たちばなたちと約束した西にある合流地点へ向かおうとすると──

「あれー？　九ここの重えくんとユリエちゃんだー。降りてくるの随分遅かったねー？」

　誰もいないとばかり思っていた本屋の棚の陰から女子──吉き備び津つが顔を出した。

「ちょっと作戦会議をな。吉備津こそ、まだこんなところにいたのか」

「ううん、私はここで待ち伏せなんだー。ほら、私の《焔牙ブレイズ》って《洋弓アーチエリー》でしょ。混戦になったらリーリスちゃん以外に当てる自信があるからー」

「そ、そうか……」

　自信満々の笑顔で語るのは如いか何がなものだろうか。

「ところで吉備津。前から気になってたんだけど、矢はどうやって具現化してるんだ？」

《銃ライフル》と《洋弓アーチエリー》。機構はまったく違うも、強引にまとめればどちらも同じ射撃武器。

　もしかしたら何か攻略のヒントが得られるかもしれないと、聞いてみることにした。

「《焔牙ブレイズ》を媒介にして精神力を矢の形に具現化してるって話だよー。《洋弓アーチエリー》が本体で、矢は分身みたいなものかなー」

（リーリスの《銃ライフル》も同じような感じなのか……？）

「具現化するときはね、動作でイメージするんだー。人によって違うらしいけど、私は矢筒から取り出す感じかなぁ。慣れると構えだけで具現化できるって話だよー」

「なるほどな、勉強になったよ」

「どういたしましてー。じゃあ私はそろそろ待機場所に戻るね。九ここの重えくん、ユリエちゃん、仇かたき討うちは任せたよー」

「負けること前提ってのはどうかと思うぞ……」

　俺のツッコミにのんびりと笑いつつ、吉き備び津つは再び本棚の裏へと身を潜める。

「さて、少し遅くなっちまったし、急いでみんなのところへ行こうか」

「ヤー。そうしましょう」

　先日訪れた際は人で溢あふれかえっていたあらもーど館内。

　けれど今は静けさに包まれ、まるでゴーストタウンにでも紛れ込んだかのような錯覚をしてしまう。

　店は開いているのに人はいないという異質な状況が、よりその感を増していた。

「と、透とお流るくーん、ユリエちゃーん。こっち、こっちだよー……！」

　遠目に映るのは、俺たちへ小さく手を振るみやびの姿。

（アピールしてるのかしてないのかわからないな……）

　苦笑しつつ、みやびや橘たちばなたちと合流する。

「悪いな。待たせちまって……」

「いや、構わないさ。それより始まる前にもう一度作戦の確認をしよう。まず、我々の待ち伏せ場所は中央広場、その手前にあるこの位置で──」



    

  
    
      



    

  
    
      

　グループリーダーである橘たちばなが、館内図を見ながら作戦について話し始めた。

　幾つかの状況を想定はしているが、リーリスを数差で追い込んでいくのが基本的な案だ。

　確認が終わると、地図ではなく実際の館内を目で確認する。

《生存闘争サバイヴ》の会場となるあらもーど北館──

　東西へ伸びた約四百メートル程の幅の広い真まっ直すぐな通路と、その途中にある四つの広場で成り立っている。

　俺たちが屋上から降りてきた一番東の広場が渚なぎさ、そこから西へ向かうと緑、中央、空という名の広場が順に並ぶ。

　ただし通路は完全な一本道というわけではなく、緑と中央、中央と空の広場はそれぞれ別に細めの通路で移動することが出来る。

　また、館内は二層構造なのだが、すべての広場だけではなく、そこかしこの通路が吹き抜けで二階と一階を繋つなげている。

　一階は広々として動きやすいのだが、吹き抜けを活用して上から攻撃されると圧倒的に不利なため、俺たちは二階で闘うことを選んだ。

　自分の配置を改めて確認し終えたところで、一分後に《生存闘争サバイヴ》を開始する旨の館内放送が入る。

「いよいよだな。準備はいいな？　作戦通りに頼むぞ！」

「ああ！」「ヤー！」「う、うん……」「ふんっ、任せろ」

　約一名を除き、橘へ力強く頷うなずいた（タツは無言で）ところで、普段聞き慣れたものとは違う軽めの鐘の音がカラーンカラーンと鳴り響く。

　その音が消え失うせた直後──

　東方面から銃声が響いてきた。

「始まったか……！」

　橘の指示で配置につく中、さらに何度か銃声が聞こえてくる。

　最初よりも音が大きく、第二の広場──緑の広場で交戦中なのだとわかる。

　リーリスが倒されなかったとしても、こちらまで来るにはまだ時間があるだろう。

　そう思った矢先だった。

「向こうへ行ったぞ、追え──っ!!」

　という声を尻目に、こちらへ走ってくる黄金の少女の姿が目に映る。

（待ち受けてるやつらを全員倒してから先に進むと思ってたが……！）

　確かにリーリスからしてみれば、相手の策に付き合う必要は無い。

　順に殲滅しつつ進むだろうという大方の予想は外れたようだ。

（来るっ……！）

　俺たちが待ち受ける場所までリーリスが迫る。

「リーリス!!」

　リーリスが近くまで駆けてきたところで俺は柱の影から飛び出し、立ちはだかった。

　本来なら不意打ちをすべきなのだろうが、俺の役目は足止めをすることだ。

　そして、どういう方法を取るかは個人の裁量に任されている。

　リーリスは《銃ライフル》を構えるも、相手が俺だと気付いて僅わずかに銃口を降ろし、足を止めた。

「あら、九ここの重え透とお流るじゃない。さっきぶりね」

「……そうだな。思った以上に早い再会で驚いてるよ」

　皮肉めいた笑みをリーリスへと向ける。

「それはあたしも同じ。……でもよかったわ。あんたを捜し回らずに済んで」

　ふわさっと髪を手で払うと、《銃ライフル》の狙いを定め、俺へ向けるリーリス。

「まずはあんたの実力を確かめさせて貰もらうわ」

　引き金が引かれれば終わりというこの状況──

　しかし別の見方をすれば、またとないチャンスが訪れたと言える。

　ぶっつけ本番でと考えていた、《銃ライフル》対策を実行するチャンスが。

　失敗、即失格リタイア──

　ハイリスクではあるものの、それでもやるしかない。

（──来るっ!!）

　引き金に掛かったリーリスの指にぐっと力が入り──

　ギィンッ!!　銃口が火を吹いた直後、金属がぶつかり合う音。

（成功だ!!　この距離ならいける!!）

「……やるじゃない。それとも偶然かしら？」

《楯》で銃弾を防いだことで、リーリスが瞠目する。

「偶然だと思うならもう一度試してみるか？」

「……やめておくわ。あんたのこと、最後の楽しみメインデイツシユとして認めてあげる。だから今は見逃してあげるわ」

　リーリスが射撃後に《銃ライフル》を回すクセを見せる中、俺は口角を上げる。

「……いや、逃がしはしないさ。今度は俺たちのターンだ──橘たちばな!!」

「任せろ!!」

　吹き抜けを挟んで向かいの店から橘が《鉄鎖チエイン》を構えて姿を現し、黄金の少女は銃口を向けて反応する。

　その瞬間、今度はリーリスの脇にある店の中からタツが飛び出してきた。

「──っ!!」

　橘が姿を見せることで意識を向けさせ、真逆の方向からタツが攻撃する。

　幾つか用意しておいた策の一つだ。

「シンプルだけどいい手じゃない」

　タツに視線を動かし、リーリスが余裕を見せるかのように言った。

　ザンッ!!　振り下ろされた《偃えん月げつ刀とう》が通路に大きな裂け目を作るも、リーリスはバク宙で躱かわし、そのままガラスフェンス上へと着地する。

「タツ!!　横に払え!!」

　横に薙なぎ払う攻撃ならば、大きく避けるしかなくなる。

　俺の指示でタツが仕掛けると同時、物陰に潜んでいたユリエが飛び出してきた。

　フェンスの上ならば、タツの攻撃を跳んで避けるしかない。

　ユリエはその着地の瞬間を狙って時間差攻撃を仕掛けた。

　トンッ。予想通り、リーリスはガラスフェンスを蹴って宙へと跳ぶ。

　ただし、吹き抜け部分へ向かって。

「なっ……!?」

　一階までの高さは優に五メートル以上はある。

　着地を失敗した場合、怪け我がを負うかもしれないというのに迷いは無かった。

「悪くない攻めだったけど、《超えし者イクシード》の身体能力をもう少し計算に入れることね」

　ガラス天井から射さし込む陽光を一身に浴びる黄金の少女に、全員が見み惚ほれてしまう。

　天使が地上へ降りていくかのような様を俺たちの瞳に映し、リーリスは階下へ降り立つ。

　ただし、一階で待機していたグループは見惚れるだけでは済まなかった。

　突如、眼前へと自分たちを獲物とする狩人ハンターが降り立ったのだから。

　剣けん戟げき、銃声、叫びと闘いの音が反響してくる。

　慌ててフェンスに駆け寄り階下を覗のぞくも、黄金色の髪イエロートパーズは物陰の死角に入ってしまう。

（くそっ……!!　間合いを離されてたまるか!!）

　フェンスを越え、一階へと飛び降りる。

　着地してリーリスを見ると、彼女まで五メートルほどの距離だった。

「あら、追いかけてきたのなら容赦しないわよ」

　リーリスが振り返り、《銃ライフル》を構える。

（くっ、どこを狙って……!?）

「トール!!」

　ユリエの叫びと、《楯》に銃弾が当たったのはほぼ同時だった。

　銃弾は僅わずかに軌道を変え、頬ほおを掠かすめる。

「運がいいわね。それとも運も実力の内ってところ？」

「ちっ……!!」

　この距離は不利だと判断し、物陰へ飛び込むも追撃は無い。

　代わりに、遠ざかっていく足音とともにリーリスの声が聞こえる。

「まあいいわ。やっぱりあんたは最後の楽しみメインデイツシユにしておいてあげるわ、九ここの重え透とお流る」

　物陰から顔を出すと、黄金色の髪イエロートパーズを揺らして走り去っていく背中が見えた。

（逃がしたか。……だけど収穫もあったな）

　──これが、《生存闘争サバイヴ》におけるリーリスとのファーストコンタクトだった。



「大丈夫ですか、トール」

「ああ、無傷だ。だけど下にいたやつらは……」

　軽やかに降りてきたユリエに頷うなずくと、倒れ伏したやつらに視線を送る。

　六人いたようだが、あの短い時間で全員倒されてしまっていた。

《Ⅲレベル３》を三人も擁した二年生選抜ですらリーリス相手に一分程しか持たなかったのだから、直接的な戦闘において《Ⅰレベル１》が六人いようと手も足も出なくとも仕方ない。

　と、そこへリーリスの去った方角から銃声が聞こえてくる。

「空の広場のグループと闘っているのだろうな」

　橘たちばなが、次いでみやびが俺たちと同様に二階の通路から飛び降りてくる。

「ひゃわっ!?」

　恐る恐る降りてきたにもかかわらず着地に失敗し、ぺたんと尻もちをつくみやび。

　おかげでスカートが捲まくれるも、幸い際どいところまでで済んだ。

「いたぁ……。…………。──っ!!」

　最初は痛みに顔をしかめるも、すぐにスカートがどんなことになっているかに気づき、慌てて裾を正す。

「みやび、平気か？」

「う、うん。平気だけど……その……み、見えた……？」

　手を差し出すと、小声で質問される。

「見えてないから安心してくれ」

　苦笑して返すと、みやびはほっと一息ついて俺の手を取り立ち上がった。

　そんな俺たちの後ろで、橘が倒れているやつらを壁際へ並んで寝かせつつ呟つぶやく。

「我々が仕留められなかったために、彼らには申し訳無い結果となってしまったな……」

「仕方無いさ。向こうの方が一枚上手だったってことだ」

「ふんっ。そんなことより、今はこの後の方針を決めるべきじゃないのか？」

　そう言いながらトラが降りてきた。

「タツ抜きでか？」

「どうせあいつは頭脳労働に向かん。上で見張りをさせていればいいだろう」

「そ、そうか……。じゃあまず方針からだな。……橘」

　リーダーである橘に判断を仰ぐ。

「……彼女の勝利条件は私たちを全滅させることだ。こちらから動くよりも当初の予定通り、ここを動かず待ちに徹し──」

「おい、九ここの重え!!　あっさり逃がしてんじゃねーよ!!」

　俺たちの会話に、二階から怒鳴り声が割り込んでくる。

　見上げるとそこには、緑の広場で陣取っていたはずの城き上がみとその仲間たちの姿があった。

「逃がしたのはお互い様だろ」

　言われたことは間違っていないが、俺たちよりも先に突破された城上たちも同じことであり、怒鳴られる筋合いは無いとカチンと来る。

「んだとぉ!?」

　俺の返事に城き上がみが怒鳴り、明らかに空気が悪くなり──

　そこへ俺の前に橘たちばなが、城上の前には泉いずみが落ち着けと割って入って来た。

「すまないな、城上。彼女をここで止められなかったのはチームリーダーである私の責任だ。謝罪が必要なら後で改めて謝ろう。だが今は、崩れた陣形を整え直すことが先決ではないか？」

　軽く頭を下げた橘に、城上は言葉に詰まる。

　代わりに口を開いたのは泉だった。

「こっちもあっさり突破されたんだし謝罪なんていらねーって。それよか俺たちはこのままあいつを追うつもりなんだけど、よかったら一緒に追い込まねーか？」

「泉っ!!」

　相方の提案に、城上がいきり立つ。

「まあまあ、城上。いいじゃんよ。どうせこのままじゃ人数足りねーし、最後はこっちが決めれば万事オッケーってな」

　丸聞こえなのはわざとだろう。

　だが、軽い感じでありつつもどこか憎めないのは人徳といったところか。

　あえてその発言には何も言わず、橘は途中で口にしたことへ質問をする。

「人数が足りない、とは？」

「見てのとーり、こっちは緑の広場を突破されたときに五人やられてんのよ。おかげで用意してた手のほとんどが使えなくなっちまってさ」

　言われてみれば、開始前に緑の広場を横切った際に目にした人数より大きく減っているようだ。

「どうする？　もしオッケーだったら、そっちはそのまま下から追い込んでくれると助かるんだけど」

　ちゃっかり上から狙撃される可能性の低い二階の担当を主張する泉。

　橘は僅わずかに苦笑して頷うなずく。

「わかった。ではこちらが一階を担当しよう」

　同盟成立。

「足引っ張るんじゃねーぞ、九ここの重え!!」

「ふんっ。うるさいやつだ……！」

　トラが吐き捨てるように言い、城上が睨にらみつけてくる。

「……ここで改めて迎え撃つんじゃなかったのか？」

　城上たちに届かないよう、念のため声を控えめにして聞く。

「断ったらますます雰囲気が悪くなりそうな気がしてな」

「……気を遣わせて悪いな」

「ふふっ、構わないさ。それよりタツにも事情を話してこちらも動くとしよう」

「ああ、そうしよう」

　タツが降りてきて全員が揃そろい、さあ移動しようかといったところで先刻リーリスと相対した際のことを思い出す。

「……っとそうだ。みんな、聞いてくれ。例の《銃ライフル》対策だがいけそうだ。ただ、五メートル以上は厳しかった」

「ふんっ。ならば貴様がすべきことは、如い何かにして対策が有効な間合いに入るかだな」

「確かに、次も彼女から距離を詰めてくれるとは限らぬしな」

　トラの反応に橘たちばなが頷うなずく。

「まあ対策が有効だってわかっただけでも大きな収穫だったさ。あとは──」

「九ここの重え!!　早く進めよ!!　足引っ張るなって言っただろ!!」

　またしても会話に割り込んでくる怒鳴り声。

「すまないな。どう追い込むかの確認を取っていたのだ」

「……けっ」

　橘が頭を下げつつ返すと、城き上がみが床に唾を吐く姿が見えた。

　かなりイラッとはするが、橘がフォローに入ってくれている以上、俺が泥を塗るわけにもいかない。

「……みんな、行こうか」

　我慢し、平静を装ってみんなを促して移動を始める。

「と、透とお流るくん、ちょっといいかな……？」

　中央広場を走り抜けていく途中、みやびが小声で話し掛けてきた。

「あ……。怖かっただろ。ごめんな」

「う、うん……」

　みやびは先のやり取りの際、城上の怒鳴り声に怯おびえていた。

　そのことが申し訳無く謝ると、みやびは首を振る。

「そ、それはいいの……。だけど私が話したいことはそうじゃなくて……。…………。そ、その前のこと。……ほ、本当に何も見えてなかった？」

　どうやら転んだ際のことをまだ気にしていたらしい。

「もし見えてたら、こんなに平静を保ったまま、みやびと話なんて出来ないって」

「あ……。そっか……よかった。ふふっ……」

　模擬戦の最中とは思えないような会話に、少しだけ気が抜け──

　城上とのやり取りで僅わずかに残っていた心のざらつきが、無くなったような感じがした。

「……ありがとな、みやび」

「え……？　な、何が……？」

「みやびがいてくれてよかったなと思ってさ」

「え……!?　よ、よかったって……どど、どういう意味なのかな……？」

　困惑するみやびに、俺はただ笑って返すばかりだった。



　中央広場と空の広場を繋つなぐ大通りの路みち。その距離は七十メートル程といったところか。

　俺たちは途中の店舗で身を隠しつつ、第四の広場──空の広場へ向かうことにした。

「じゃあ俺とユリエとタツは右手側を行く。橘たちばなたちは左手側を注意して進んでくれ。トラ、殿しんがりなんだから後ろには気をつけろよ」

　中央広場と空の広場は、これから進もうとしている大通りとは別に、細い通路でも繋がっている。

　もしリーリスがそちらから回り込んで来たら、背後からの攻撃を受けることとなるため最後尾を進む者の立場はとても重要だ。

　一応、一階と二階の細い通路には城き上がみたちのグループからそれぞれ一人ずつ見張りを置いて貰もらったが、それでも確実に安心とは言えないだろう。

「ふんっ。貴様こそ先頭を切って真っ先に撃たれないようにするんだな」

「大きなお世話だ」

「お互い様だ」

　ごん、と拳をぶつけ合い、通路の左右へと散る。

　一、二階の両グループが動き出す。

「静かですね、トール」

　既に戦闘による音は響いてこず、館内は静けさに包まれている。

「ああ。注意して進もうな」

　もしリーリスが倒されたのならば、誰かが勝ちどきを上げるだろうがそれも無い。

　となればリーリスはこの先で待ち構えている可能性が高く、否いやが応おうでも緊張が高まってくる。

　身を低くし、先の店舗へ向かって身を低くしダッシュする。

　銃撃は──無い。

　店内へ入り人影の有無を確認するが、特に問題は無し。

　安全だと手で後続を招くとまずユリエが、次いでタツが走り込んでくる。

　通路の反対側では橘を先頭にしてみやびとトラが後を追う。

　距離にして半分ほど通路を進んで尚なお、銃声は聞こえない。

（狙撃をしてくるならそろそろか……）

　空の広場には屋上へ通じる階段があるから注意が必要だ、と橘が言っていた。

　だが、開始直後の突撃を考えるに、突然襲撃をしてくる可能性も捨てきれない。

　緊張から生じる重苦しさの中、少しずつ空の広場が近付いてくる。

「トール。あれを」

　ユリエが指した先──広場で三人の男子が倒れ伏していた。

　その先の屋上へ通じる階段、その半ばにも倒れた女子の姿が見える。

　警戒を強めて移動しつつ、身を隠す店内へ目を配り──

　昊陵の女子制服が見えたことでギョッとする。

　が、髪の色は黒だったことで胸をなで下ろす。

　壁にもたれ掛かった黒髪の女子の近くには、もう一人倒れている姿が目に入る。

　二人ともこの店に隠れていたが、リーリスに見つかってやられたのだろう。

　店内に誰かが隠れている様子は無く、後ろのユリエたちへ向かって進んで大丈夫だと合図を送る。

「トール。何かおかしい気がします」

「ああ、俺もそう思う。ここまで動きが無いとなると……」

　再び俺たちの想定外の動きをしてくるんじゃないか。

　そんな思いが脳裏をよぎり、迷いが生じる。

　迷いは集中力を乱し、隙を生み──

　この瞬間を狙われた。

　襲撃が来たのだ。

「ダメよ、九ここの重え透とお流る」

　突然の呼び掛けは、思いも寄らぬ方向からだった。

「──なっ!?」

　振り返ると、黒髪の女子が《銃ライフル》を構えていた。

「一度闘いが始まったら迷いは禁物よ。致命的な隙が生まれるだけ。こういう風にね」

　黄金色の髪イエロートパーズを覆おおい隠していた黒髪のウィッグを放ほうり捨て、リーリスが苦笑する。

「ベタだと思ったけど、案外通用するものね」

　銃口はあきらかにユリエへと向けられていた。

「ユリエ!!」

　銃声が静寂を破り──

　銀色の少女は寸でのところで弾丸を躱かわす。

　ほぼ同時に、タツが雄お叫たけびを上げて《偃えん月げつ刀とう》を振るう。

　──が、リーリスはタツの頭上を飛び越えて攻撃を躱し、《偃えん月げつ刀とう》は棚を薙なぎ倒しただけだった。

　くるん。《銃ライフル》がリーリスの手元で回る。

「タツ、避けろ──っ!!」

　けれど俺の叫びもむなしく、再び放たれた銃弾はタツの頭部を貫いた。

　力を失った巨体が崩れ落ちる中、黄金の少女は店外へ飛び出す。

　そのまま通路中央にある大型ポールライトを駆け登ったかと思うと、二階の通路へ飛び移った。

「ユリエ、よく避けられたな」

「ヤー。トールが対策は有効だと確かめてくれましたから」

「そ、そうか……」

《楯》で防ぐための対策を、回避のために使ったと聞かされ、驚きを禁じ得ない。

「──っと、上は……!?」

　突然の襲撃に、二階を進んでいた城き上がみグループが混乱に陥る声が聞こえてくる。

「くっ……！　これ以上好き勝手やらせてたまるか!!」

　俺は廊下に飛び出るとポールライトを蹴り、その反動で飛び上がると吹き抜けを囲うガラスフェンスへ手を掛ける。

　そのまま二階通路へ降り立つと泉いずみが倒れていて、その先では城上に《銃ライフル》を突きつけたリーリスの後ろ姿が目に映った。

「リーリス!!」

「あら、九ここの重え透とお流るじゃない。あんたは最後の楽しみメインデイツシユなんだから、大人しく待ってなさいよ」

「生あい憎にく、待つのは苦手でね」

「女を待てない男は嫌われるわよ」

　そう言ってリーリスの指に力が入った瞬間──

「うぉおおおおおっ!!」

　俺は大声で叫びつつ、間合いを詰める。

「──っ!?」

　反射的にリーリスの視線が動き、手元がぶれる。

　放たれた銃弾は城上の頭ではなく、鎖骨付近を掠かすめた。

　城上は床に吹き飛ばされるようにして倒れるも、意識を飛ばされたわけじゃない。

「城上、逃げろぉっ!!」

　再び叫びながらリーリスへ──胸の薔ば薇らへ目掛けて拳を振るうも躱かわされる。

　しかし身体ごと飛び込む形で振るったため、その勢いで二人の間に割り込み、城上を背にして《楯》を構える。

「九重っ！　てめぇ何のつもりだ!?」

　背後からの城上の怒鳴り声が飛んで来る。

「何のって……仲間だから──って言いたいところだけど、体が勝手に動いただけだ」

　答えつつも、黄金の少女から視線を外さない。

「体が勝手に動いただぁ？」

「ああ。誰かが俺の前でやられていく……そんなの御免だからな。だから早く逃げろ！」

　あの夏の日に脳裏へ刻まれた光景が、俺の体を動かしていた。

《生存闘争サバイヴ》はただの模擬戦であり、誰も死ぬことなどないとわかっていても。

「…………。くそっ……！　くそっ、くそっ、くそぉっ!!」

「──っ!?　城上!!」

「うるせぇっ!!　誰が逃げるかよっ!!」

　逃げるどころか、《焔牙ブレイズ》を構えてリーリスへ向かって行く城上。

　無論、リーリスは大人しく待っているわけがなく《銃ライフル》を構えると──

　容赦無く城き上がみを撃ち抜いた。

「助けられなくて残念だったわね。だけどまだまだこれからよ」

「……俺以外の全員を先に倒すつもりか」

「そうよ。最後の楽しみメインデイツシユって言ったじゃない」

　くすりと笑みを浮かべたリーリスへ向かって一気に間合いを詰める。

「これ以上、誰もやらせない!!」

「しつこいわね。少し大人しくしてなさい」

　例の如く《銃ライフル》を回し、俺へと銃口を向けるリーリス。

　ギキィンッ!!　肩を狙って放たれた弾丸を《楯》で防ぐ。

「この距離ならそうそうは食らわないぜ!!」

　銃口の向き──射線へ最大級の注意を払い、見極める。

　銃弾を避けきることは困難であっても、狙っている場所さえわかれば《楯》で防ぐことが出来る。

　これこそが、俺の用意していた《銃ライフル》対策だった。

　欠点は距離が空けば空くほど銃口の僅わずかな角度の違いが大きな差となり、弾道を見極め難にくくなること。

「やるわね……!!」

　踏ふみ込み、薔ば薇らへ目掛けて拳を打ち込む。

　その一撃は銃身で受け止められるも、そのまま連携攻撃コンビネーシヨンアタツクへ移行して間を置かず攻める。

（このまま押し切る!!）

　けれどリーリスは余裕の笑みを崩さず、上う手まく俺の攻撃を捌さばき続けるその最中──

　くるんと《銃ライフル》が手元で回される。

（……なんだ!?）

　本来ならその隙を突くべきだというのに、驚きと疑問によって攻撃の手が鈍ってしまう。

　無論、リーリスはそれを見逃してくれるような相手じゃない。

　至近距離で銃弾が放たれ、《楯》で弾はじいたと思った直後──

　動きの止まった俺の足を、鞭むちのようなローキックが派手に叩たたいた。

「っぐ!!」

　リーリスは攻撃の手を休めず、続けて前蹴りが飛んで来る。

　咄とつ嗟さに《楯》で受け止めるも、彼女の狙いは俺を攻撃することじゃなかった。

《楯》を蹴り、その反動で後ろへ跳んで間合いを空けるリーリス。

（しまった、この間合いはこっちが不利だ……!!）

　五メートル以上の距離を空けられ、射線を正確に見極められなくなってしまう。

　発砲音とほぼ同時に、俺は近くの店の中へと飛び込んだ。

「ふふっ、そんなに無様に逃げなくても大丈夫よ。今のは威嚇、あんたを狙ってなんかいないわ。あんたは最後の楽しみメインデイツシユだって言ったでしょ」

「くっ……！」

　店の陰に隠れたまま、遊ばれていることに歯は噛がみした瞬間だった。

「九ここの重え！　一旦退こう!!　他の者も退いて体勢を立て直すんだ!!」

　姿は見えなくも、橘たちばなの声が響き渡る。

　リーリスの奇襲によって、こちらは既に連携を組んで闘えるような状況ではないと判断したのだろう。

　特に二階のグループは城き上がみと泉いずみを失い、残ったやつらは完全に浮き足立っていた。

（仕方ない、橘の言うとおりここは退くか……！）

　だが、俺が撤退をしようとしたそのとき──

　目の前を銀色の疾風が駆け抜けた。

「ユリエ!?」

　長い髪をなびかせ、ユリエがリーリスへと迫る。

「無理をするな、ユリエ!!」

「ナイ。大丈夫です……!!」

　普段、冷静に闘いを進めるユリエらしくない判断だと思った。

「あら、逃げないの？　見逃してあげるつもりだったのに」

　けれど向かってくるなら話は別だとばかりに、リーリスは引き金を引く。

　が、ユリエの反応は素晴らしいものだった。

　飛びのいて銃弾を躱かわすと壁を蹴り、一気に間合いを詰めて《双剣ダブル》で斬りかかる。

　しかし──

「……素直過ぎる動きね」

「──っ!!」

　リーリスはその上を行く。

　左右から襲い来る《双剣ダブル》が交差する刹那──

　下から銃床を叩たたきつけることで刃を跳ね上げた。

　瞬間、ユリエは完全に無防備となり──

　ドボォッ!!　リーリスの膝がユリエの腹部に突き刺さる。

　リーリスは続けて足そく刀とうでユリエを蹴り飛ばした。

「か、はっ!!」

　小さな体がガラスフェンスに叩きつけられ、ステンレス外構が歪ゆがみ──

　ガシャァンッ!!　ガラスが砕け、ユリエの体が吹き抜けへと投げ出された。

「残念ね、ユリエ＝シグトゥーナ。もう少し張り合いがあると期待していたけれど……」

　銀色の髪シルバーブロンドと割れたガラスの破片がキラキラと光を反射する中、黄金の少女は《銃ライフル》を回し──銃口をユリエへと向けた。

「この子の力になれなかったわね、九ここの重え透とお流る」

「ユリエ────っ!!」

「……終わりよ」

　乾いた音が響き、弾丸が無慈悲にユリエを貫く瞬間──

「させるかっ!!」

　小さな体を攫さらう影。

《鉄鎖チエイン》の先端を天井付近に引っ掛けた橘たちばなが、振り子のような動きでユリエを空中で掴つかまえる。

　そのまま一階へ着地するなり、橘はユリエを抱えたまま、《銃ライフル》の射線をポールライトや観葉植物で遮りつつ駆けてゆく。

「九重！　退くぞ!!」

　再度の撤退宣言に、俺も急いでその場から走り去る。

　最後に振り返ると、リーリスは《銃ライフル》を構えることもなく俺たちの撤退を見送っていた。

　その顔には、相も変わらず余裕の笑みが浮かんでいるであろうことが容易に想像できた。



　第四の広場──空の広場から僅わずかに西へ進んだ店舗の中に入り、俺たちは一息つく。

「ふんっ。追っては来ないようだな」

「……ああ、追ってくる様子は無かったから、見逃されたってことだろうな」

　今ごろは、俺たちと反対の方向へと逃げて行った二階のグループを追っているのだろう。

（くそっ、想像以上に厄介な相手だ……！　接近戦もかなりのものだし、まさかユリエまで返り討ちに遭うとは……）

「ユリエ、大丈夫か？」

「や、ヤー……。少し左肩が痛みますが大丈夫です」

　ユリエは少しふらつきつつ答える。

　その後ろでは、橘が険しい表情を浮かべていた。

「……肩が外れているのに何が大丈夫なものか。応急処置をするまでじっとしていたまえ」

「脱臼って、ユリエ……！　だから無理をするなって言ったじゃないか……！」

「……ごめんなさい」

　顔をしかめる橘と俺に、しゅんとなるユリエ。

「それより急いで肩の処置をせねばな。包帯があればいいのだが、誰か持っていないか？」

「ご、ごめんね。持って来てないかな……」

　橘に問われるもみやびが首を振り、次いで全員が首を横に振る。

「俺が探し──」

「いや、僕が探してこよう。透とお流るは見張りをしていろ」

　俺の返事も聞かずトラが店外へと出て行く。

　出て行く瞬間、「僕じゃ間が持たん。任せる」と言って。

　確かにそうかもなと思いながら、俺はトラの背中を見送りつつ苦笑した。



「ありがとうございます、巴ともえ」

　しばらくしてトラが包帯を見つけて戻ってくると、橘たちばなが応急処置を施す。

　服を脱がせて行うとのことで、俺とトラは外で見張りをすることにした。

「……処置をしたとはいえ、くれぐれも無理をしないようにな」

　どうやら処置は終わったようで店内に入ると、橘はまだ険しい表情を浮かべていた。

「まあまあ、ユリエもそこはわかっているだろうし何度も言わなくても……。それより、俺からも礼を言わせてくれ。ユリエを護まもってくれてありがとうな、橘」

「ふふっ、仲間を護るのは……当然、の……こ、と……」

　笑みを見せるも、橘の声に力が無いと思うと同時──

　橘がふらつき、俺にしなだれかかってくる。

「た、橘っ!?」

　慌てて抱き止めると、橘の体は力が抜けて重く、呼吸が荒いことに気付いた。

「おい、橘？　どうしたんだ、橘っ、橘────っ!!」

　直後、俺たちは知る。

　橘の制服に、銃弾による風穴が空いていたことを。
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　遠くからヘリのローター音が近付いてくる。

　リーリスの所有するそれとは違い、タンデムローター式の大型機だ。

　あらもーど屋上にて、月つき見み璃り兎とは東京湾上空に見えるヘリから特設モニターへ視線を映し、呟つぶやく。

「そろそろクライマックスってところだな」

《生存闘争サバイヴ》開始より四十分──

　館内の一年生は透とお流るたちを除き、ほぼ全員がリーリスの手によって倒されていた。

「途中で銀髪がやられそうになったときはどうなるかと思ったぜ」

「そうなれば、見どころはほぼ無いままに終わりですわね」

　静かにモニターを眺めていた朔さく夜やはくすりと妖しく微笑ほほえみ、サラの淹いれたミルクティーで唇を湿らせる。

「おいおい、もし銀髪があの時点でやられても《異能イレギユラー》が残ってたじゃねーか」

「片翼の欠けた《絆双刃デユオ》では、彼女には勝てませんもの」

　うさぎ耳を着けた部下へ断言で返す朔夜は、また一口ミルクティーを飲む。

「……そもそも、現時点であの二人が彼女に勝てる見込みなどまずありませんわ。たとえ同じ退けし者と言えども、ね」

「ったく、ちびっ子とは思えねードライさだな。……あー、ところで話は変わるけどよ」

「何ですの？」

「あれはアンタの招待客かい、理事長？」

　璃兎が天を指し、問う。

　大空へ浮かぶは大型輸送ヘリ。先ほど湾岸上空に見えたものだ。

「少なくとも、私にはお招きした憶おぼえはありませんわ」

「……私もです」

　これまで後ろにて無言で控えていたサングラスの男──三み國くにが口を開く。

「ふぅ、残念ですわね……。せっかくのクライマックスを見ている暇が無さそうですわ」

　朔夜は嘆息すると、最後の一口分を残したまま立ち上がった。



　降下したヘリから二十人近い屈強な男が降りてくる。

　どの男も口元しか見えないヘルメットを被かぶり、戦闘服ボデイスーツの上から胸部や腕を装甲で覆おおい、手には突撃銃アサルトライフルを持つという物々しい姿をしていた。

「見たことの無い部隊ですね」

　無駄なく動き、左右に分かれて道を作る男たちを見て三國が言う。

　様々な情報関連を扱うことを主としている彼は、世界中の特殊部隊、組織のことが頭に入っている──が、その三國をして目の前の男たちは正体不明アンノウンであった。

　しかしながら三國は勿もち論ろんのこと、朔夜たちにも動揺の気配は無い。

　やがて男たちの中央を悠々と歩いてくる二人の人物があった。

　一人は左右に並ぶ男たちと同様、戦闘服に身を包んでいるが、他の者とは違いヘルメットを被かぶらず素顔を晒さらしている。

　年齢は透とお流ると同じくらいだろうか。射いるような双眸を持つ白人の少年だった。

　もう一人の男は白衣を着込んだ痩そう躯くの老人だ。

　白い髪は元が何色であったのか定かではないが、青みがかった瞳と高い鼻から、こちらも西洋人と窺うかがい知れる。

　男たちが足を止めると、朔さく夜やは一歩前に出てスカートを摘まみ、一礼をする。

「はじめまして、お客人。本日はどのようなご用向きでこちらへ？」

「なぁに、少々散歩をな」

　朔夜の問い掛けへ返したのは老人の方だった。

「くすくす、ご冗談を。散歩とはご自分の足で行うものですわよ」

「ふはは、これは手厳しいが一本取られたわい。では……遊覧ついでに若い者と世間話をしに来た、というのはどうじゃね？」

「ええ、それでしたら喜んで」

　銃を手にした男たちを前にしているという異様な光景だというのに、朔夜にはまるで物もの怖おじをする様子は見られない。

「しかしまぁ、降下するときには撃ち落とされやしないかと冷や冷やしていたものじゃよ」

「いやですわ、ここは日本ですのよ。そのような物騒なことをしたら大騒ぎになりますわ」

「ははは、それもそうじゃったな。どうりでそちらの彼も身軽そうなお姿じゃの」

「必要がありませんので……」

　視線を向けられた三み國くにが答える。

　軽装なのも当然だ。

　彼ら《超えし者イクシード》は、銃などといった武器を携帯する必要など無いのだから。

「なるほどなるほど。さすがは噂うわさに名高い《超えし者イクシード》といったわけじゃな」

　常人ならば知り得るはずのない単語を口にし、パンパンと短く拍手をする老人。

　けれど朔夜たちはいずれも驚く様子は無い。

　当然だ。銃を手にした部隊を引き連れた相手が、常人であるはずがない。

「おや、少しばかりは反応を見せてくれると思ったのじゃが……」

「ご期待に応えられず申し訳ありませんわ。……ところで、そろそろお名前をお伺いしてもよろしいですの？　それともこちらから名乗った方が？」

「ふははっ。それには及びませんぞ、九つ十く九も朔夜殿。いや──《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》とお呼びするべきかの」

「…………」

　ここで初めて朔夜の表情が動く。

「さすがにこちらは反応がありましたのう。いやぁ、よかったよかった」

　僅わずかにではあるが確かに見せた驚きへ、まるで悪戯いたずらが成功したかのように老人はひどく楽しそうにカラカラと笑う。

「申し遅れてすまなかったの。儂わしは《装鋼の技師エクイプメント・スミス》──エドワード＝ウォーカー。噂うわさに聞く魔女殿に一目会いたくてこうして推参したわけじゃ」

「──《七曜レイン》の一人とは存じず御無礼を。お会い出来て光栄ですわ、《装鋼の技師エクイプメント・スミス》様」

　にこやかな表情を浮かべ、朔さく夜やは改めて頭を下げる。

　老人の二つ名を知ったことで、目前の男たちの所属する組織まで到達する。

　敵──というわけではない。少なくとも、現時点では。

　けれど警戒すべき組織であることは確かで、本来ならばここから当たり障りの無い会話に交えた腹の探り合いが始まるのが世の常なのだが──

「あのさ、じいさん。まどろっこしい会話とか抜きで本題に入ろーぜ。どーでもいい話がだらだら続くと眠くなるっつーの」

　言葉通り、璃り兎とが退屈そうに大あくびをする。

　あまりにも空気を読めていない発言と行為に、《装鋼の技師エクイプメント・スミス》と名乗る老人は目を見開くと──

「ふははははっ!!　手厳しい一言じゃな。はーっはっはっは!!」

　額に手を当て、ひとしきり大笑いをする。

「下の者が失礼を」

「いやいや、話が長くなるのは老人の悪い癖でな。《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》を退屈せしめないよううさぎ耳のお嬢さんに従って本題に入らせてもらおうかの」

　好こう々こう爺や然とした笑みを浮かべたまま、エドワードは朔夜の前へと突如姿を現した本当の理由についてを語り始める。

「一言で言えば同盟交渉じゃよ。《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》殿、其方そなたの力を貸して頂きたい」

「……ご冗談を」

「いやいや、どこまでも本気じゃよ。儂は其方の祖父とは旧ふるき友でね。彼の優秀さは誰よりも理解しているつもりだし、その血を色濃く受け継ぐ其方の素晴らしさも伝え聞いておる。だからこそ、敬意を払ってこうしてこの儂自らが出向いて来たというわけじゃ」

「──そう、お祖じ父いさまの……。けれど残念ですが私の答えが変わることはありませんわ」

　朔夜の答えにエドワードはほぅと短く呟つぶやいた。

「どうあっても？」

　改めての問いに、朔夜は勿もち論ろんと小さく頷うなずく。

「ふむ、残念じゃな。其方や祖父殿と儂らはかなり近い──故に手を携えることも可能だとは思ったのじゃが……。はてさて、となると──」

「交渉が決裂した以上、実力行使でうちの理事長を連れて行く──だろ？」

　一瞬、間が空いたところで璃兎が言葉を続ける。

「ふははははっ!!　本当に面白いことを言う」

「くはっ、だけどその通りなんだろ？」

「その通りじゃよ、うさぎ耳のお嬢さん。ついでに言えば──」

　エドワードは後ろに控えた少年へ視線を送る。

「彼らに与えた《力》の運用テストも兼ねておってのう。名だたる《超えし者イクシード》を相手になど、望んでもなかなか出来ることではないのじゃからな」

「いいねいいね、その自信。たまんねーなぁ」

　舌なめずりでもしそうな勢いで、璃り兎とは喜びを露あらわにする。

「さて、《Ｋ》くん。後はキミに任せようかの。間違っても《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》殿を傷つけたりせんようにな」

　エドワードが後ろへ下がると、白人の少年──《Ｋ》が傍の男へ命令を下す。

「お前は二人ほど連れて館内へ。ブリストルの娘を確保するように。抵抗するようだったら、死なない程度に痛めつけて構いませんよ」

「……あら、リーリスにも御用件がありますの？」

「当然です。彼女の使い途はいろいろとありますから」

「もしドーン機関への交渉にお使いになるつもりでしたらお薦めしませんわ。いくら彼女が《特別エクセプシヨン》とはいえ、不利な状況が生まれるくらいでしたらこちらはあっさりと見捨てますわよ」

「構いませんよ。交渉に使えずとも、《装鋼の技師エクイプメント・スミス》殿には興味深い対象でしょうからね。──さあ、行きなさい!!」

《Ｋ》の号令で、三人の男が館内へと入っていく。

「えーっと残ったのは……十五人か。くはっ、アタシを相手にするってーならこの百倍は連れて来いって話だわな」

「さすがは《超えし者イクシード》ですね。この人数を相手に怯ひるむどころか、絶対的に戦力が足りないとまで言い放つとは……。ならば、多少はお楽しみ頂けるよう努力しますよ」

　両手を拡ひろげ、不敵な笑みを《Ｋ》は見せる。

　丁寧ながらも、どこか慇懃無礼さを感じる《Ｋ》の口調は聞いていて不快だ。

「我々も人を超えた存在ですのでね」

　直後、周りを囲む男たちが常人では有り得ない速度で散開し、朔さく夜やたちを取り囲む。

「……強化外装といったところですか」

　男たちが動く寸前、装甲から僅わずかに発生した機械音を三み國くには聞き逃さなかった。

「まだ調整も済んでいない試作段階ですがね」

「くはっ。おもしれーぜ」

　歪ゆがんだ笑みを浮かべ、璃兎が《牙剣テブテジユ》を具現化させる。

「その他人を見下したツラに敬意を表して、本気でぶっ殺してやるぜ」

　が──

「お待ちなさい、璃兎」

　璃り兎とを制したのは、彼女の主であった。

「《位階限定レベルリミツト》を掛けていない今の貴女あなたが全力を出したら、この建物が壊れてしまいますわ」

「ついでに言わせて貰もらえば君の《焔牙ブレイズ》は大変に目立ちますので、私としては事後処理がとても面倒です」

　主に続き上司からも下がれと言われ、渋面となる璃兎。

「璃兎。貴女は私とサラの護衛を。三み國くに、貴方あなたは彼らへ静寂の刻を贈りなさい」

　璃兎が下がると、三國は自身の《焔牙ブレイズ》を具現化させた。

　その手に現れた《魂》の武器を見て、《Ｋ》は嘲笑する。

「まさかとは思いますけど、その貧相な《突錐剣ステイレツト》一本で我々の相手をしようとでも？」

「貧相、ですか……。むしろ私に言わせて貰えば、その程度の戦力で覚醒した《超えし者イクシード》を相手に出来るなどと思われたことが大変不本意です。それともう一つ──」

「──っ!!　それは……!?」

　直後、その異様な光景を──

　三國の周囲に浮かぶ十二本の《突錐剣》を目にし、《Ｋ》は息を呑んだ。

　両手を広げるようにし、三國が答える。

「私の刃は十三本です」



    

  
    
      


■第七章『《魂ちから》を』





「すまない……。足手まといに、なって、しまって……」

　橘たちばなを床に寝かせると苦しげに、それ以上に申し訳なさそうに言う。

《魂》を撃ち抜かれたことで受けた精神へのダメージはかなりのもののようだ。

　撃たれた腹部が重く、かなりの疲労感に襲われていて意識を保つのがやっとらしい。

「すみません。私が不用意に近付いたせいで……」

「気にしなくていい──と言っても無駄だろうね。だから、謝罪よりも……勝利の報告をしてくれることの方が、嬉うれしい、と言わせて貰うよ……」

「……だとさ、ユリエ」

「や、ヤー！　勝ちます、必ず……!!」

　改めて決意を固め、強く誓うユリエに橘は微笑する。

「ふふっ、そう気負うことは無い。……というより今日のユリエは最初からどこか気負っていたように思えるよ……。そうでもなければあのとき、深追いすることは無かったのでは、とね……。何かあったのか、ユリエ？」

「……ナイ。何もありません」

　一瞬だが、ユリエが俺に視線を向けてくる。

（──？　今のは……）

　その視線の動きに、後ろにいたみやびやトラはもちろん、正面の橘たちばなも目を伏せていたため気付いた様子は無かった。

「……強敵だからってことで、気合いが入りすぎてたんじゃないのか？」

「ふふ、なるほどな。そうだとしたら、ユリエにも意外な一面があったということか……」

　ユリエの様子から俺は適当なフォローを入れると、橘は納得がいったようだ。

「だがユリエ。キミの武器は速さ……そして刹那を見極めるクールさだと私は思っている。そのことを忘れずに闘いに臨むんだ……」

「ヤー。アドバイスをありがとうございます、巴ともえ」

　ぺこり、とユリエが頭を下げたところで、かなり遠くから銃声が聞こえて来た。

　あの場から逃げた誰かが、もしくは隠れていた誰かがやられたということなのだろう。

「あと何人残ってるのかな……」

　不安そうにみやびが呟つぶやく。

「さあな。ただ、いつリーリスがこの西の果てにやって来てもおかしくないだろうな」

　だからこそ、それまでに何らかの策を立てておかなければ勝ち目は薄い。

「まず現状の把握だが──こちらの戦力は俺、ユリエ、みやび、トラの四人だな」

　とはいえユリエは脱臼の影響で、剣を振るえるのは右のみ。

　みやびの《騎兵槍ランス》は威力は頼もしいものの、《銃ライフル》に向かって突撃するのは無謀だ。

　今は思いつかないが、使えそうな手があったら組み込もうと次の確認へ移る。

「やっぱり、数の差は有効に使うべきだと思う。あいつの動きについて行ける俺、ユリエ、トラの三人で囲みつつ闘うのが妥当なんだろうな」

「ふんっ。それが出来ないから、こうして僕たちは劣勢に立たされているんだろうが」

「そう言うなって。だからまずは、リーリスをどうやって包囲するかを考えないとな」

「……場所は空の広場がいいと思います」

　ユリエの意見に同意する。

　狭い場所では二度目の遭遇戦と同様、多人数の利点を活いかせないからだ。

「問題は《銃ライフル》対策が有効な距離に持ち込めるかどうかだな……」

　こればかりは、やってみなければわからない。

「近付けたとしても注意してください。体術もかなりのものです」

　頷うなずきつつ先刻の闘いを思い返す。

　俺の得意な距離だというのに、ただの一発も打ち込むことが出来なかった。

　それどころか、攻撃を食らったのは俺の方ですらある。

　食らった一撃がローキックではなく銃弾だったら、あの時点で終わっていたはずだ。

（まあ俺を最後の楽しみメインデイツシユと考えてるから、《銃ライフル》は足止めとしてしか使わなかったんだろうけど……）

　頭や胸ではなく、肩を狙ってきたのはそういった理由からと思われる。

（ん……？）

　ふと、何かが引っ掛かった。

「ふんっ。《銃ライフル》に体術か……。まったく、たちの悪い女だ。その上、余裕を見せつけてくるところがまた忌いま々いましい」

「ああ。あの《銃ライフル》を回すクセか。…………。──っ！」

　トラへ返した瞬間、俺は何に引っ掛かったのかに気付いた。

　それは、先の攻防での違和感。

（なんでリーリスは接近戦の最中に例のクセが出たんだ……!?）

　一歩間違えば胸の薔ば薇らを散らされ、敗北するというのに。

　無意識なのか、それとも──

　あの動作を行わなければならなかったとか？

（──っ!!）

　ピースが嵌はまったような気がした。

　これまでリーリスが幾度となく見せたあの動作は、本当にクセだったのか。

　もし、俺の想像さえ正しければ──

《生存闘争サバイヴ》で、先の《咬こう竜りゆう戦せん》で見たリーリスの闘う姿を思い返す。

（リーリスは常に……。いや、待てよ……）

「透とお流るくん……？」

　唐突に黙り込んだ俺へ、みやびが話し掛けてくる。

「悪い、考え事をしてた。それよりみんな、聞いてくれ。……もしかしたらだけど──」

　全員の顔を見回し、続きを口にする。

「勝てるかもしれない」



　それぞれの配置につくため、ユリエとトラは店を出て行く。

「みやび、後は頼んだぜ」

「う、うん……。透流くんたちも頑張ってね」

　頷うなずくみやびの背後で横になる橘たちばなにも声を掛ける。

「それじゃあ、もう少しの辛抱だから頑張ってくれよ」

「ああ、わかっているさ……。私が休ませて貰もらうのは勝利報告の後だからな……」

　弱々しくも頼もしい答えに頷く。

「行ってくる」



　空の広場へ到着するなり、俺は一人で中央に陣取った。

　大通りと細い通路に繋つながり、さらには吹き抜けに囲まれている一階部分なので、二階からもよく見える場所だ。

　逆に言うと、狙撃にさえ注意すれば奇襲を食らいにくい場所でもある。

　ここで俺がリーリスを足止めし、周辺へ潜んでいるユリエとトラが出てくることで包囲を完成させる。

（その状況に持ち込めて、ようやくスタートラインなんだよな……）

　そこまでも、その先もつぎはぎだらけの綱渡り。

　果たして俺たちはこのロープを渡りきれるのか。

　どちらにせよ、後はリーリスが現れるのを待つだけだったのだが──

「トール……」

「ユリエ。隠れていないとダメじゃないか」

　潜んでいた場所から銀色の少女が姿を現してしまう。

　三方向からというのが重要なのだから、こうして二人で一緒にいたら包囲にならない。

「すみません。どうしても話をしたくて……。だから少しだけ……」

　申し訳無さそうなユリエの様子に、話は《生存闘争サバイヴ》の後にしてくれとは言えなかった。

「……体は大丈夫か？」

「ヤー。少し重いですが」

「そうか……。悪いな、無理をさせて」

「ナイ。それよりも悟られなければいいですね」

　そう言ってユリエは自分の胸元にそっと触れる。

　今のユリエは、普段より確実に動きが鈍っているだろう。

　その理由に気付かれるか気付かれないかが、勝負の分かれ目の一つだ。

「それで、話ってのは？」

「先ほど巴ともえの言ったこと──私が気負っていたということについてです」

　フォローを入れ、橘たちばなはそれで納得してくれたものの、俺自身は何かあると思っていた。

　ユリエが一瞬向けた視線に何も感じないほど、俺たちの付き合いは浅くない。

「巴の言う通りです。私には気負いがありました。あの人に対する気負いが……」

「……もしかして《絆双刃デユオ》の件でか？」

　チリン、と鈴の音を響かせ、ユリエが頷うなずく。

「トールは誘いを断り、あの人もそれで怒りました。ですがこの《生存闘争サバイヴ》でトールとあの人がお互いを認め合える間柄となったら……」

「俺がリーリスと《絆双刃デユオ》を組みたいと言い出すかもしれないって思ったのか？」

「……ヤー」

　チリンと鈴の音を響かせ、ユリエが頷く。

（そうか。だから──）

《絆双刃デユオ》に誘われたと伝えたとき以来、一緒に寝る夜が増えたこと。

《新しん刃じん戦せん》とは違って勝とうと言い出したこと。

　先に館内へ行っていいと言ったのに待っていたこと。

　無理をするなと止めたのにリーリスへ向かって行ったこと。

　どこかユリエらしくない言動や行動が続いた理由はすべて、俺の傍にいたいという思いの表れだったらしい。

　辻つじ褄つまが合い納得すると同時に、銀色の少女がとても可愛かわいく思えてくる。

　だから俺は──

「あ……」

　ユリエの頭を優しく撫なでる。

「俺はユリエと一緒で嬉うれしいって言っただろ。あの言葉に嘘は無い。絶対に、ずっとだ」

「トール……」

「安心、してくれたか？」

「や、ヤー」

　頷うなずくユリエに、もう一度頭を撫でる。

「よし。安心したところで気合いを入れ直さないとな。ただし入れすぎて気負うなよ？　頑張ってる橘たちばなに、勝ったぞーって報告をしないといけないんだからな」

「や、ヤー……!!」

　ユリエが力強く頷いた瞬間だった。

「……今が《生存闘争サバイヴ》の最中だって忘れてない？」

「「──っ!!」」

　突然、降ってきた呆あきれ返った声。

　声のした方向──頭上を見上げると、黄金色の髪イエロートパーズと蒼玉の瞳サフアイアブルーを持ち、胸には赤い薔ば薇らをつけた美少女がガラスフェンスへ座って足を組み、俺たちを見下ろしていた。

《銃ライフル》を手にしてはおらず、すぐにでも闘いをという意志は無いようだ。

「驚いたな、いつからそこに……？」

「気配を消すのは結構得意なのよ。狩りハントの際には重要なことだから」

　ふふっと笑いながら、瞳が細くなる。

「もちろん気配を感じ取ることも、ね」

「……俺たち以外は全滅ってことか」

「そうよ。だからこうして最後の楽しみメインデイツシユを頂きに来たの。というわけで──」

　言葉途中でリーリスはふわりと宙に身を躍らせ、そのまま一回転しつつほとんど音も無く広場へ着地する。

「まどろっこしいことはやめましょ。こっちが誘いに乗ってあげたんだし、そっちも出て来ていいと思うんだけど？」

「ふんっ。随分と余裕なことだ」

　リーリスの一言に、近くの店舗へ身を潜めていたトラが姿を見せた。

「まあ近くにいるのは予想がつくよな」

「当たり前でしょ。あたしの《銃ライフル》を相手に闘うなら、多方向からの攻めが効果的だもの」

「ははっ、そこまでわかってて付き合ってくれるなんてサービス精神旺盛だな」

「だってその方が面白いじゃない。ところで──」

　くすりと笑うと、リーリスが俺たちの顔を見回す。

「あと二人は？　……って言っても一人は銃弾を食らってたはずだし、もう一人はちょっと鈍そうだから、どっちも戦力にならないと判断して置いてきたってところかしら」

　二度の交戦の中で、冷静に周囲の動きや反応を観察していたらしい。

「よく見ているもんだ。だけど橘たちばなもみやびも──」

「一緒に闘います」

　ユリエが俺の言葉を継ぐように言い、胸元へ手を当てる。

「心は一緒ってところ？　そういうセンチメンタルな感覚は嫌いじゃないわ」

　僅わずかにだが、黄金の少女から笑みが消える。

「強い想おもいは《力》になる……。あたしはそう信じているもの」

　静かではあるものの、強い意志の篭こもった言葉。

　これまでとは違う雰囲気に、彼女にも背負う何かがあるのだと感じ取る。

「さて、そろそろ始めましょ。この《生存闘争パーテイー》の最後の闘いラストダンスをね！」

「約束通り、全力で行くぜ……!!」

「全力を出して尚なお、あんたが無力だと思い知らせてあげるわ!!」

　胸の《星紋アスター》に手を当て、黄金の少女が叫ぶ。

「《焔牙ブレイズ》!!」

　リーリスの手に《銃ライフル》が具現化されると同時、俺を中心にユリエとトラが左右に走る。

　先手を取ったのはリーリスだった。

　銃口が火を吹き、《楯》が銃弾を弾はじき返すと同時にトラとユリエが飛び込むことで攻守が逆転する。

《印短刀カタール》を避けた先に待つのはユリエの《片刃剣セイバー》。

　ジギィンッ!!　しかし振り下ろされた白刃は、銃身で受け止められてしまう。

「多少荒い剣筋だけど重くていい一撃ね。でも──さっきよりも動きが鈍いわ。剣も片手一本のみってことは、結構なダメージが残ってるってところかしら」

　瞬時にユリエの動きの鈍さを看破し、そこから怪け我がの度合いをリーリスは察する。

　間髪を容れず《銃ライフル》がくるんと回ったかと思うと、今度はユリエへと銃口が向けられた。

　けれど持ち前のクールさを取り戻した銀色の少女は、銃口の向きから射線を察して弾丸を躱かわす。

「こちらを忘れて貰もらっては困る!!」

　そこへ再びトラの《印短刀カタール》が横一文字に空気を斬り裂く。

「当然、忘れてないわ」

　言葉と同時、手元で《銃ライフル》を回すと今度はトラへ銃口が。

「ぐっ……!!」

　咄とつ嗟さに射線上から体を逃したトラだが、その表情が歪ゆがむ。

　リーリスが鞭むちのようにしなやかな蹴りをわき腹へ叩たたき込んだのだ。

《銃ライフル》を威嚇に使っての攻撃はカウンター気味に入り、一瞬だがトラの体が浮く。

　ぐらりとよろめくトラと入れ替わるようにして、俺が攻め込む。

「こいつでどうだ!!」

　左のジャブを見せ、右のバックナックルを繰り出すも、上体を反らされて空を切る。

　──が、その直後、リーリスはスウェーの体勢からそのまま足を跳ね上げた。

　後方宙返り蹴りサマーソルトキツクが頬ほおを掠かすめ、俺の足が止まってしまう。

　そこへ、着地するや銃口が向けられた。

「くっ……!!」

　咄とつ嗟さに銃身を蹴り上げて銃口を逸そらすと、弾丸が頬を掠めた。

　そこへユリエが間合いを詰め、俺との挟撃を行う。

　目まぐるしく入れ替わる攻守。

　だが、俺たちの猛攻を前にリーリスの薔ば薇らは花びら一枚も散る様子を見せない。

　リーリスの位置取りがいいというのもあるが、最たる理由が《銃ライフル》の存在だ。

　まともに食らえば一撃で戦闘不能となる決め手ライフルをちらつかせ、威嚇という形でこちらの踏ふみ込みを鈍らせてくる。

「何をしている、透とお流る、ユリエ!!」

　業を煮やしたトラが攻撃に割り込んでくるが、これまでよりもあきらかに動きが鈍い。

　さっきの蹴りで痛めたのだろうが、トラは痛みを口にすることなく攻撃を繰り出す。

「まったく、忙せわしないわね」

　呆あきれたように言うリーリスは、三対一という圧倒的不利な状況だというのに余裕の笑みが浮かんだままだ。

　けれどそれでも、少しずつ勝負の趨すう勢せいは俺たちへと傾いていく。

　ところどころで反撃はするものの、常に俺たち三人の動きを意識して動き、ひたすら守勢に回らざるを得ないリーリスの息が少しずつ切れてきたのだ。

「くらえっ!!」

　トラが屈んで回転足払いを放つもキレが無く、リーリスは軽くバックステップで躱かわす。

　──が、着地の瞬間、膝がかくんと折れた。

　ついに疲労が足に来たのだ。

「終わりです……！」

　千載一遇のチャンスと、ユリエがとどめの一撃とばかりに斬りかかり──

　刹那、リーリスが笑った。

「嘘フエイクよ」

「──っ!?」

　決めにいったがための大振りの一撃が、再度のバックステップで躱される。

「残念だったわね、ユリエ＝シグトゥーナ」

　大振りともなれば隙もその分大きく、そこへ銃弾が放たれた。

　ギィンッ!!　だが、二人の少女の間に割り込んだ俺の《楯》が銃弾を弾はじく。

「残念なのはそっちも同じだな、リーリス。この距離ならあんたの《銃ライフル》は通用しない!!」

「……やるじゃない、九ここの重え透とお流る。だけど──」

　リーリスが素早く手元で《銃ライフル》を回す。

「いつまでも同じ手が通用すると思わないことね！」

　瞬間、銃口の向きに集中し、《楯》を射線上へ置く。

「──なにっ!?」

　発砲の瞬間──俺は見た。

　銃口が僅わずかに下がり、射線が変わったことを。

　これまでは近距離だからこそ、銃口の向きを見極めることができた。

　けれど今回は近距離故に、急な射線の変化へ体の反応がついてこなかった。

「っぐあっ……!!」

　右の太ももを、釘くぎが貫いたかのような痛みに叫びを上げる。

「形勢逆転ね」

　がくんと膝をつく俺に、リーリスは愉たのしそうに言った。

「トール!!」「透流!!」

「来るな!!」

　手で二人を制する。

「三人一ヶ所にまとまったら、勝てるものも勝てなくなっちまう」

「トール……」

「あら、この状況から勝つつもり？」

　くるんと《銃ライフル》を回し、黄金の少女が笑みを浮かべる。

（やっぱりそうか……）

　リーリスはこの闘いに限らず、先の《咬こう竜りゆう戦せん》においても、《銃ライフル》を一発撃つ度に必ずこのクセを見せている。

　そこから推測できることがある。

　リーリスの《銃ライフル》は連射ができないのではないか、と。

《洋弓アーチエリー》使いの吉き備び津つは、矢筒から取り出すイメージで矢を具現化すると言っていた。

　リーリスもまた、《銃ライフル》を回すという動作により銃弾を再充填リロードしているのではないか。

　何より、もし連射が出来るのであれば闘いが楽になることは明白だというのに、理由も無しに連射をしないはずがない。

「トール、大丈夫ですか？」

　リーリスから目を逸そらさず、ユリエが聞いてくる。

「……これまでのように動くのは無理そうだな」

《焔牙ブレイズ》による攻撃だから痛みは既に無いものの、撃たれた部分の辺りがずしりと重い。

（あのまま三人で押し切れればよかったんだけどな……）

「満まん身しん創そう痍いって感じだけどまだ頑張るつもり？」

　俺は足を、ユリエは肩を、トラはおそらく肋ろつ骨こつを痛めている。

　このまま闘っても、押し切るどころか敗北が待っているだけだろう。

（……となれば、後はもうやれることは一つだけだな）

　俺は覚悟を決め、蒼玉の瞳サフアイアブルーをまっすぐ見据え、答えた。

「そうだな……。そろそろ終わりにするか」

「ええ。少し名残惜しくはあるけれど──何事にも、終わりはあるものね」

　黄金の少女が《銃ライフル》を構え──

　俺もまた、構える。

　弓を射いるかのように拳を引き絞り、力を溜ため込む。

　それが合図であり、ユリエたちが左右に飛ぶ。

「さっき、勝つつもりかって聞いたな？　ああ、そのつもりさ。俺たちは──勝つ!!」

　吼ほえるとともに、俺は力を解き放つ。

　自らの足元へ向かって。

　ビキィイイイッ!!　《Ⅱレベル２》の膂りよ力りよくによって放たれた雷神の一撃ミヨルニールがクレーターを作り出す。

「なっ……!?」

　大小様々な破片が飛び散り、反射的に後ろへ飛ぶリーリス。

　その姿を確認した瞬間、俺は上へ向かって叫んだ。

「今だ、みやび────っ!!」

「てやぁあああああぁぁぁ────っ!!」

　館内へ響く裂れつ帛ぱくの気合い。

　広場上空の屋上へ通じる階段から、みやびが《騎兵槍ランス》を手に突進チヤージを──いや、飛び降りてくる。

「──っ!!　考えたわね!!」

　リーリスの逃げる方向を限定させるために放った雷神の一撃ミヨルニール。

　続いて伏兵として待機していたみやびの騎槍突撃ランスチヤージが降ってくるが、俺の用意した策はこれで終わりじゃない。

　むしろリーリスがこれで終わるはずが無いと確信した上で、策には続きがある。

　リーリスは俺の期待に応えるように騎槍突撃ランスチヤージを避け──

　そこへほぼ同時にユリエとトラが向かって行く。

「このタイミング……！　避けきれない!?」

　一瞬でこちらの意図を察し、リーリスの表情から余裕の笑みが消えた。

　一人を《銃ライフル》で撃ち倒そうとも、再充填リロードの隙を突いてもう一人が確実に仕留める。

　これこそが、こちらの狙い……!!

「やられは……しないわっ!!」

　銃口がトラへ向けられる。

　咄とつ嗟さにトラは銃弾を躱かわそうとするも頭を掠かすめ、バランスを崩して倒れる。

　そこへユリエが間合いへと潜り込む。

　リーリスが再充填リロードを終えていないこの一瞬を狙って。

「今度こそ終わりです……！」

　刹那──リーリスが笑った。

「……終わるのはあんたの方よ、ユリエ＝シグトゥーナ」

「──っ!?」

《片刃剣セイバー》が振り下ろされる瞬間、再充填リロードを終えていないはずの《銃ライフル》を、その銃口を、ユリエの胸元へとリーリスは突きつけ──

　左ひだり上じよう腕わんに白刃が食い込むとほぼ同時、引き金を引いた。

　ズダァン……!!　乾いた音が響き渡り、ユリエの小柄な体が吹き飛び──

　床に落ちた。

「残念だったわね、嘘フエイクよ。再充填リロードが必要だとでも思った？」

　リーリスは俺に流し目を送りつつくすりと笑う。

　最初から、罠わなだったのだ。

《銃ライフル》を回す行為は再充填リロードであると思い込ませ、その隙を狙うよう《咬こう竜りゆう戦せん》のときから巧妙に準備されていた甘い嘘。

　だが──

「その可能性も読んでいたさ」

「え……!?」

　口端を上げた俺に、リーリスは虚を衝つかれた表情を見せる。

「嘘を見抜き、真実を暴かせて貰ったと言ったんだ!!」

　直後──

　チリン、と鈴の音が響く。

　リーリスが振り返り──蒼玉の瞳サフアイアブルーが驚きに染まる。

　漆黒の片翼で宙に舞う、銀色の少女を目にして。

「なっ……!?」

　ザンッ!!　咄嗟にリーリスが引き金を引くよりも速く剣閃が疾り抜ける。

「これで……チェックメイトです」

　黄金の少女の手から《銃ライフル》が離れ──床に落ちた。

「そ、そんな……確かに胸を撃ち抜いたはず──。……っ!!　それはっ!!」

　リーリスは気付く。

　ユリエの制服、その胸元に空いた風穴の奥で鈍く輝く《鉄鎖チエイン》の存在に。

「まさかそんなものを体に巻き付けているなんて……だから動きが鈍かったのね」

　斬られた右腕を左手で触れつつ、リーリスは言った。

「伏兵は二人だったということね……。さすがにやられたわ」

　床に転がる《銃ライフル》へ視線を移し、リーリスが感嘆の息をつく。

　そう、闘う前にユリエが口にした通り、俺たちはみやびだけでなく、橘たちばなとも一緒に闘っていたのだ。

「橘の頑張りが実ったってところだな」

　意識を失えば《焔牙ブレイズ》は形を失う──それが、頑張ってくれと言い残した理由だ。

「……ふんっ。僕が貴様の策に付き合ってやったということも忘れるなよ」

　銃弾が掠かすった衝撃からか、トラは頭に手を当てたまま言ってくる。

　リーリスに連射をさせ、俺が嘘に引っ掛かったと錯覚させるために、ひと役買って貰もらったというわけだ。

　かく言う俺も雷神の一撃ミヨルニールによって足元を砕いたまではよかったが、拳が衝撃に耐えきれず皮膚が裂け、噴き出した血で汚れている。

「…………。てっきり嘘に引っ掛かってるとばかり思ってたわ」

「確かに最初は惑わされそうになった。……だけど思い出したんだ。俺は以前、このあらもーどでリーリスが《銃ライフル》を撃つ姿を見ていたってことを」

　あのときリーリスは、間髪を容れず引き金を引いていた。

　では何な故ぜ、《咬こう竜りゆう戦せん》を境にそんな動作を始めたのか。

　決まっている。この《生存闘争サバイヴ》で、俺と闘うために始めたのだ。

　連射をしない理由はあった。

　俺が勝利を確信する最後の瞬間、すべてをひっくり返すという理由が。

「リーリス。《銃ライフル》を握れないんじゃ、これ以上はもう無理だろ」

　ユリエの斬撃によってリーリスは腕を上げることすら難しく、このまま闘ったとしてもまず勝ち目は無いだろう。

「……………………」

「リーリス。もう──」

「二度も言わないで」

「え……？」

　蒼玉の瞳サフアイアブルーが俺を射て──口元が動く。

「……まだよ」

　瞳に浮かぶは強い意志の光。

「私はまだ諦めない!!」

「──っ!!」

　黄金の少女は《銃ライフル》を蹴り上げた。

　斬撃によって右腕はほぼ動かない。

　上腕へのダメージで左手も動かすことが困難だろうに、それでも《銃ライフル》を掴つかむ。

「くっ……！」

　咄とつ嗟さに、俺自身の血で汚れた拳を引いて構える。

（この距離なら雷神の一撃ミヨルニールの衝撃波で薔ば薇らを散らせることは出来る!!）

　リーリスの引き金を引く指先に力が入り、俺の拳に宿った力が解き放たれる刹那──

　パァンッ!!　リーリスの《銃ライフル》とは違う乾いた音が響き、ほぼ同時に肩へ衝撃を受け、俺は膝をついてしまう。

「が、あっ……!?」

　僅わずかに遅れて焼け付くような熱と激痛に襲われる。

「うう、ぐ、ぁあ……な、何が……？」

　痛みを堪えつつ振り返ると、戦闘服ボデイスーツに身を包んだ三人の男が立っていた。

　中央の男の手には拳銃が握られ、その先端からは硝煙が上がっている。

（こいつが……俺を撃った、のか……!?）

「危ないところだったなぁ、リーリス＝ブリストル」

　その男が、野太い声でリーリスの名を口にする。

「リーリス……。誰なんだ、こいつらは……？」

　じくじくと痛む肩を押さえつつ問うも、首を振られる。

「知らないわ。誰よあんたたち。いったい何のつもり!?」

　キッと睨にらみつけながら、リーリスは男たちに正体を明かせと詰問する。

「《装鋼の技師エクイプメント・スミス》殿の手の者──こう答えればわかるだろう？　上官殿サーの命でアンタを迎えに来たってことさ」

　男の返答に思い当たる節があるらしく、リーリスが一瞬ハッとした。

　だがすぐに表情を戻し、男たちへ銃口を向ける。

「……お断りよ。あたしのダンスパーティーに土足で踏ふみ込む無礼な相手に付き合う義理は無いわ。だいたいエスコートをしたいのなら、招待状を送るところから始めることね」

「やれやれ……。こんな奥まで足を運ばせておいて返事はそれかい」

「迎えを頼んだ憶おぼえは無いわ」

「……なあお前ら。上官殿サーはこういう場合、どうしろと言ってたかな？」

「抵抗するなら死なない程度に痛めつけてから上へ連れて来い、だったぜ。ケヒヒッ」

　問われた後ろの男が下品に笑う。

「──だそうだ」

　言うが早いか、男が引き金を引いた。

　が──

　ジギィン……!!　《楯》によって銃弾を弾かれ、リーダー格の男は眉をひそめた。

　リーリスと男の間に立ち塞がる俺に、苛いら立だちの篭こもった問い掛けがされる。

「……何のつもりだ、ガキ」

「何がなんだかわからないが、リーリスは俺たちのクラスメイトでね。何より俺たちとの決着がまだついてないのに、勝手に連れて行かれると困るんだよ」

「九ここの重え透とお流る……」

「よく言った、透流。このままこの女が連れて行かれての時間切れタイムアツプ勝利など僕も許さん」

「トールたちの言うとおりです。だから──この人は私たちが護まもります」

　ユリエが、トラが俺の横に並び立つ。

「ガキどもが。ヒーローごっこの代償がどんなものかを思い知らせてやるぜ」

　続けざまに響く発砲音。

「なにぃっ……!?」

　けれどそのすべてがまたしても《楯》によって防がれたことで、男が驚きを見せる。

「生あい憎にく、今日はリーリスにずいぶんと鍛えられたんでね」

「……ガキとはいえ《超えし者イクシード》ってことか。だが……こいつはどうかな!!」

　男が今度は拳銃ではなく、突撃銃アサルトライフルを構える。

「──まずいっ!!　ユリエ、トラ、離れろ!!」

　単発ならともかく、乱れ撃ちをされたら防ぎきるのはさすがに無理だ。

「きゃあっ!?」

　咄とつ嗟さに俺はリーリスを抱えて横へ飛び、ユリエとトラも飛びのく。

「トラ、左をお願いします……！」「ふんっ、わかっている!!」

　体勢を整えるとほぼ同時、ユリエとトラが男へ飛び掛かった。

　だがリーダー格の男の後ろで控えていた二人が、ユリエたちの前へ立ちはだかり──

　ユリエの《片刃剣セイバー》を、トラの《印短刀カタール》をナイフで受け止める。

「びくともしない、だとっ……!?」

　トラが驚くのも無理はない。見た目とは違い、《黎明の星紋ルキフル》によって超化された俺たちの膂りよ力りよくは常人の比じゃないからだ。

「クク……。人を超えた存在が自分たちだけだと思っていたか？」

「なんだと……!?」

　衝撃的な発言に動揺した瞬間、トラは蹴り飛ばされ、ユリエは腕を取られて振り回され、床へ叩たたきつけられる。

　しかし、戦闘服の男たちの能力に驚きよう愕がくするのはここからだった。

「速い……!?」

　ユリエの表情が変わる。

　これまで、自分より速い相手は月つき見み一人しかいなかったからだ。

　もしユリエの体が万全だったとして、それでも追いつけない速さを男たちは持っていた。

　力と速さで上回られ、突撃銃アサルトライフルとナイフを駆使して襲い掛かる男たちは、二人を見る間に窮地へ追い込んでいく。

「ユリエ!!　トラ──っ!!」

「おっと、テメェの相手は俺がしてやるぜ」

　二人へ意識が向いた一瞬の後、リーダー格の男が目の前に立っていた。

　咄とつ嗟さに雷神の一撃ミヨルニールを放とうとするも、撃たれた肩が痛み、力が入りきらない。

「く、ぁっ……!!」

　そのまま拳を打ち込むも、軽々と片手で受け止められてしまった。

「《超えし者イクシード》ってのはこの程度か？」

　みしり……。拳を握り潰すように力を込められ、絶叫が喉を突く。

　男が歯を見せ、にたりと笑う。

「教えてやるぜ、ガキ。人を殴るってのはこうやるんだ……よっ!!」

　ドボォッ!!　腹部を突き上げる衝撃に胃が押し潰され、肺の中の空気が吐き出される。

「かっ……は、ぁ……!!」

《超えし者イクシード》以外の人を超えた存在。

　その凄すさまじい力に膝をつくと、顎を蹴り上げられた。

「ぐぁっ……!!」

　吹き飛ばされ、無様に床へ転がってしまう。

「と、透とお流るくん……!!」

「く、来るな、みやび……！　逃げろ……!!」

　駆け寄ってくるみやびへ叫ぶも、リーダー格の男が動く方が早かった。

　腕を掴つかまれ、みやびが捕らわれる。

「きゃあっ!?　は、離してぇっ!!」

「ククッ……。こんなのでも《超えし者イクシード》ってことか。なかなか力はあるみてぇだが、俺たちにとっちゃただの小娘ってことに変わりねぇな」

　リーダー格の男はみやびの首に腕を回して拘束すると、頭へ拳銃を突きつけた。

「ひっ……!?」

「うるせぇから叫ぶな。……さあ他のガキどもも抵抗をやめやがれ!!」

　勝負はこの時点で決まった。

　善戦を続けていたユリエとトラは、捕らわれたみやびを目にして《焔牙ブレイズ》を捨てるしかなかった。

「ちょろちょろ動いて手間ぁかけさせやがって!!」

　トラが対たい峙じしていた男に殴り飛ばされる。

　もう一人の男もまた、ユリエへ向かって拳を振り上げる。

「や……やめ、ろ……！」

「待ちなさい!!」

　その拳を止めたのは、誰あろうリーリスだった。

「……あんたたちに大人しくついていくわ。だからそれ以上、あたしのクラスメイトに手を出すのはやめて貰もらえるかしら」

「イヤだと言ったら？」

「あたしを殺さないように連れて帰るのがあんたたちの役目なんでしょう？」

　そう言ってリーリスは、床の破片──先が尖とがったそれを自らの喉元へ突きつけた。

「その子から汚い手を離しなさい」

「オーケーオーケー。大人しくついて来るならそうしよう。が──」

　リーダー格の男はみやびを突き放すように解放する。

　ただし銃口はみやびへ向けられたまま、男はリーリスへ歩み寄ると──

　ぱぁんっと乾いた音が黄金の少女の頬ほおを打つ。

「口も大人しくしてくれないとなぁ、ブリストルのお嬢さん」

「そうしておくわ」

　ニヤニヤとした笑みを浮かべる男を、リーリスは恐れることなく睨にらみつけた。

「それじゃあ上まで来て貰もらうとするか」

　リーリスの背中に銃を突きつけ、男たちは空の広場を立ち去ろうとする。

「り、リーリス……!!」

　俺が名を呼ぶとリーリスは足を止め、振り返る。

「…………。決着がつけられなくて悪かったわね、九ここの重え透とお流る」

　それだけを言って、リーリスは男たちとともにこの場を立ち去った。

「くそっ……!!　あいつら……!!」

　何も出来なかった。

　自分の無力さに苛いら立だち、床へ拳を叩たたきつける。

「ご、ごめんなさい……わたしが、捕まらなければ……う、ぐすっ……」

　大粒の涙がみやびの瞳から零れ落ちた。

　ユリエは泣き崩れるみやびの頭を撫なでる。

　その姿に、俺の胸が強く痛んだ。

「透流。まさかと思うがこのまま終わりだとは言わないだろうな？」

「……ああ、もちろんだ」

　トラへ頷うなずくと、軋む体に活を入れて立ち上がる。

「みやび、もう泣くな」

「で、でも、でも……わたし、が……ううっ……」

「いいんだ。誰も責めてなんかない。それにリーリスは俺が助けてくるから、もう泣かなくて大丈夫だ」

「透流……くん……」

　みやびが瞳を濡らしたままに俺を見上げ、頷いて返す。

「私も行きます。私はトールの《絆双刃デユオ》、闘うときは一緒です」

「ふんっ、僕のことも忘れるなよ。あいつらには借りを返さねば気が済まない」

「そうか……。ありがとう、二人とも」

　先の闘いで劣勢だったにもかかわらず、それでも二人の心は折れていないことが頼もしい。

「だが、どうする？　忌いま々いましいことだがあいつらは僕たちよりも強い。まともにやって勝てる見込みは無いぞ」

　トラの言うとおりだ。

　ならば奇襲、奇策で勝ちの目を見出すしかない。

（考えろ……！　俺たちのそれぞれの持ち味を活いかしての策は何か無いのか……!?）

　血にまみれた拳へ視線を向け、思考を──

「──っ!!」

　ふと、この拳が作り上げた巨大な穴が視界に入った。

「トール。何か思いついたのですか？」

「……ああ、一応な。少しアレンジを加えれば何とかなるかもしれない。それと──」

　俺はみやびの前で片膝をつき、言う。

「みやびはここで待っていてくれ」

「え……？　で、でも……わたし、も……」

　困惑するみやびに、俺は首を振った。

　みやびの体が小刻みに震えていることに気がついていたからだ。

　解放されて尚なお、みやびは恐怖に囚われている。

　だからこそ俺は首を振ったのだ。

「前に約束しただろ。迎えに来るって。あの話とはかなり状況が変わっちまったけど、俺は絶対に約束を守る。リーリスを助けて、みやびを迎えに戻って来るからここで待っていてくれ」

　そう言って頭をぽんぽんと軽く叩たたく。

「そして戻って来たときは笑顔で迎えてくれよな、みやび」

「透とお流るくん……」



　あらもーど北館の最も東に位置する渚なぎさの広場、その二階。

　俺が到着してすぐに、リーリスと男たちがエスカレーターを上がって来た。

「九ここの重え透流……!!」

　リーリスが、男たちが俺の姿を認め、驚きを見せる。

「……ガキ。どうやって先回りした」

「幾つか裏道があってね。お前らがのんびり歩いている内に先回りしたってわけさ」

　男たちの使った大通りではなく、細い通路を使って追い抜いたのだ。

「それにお前らは空の広場を“〝奥”〟だと言い、“〝上”〟まで来て貰もらうとも言っていた。つまり屋上から来たってことだ。そして屋上へ戻るには、この渚の広場を必ず経由する」

「なるほどな。じゃあもう一つ質問だが、たった一人で何をしに来やがった」

　そう、俺は一人だ。屋上へ通じるエスカレーターの前にはユリエもトラもいない。

「決まってる。リーリスを助けに来たんだ。俺たちとの決着がまだついてないのに、勝手に連れて行かれると困るんでね」

　俺の返答に男たちは下卑た笑いを上げ、リーリスが怒鳴る。

「バカなことを言ってないで退きなさい、九ここの重え透とお流る！　あんた一人でこいつらに勝てるとでも思ってるの!?」

「勝つ……！　俺は──俺たちは勝ってみせる!!」

「……二度も言わせないでよ、このバカ!!」

「あんたも俺に二度言わせるな!!　俺たちはこの手が届くなら絶対に護まもってみせる!!」

　そう言って俺は拳を固め──弓のように引き絞る。

「ガキィ……。もしかして突撃銃こいつを相手に素手で闘やり合おうってのか？」

「ああ、そうさ。ただし俺が拳を向けるのはお前たちじゃないけどな!!」

「意味のわかんねぇこと言ってんじゃねぇぞガキが！　その小せえ《楯》で隠された部分以外──ぜんぶミンチにしてやらぁ!!」

　向けられた突撃銃アサルトライフル、その引き金が引かれる。

　ガガガガガ!!　耳をつんざくような銃撃音。無数に襲い来る弾丸へと《楯》をかざす。

　けれど当然すべてを弾はじくことなど出来ず、男の宣言どおり銃弾によって俺の肉がそぎ落とされ、何発かは体を、腕を、足を貫く。

「うくっ……ぐぁっ……!!」

　全身を襲う激痛に呻うめき、力が失われそうになる。

（耐えろ！　絶対にリーリスを助けて戻るって約束しただろう!!）

　終わりのない射撃閃光マズルフラツシユを前に、俺は視線をまっすぐ下へと落とした。

「貫けぇ────っ!!」

　全身全霊を込めた雷神の一撃ミヨルニールを先刻同様に、床へと叩たたき込む。

　違うのは、ここが二階だということ。

　ビシィッ!!　一瞬で広がるひび割れが、男たちの足元まで達する。

　乱射をしていた男たちは、自分たちの武器が放った射撃閃光マズルフラツシユによって僅わずか一瞬だがその状況に気付くことが遅れ──

　次の瞬間、二階の足場が崩壊した。

「リーリス!!　来い!!」

　崩落して足元が失われていく中、手を伸ばす。

「九重透流!!」

　目標を見失った流れ弾を避けつつ、黄金の少女が俺の腕の中へ飛び込んでくる。

「後は任せたぞ、ユリエ、トラ──っ!!」

「ヤー!!」「任せろ!!」

　一階で待機していた頼もしい二人の仲間の返事が聞こえ──

　速さを身上とする二人の《超えし者イクシード》が二つの刃と化し、降り注ぐがれきへと突撃する。

　糸を縫うようにしてがれきの中を駆け抜け、それぞれが男を一人ずつ斬り裂き──

「が、ガキども────っ!!」

　ズザンッ!!　最後にリーダー格の男を、二人の剣閃が交差する。

　直後、すさまじい轟ごう音おんが館内に響き渡る。

　粉ふん塵じんが舞い上がり、男たちはがれきの中へと埋もれた。

　けれど──まだ終わっていない。

「このクソガキどもがぁああああっっ!!」

　装甲を切り裂かれ、床に叩たたきつけられ、がれきに押し潰されて尚なお、リーダー格の男が立ち上がる。

「ぶち殺してやるぁあああああっっ!!」

　砕けたヘルメットの奥で血走った眼めを俺へ向け、男はナイフを手に飛び掛かってくる。

　拳は砕け、今の俺には男を一撃で倒せる武器はない。

　ただし──俺には、だ。

「リーリス!!」

　腕の中の黄金の少女へと叫ぶ。

「あんたの《魂ちから》を俺に貸してくれ!!」

　それだけですべてが伝わる。

《焔》が舞い散り、リーリスの左手へ《銃ライフル》が現れた。

「狙いはあたしがつけるわ!!　だから引き金は──あんたが引きなさい!!」

　頷うなずき、リーリスの細くしなやかな指に手を重ね──



    

  
    
      



    

  
    
      

「これで……終わりだぁ────っ!!」

　一発の銃声が響き渡った。



「……トールは無む茶ちやをし過ぎです」

　俺の砕けた拳へ応急処置を施す最中、ユリエは心なしか怒ったような表情を浮かべた。

「いや、あのときはあれしか思いつかなかったし……」

「……だからって自分の拳を壊すなんて、バカじゃないのあんた」

　壁に背をもたれかけたままリーリスから飛んで来る呆あきれた声に、トラが無言で頷うなずく。

「でもまあ……」

「ん？」

「…………。助けに来てくれてありがとう」

　最後は小さくなるものの、その言葉はしっかりと耳に届いた。

「どういたしまして。……ところで、本当に上の様子は見に行かなくていいのか？」

「大丈夫よ。あたしたちが倒せる程度の相手に、三み國くにと月つき見みの二人が遅れを取るはずがないわ。それにもし交戦中だとしたら、今のあたしたちが行っても邪魔になるだけよ」

「それもそうだな……」

　特に後半の一言に納得せざるを得ず、嘆息する。

　ただ、それとは別にあの男たちのことで気になる件があった。

「……なあリーリス。あんたはあいつらの親玉──装鋼のエクイプメントなんとかってやつのことを知ってるんだよな？　よかったら教えてくれないか」

「……ごめんなさい。《特別エクセプシヨン》のあたしであっても言えないの」

（《特別エクセプシヨン》でもって言ってるし、月見のときみたいに学園の暗部とやらが関係しているのかもしれないな……）

　真剣な表情で言うリーリスに、それ以上の追及を諦める。

　やがて応急処置が終わったところで、俺は雰囲気を変えるように明るい声を出して立ち上がった。

「……さて、それじゃあみやびと橘たちばなを迎えに行くとするか！」

「ヤー。そうしましょう。随分と待たせてしまいました」

「ははっ、長いもう少しになっちまったな」

　けれど──急いで奥へ戻ろうとする俺たちの前へ、黄金の少女が立ちはだかる。

「待ちなさい、九ここの重え透とお流る」

「リーリス……？」

　黄金の少女は自身の胸元の赤い薔ば薇らを指し、言った。

「まだ終わってないわ」

「……俺、拳が砕けてる上に何発か撃たれてるんだけど」

「うるさいわね。だから応急処置が終わるのを待ってあげたじゃない。少しくらい動けるでしょ」

「お、おいおい……。本気でやるつもりか……？」

「当然よ。だいたい、あたしとの決着がついてないから勝手に連れて行かれると困る──そう言ったのはあんたじゃない」

　ふわさっと黄金色の髪イエロートパーズを手で払い、リーリスは続ける。

「それにあたしだって利き手は使えないんだから、最後まで付き合いなさいよ。あたしと認め合いたいんでしょ」

「付き合ってやれ、透とお流る」

　そう言ってトラは制服のボタンを引きちぎる。

「……わかったよ」

　ため息をつきつつ構える。力は入らないが、薔ば薇らを散らせることくらいは可能だろう。

　トラが真上に向かって指で弾はじいたボタンはやがて頂点に達すると落下しはじめ──

　キィ──ン。床に落ちた音を合図とし、リーリスと俺が同時に動く。

　刹那の後、薔薇が散り──

　今度こそ《生存闘争サバイヴ》は幕を下ろしたのだった。



　──尚なお、この後迎えに行ったみやびに抱きつかれてお互いに照れたり、歩けそうにない橘たちばなを抱きかかえたら大暴れされたりしたのはまた別の話である。



　　　　　　◇



「ふはははっ。さすがは《超えし者イクシード》。未調整では話にならんようじゃなぁ」

　周囲でうめき声を上げて倒れている部下たちを見て、《装鋼の技師エクイプメント・スミス》は笑い声を上げる。

　彼らの相手をした三み國くにの体には傷どころか汚れ一つついておらず、寸前に行われた闘いが闘いとは呼べない一方的なものであったことを示していた。

「下に向かった者も応答がありませんね」

　轟ごう音おんが途絶えた後、通信に応答が無いことで《Ｋ》は肩を竦すくめる。

「ふむ。まさか学生を相手に敗北とはのう。いやはや……。随分と優秀な生徒をお持ちのようじゃな」

「特に今年は有望な生徒がいるおかげで、将来がとても楽しみですのよ」

　下に向かった三人を打ち倒したであろう人物の顔を思い浮かべ、朔さく夜やは小さく笑う。

「さて、この後はどうしますの？　そちらが退かれるのであれば、こちらもこれ以上の手出しは致しませんわ」

「ほう、ありがたい話じゃ。では《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》殿のお言葉に甘えるとしよう。《Ｋ》くん、動ける者に指示を出して下の者の回収をしてくれるかの」

　言外に見逃すと言われ、恥じることなく受け入れる《装鋼の技師エクイプメント・スミス》。



　やがて透とお流るたちに倒された部下を回収し終え、《Ｋ》たちの撤退準備が整う。

「それでは我々はこれにて。《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》殿──いずれ、また」

「どうぞ、ご自由に」

　踵きびすを返すとエドワードはヘリへと乗り込み、《Ｋ》も続こうとしたそのとき──

　館内から屋上へと数人の生徒が姿を現した。

　その姿を見て《Ｋ》は足を止め、射いるような双眸を向ける。

　特に目を引いたのは三人。

　目的の一つであった黄金の少女。

　銀色の髪シルバーブロンドを持つ小柄な少女。

　そして二人に挟まれるようにして立つ、黒髪の少女を抱えた少年。

《Ｋ》は直感する。この少年こそが、部下を打ち倒した者だと。

　僅わずかな時間、透流と《Ｋ》は視線を交わし合う。

「……近いうちに、また会うことになりそうですね」

　それは予感。しかし確信に近いものだった。



　こうして束の間の遭逢は終わりを告げた。

　去って行く大型ヘリを見つめつつ朔さく夜やはぽそりと口にする。

「……《装鋼の技師エクイプメント・スミス》様。私たちは似ているようでいて異なりますの。だからこそ貴方あなたと私の道は決して交わらぬものですわ」

　呟つぶやきは誰の耳に届くまでもなく、そのまま風に流れ去って行った。



    

  
    
      


■エピローグ





「暇だ……」

　俺は今、あの男たちとの闘いで負った傷のため、学園の敷地内にある病棟の一室へ放ほうり込まれている。

　真っ白な病室へ射さし込む陽ひ射ざしは暖かく、のんびりと過ごすにはとてもいい。

　ただし、それも三日を過ぎると地獄の監禁生活と化した。

　うさぎ耳をつけた自称白衣の天使（コスプレしてた）から、あと二日程ここに監禁（本当にこう言った）だと伝えられた。

　することも無く、俺はあの日から幾度となく思い浮かべたことを、今日も思い浮かべる。

（……人を超えた存在、か）

　あいつらが口にした言葉、そして屋上で目にした指揮官であろう白人の少年。

　また会うことになる。

　そのときは闘うことになるだろう。

　射いるような双眸が、確信めいた予感を俺に持たせていた。

（もっと強くならないとな……）

　今よりもっと──

　そしていつか、あいつと対たい峙じしたときのためにも……。

　コンコンコン──ノックの音が静かな室内に響く。

「トール、起きてますか？」

「ああ、起きてるぜ。何か持って来てくれたのか？」

　次に見舞いに来るときは何か持って来てくれ──と、この退屈地獄を打開するために頼んでおいたのだ。

「どうぞ、アップルティーです」

「……うん、ありがとうな」

　だけど俺は暇潰しが出来る何かが欲しかったんだ、とは言えなかった。

　そこへみやびたちもやってくる。

「と、透とお流るくん、元気……？」「九ここの重え、調子はどうだ？」「ふん、いつまで寝ているんだ」

「俺だってとっととこんなとこ出たいっての……」

　とは言いつつも、四人（タツ含む）のおみやげに期待する俺。

　編み物セット（みやび）──右手が使えないので断念。

「そ、そっか。ごめんね、透流くん……」

　ダンベル（タツ）──一応怪け我が人にんなんだが、俺。

「悪いな、タツ。怪我がもう少し良くなったら使わせてもらうから」

　教科書（橘たちばな）──はっきり言ってまったく嬉うれしくない。

「ふふっ、暇潰しになるし授業にも遅れることもなく、予習も出来て一石三鳥──」

「みやび、タツ、ありがとな。トラ、なんでお前は何も持ってきてくれないんだよ……」

「ふんっ。顔を見せてやっただけありがたいと思え」

「待て、九ここの重え！　なぜ私だけを無視するのだ!?」

「……ユリエ、悪いんだけどお湯を沸かして来て貰もらえるか？」

「ヤー」

　ユリエが頷うなずいて腰を上げたとき、再びノック音が室内に響く。

　全員の視線が扉に向くと、そこには黄金色の髪イエロートパーズと蒼玉の瞳サフアイアブルーを持った美少女が立っていた。

「リーリス！」

「……まったく、病室で騒がしいわね」

　呆あきれるようなため息をもらしつつ、室内へ入ってくるリーリス。

「どうしてここに……」

「どうしてって……」

　リーリスは少し言い辛そうに俺から視線を逸そらし、指先で髪を弄いじる。

「仲間のお見舞いに来るのは当然でしょ」

「え……？」

「何よ？　違うって言うの？　全力でぶつかり合ったでしょ、あたしたち」

　視線を逸らしたまま、リーリスが手を差し出してくる。

　リーリスの手から顔へ視線を戻すと、その頬ほおは少しばかり赤くなっていた。

「……まあ、あたしも結構バカなところがあるってこと」

「リーリス……」

「それと、ほっぺた痛かったでしょ。ごめんなさい」

「気にしてないさ」

　リーリスの手を握り返し、互いに顔を見合わせ、笑みを向け合う。

　俺たちはお互いを認め合う仲になれたのだと、この手の繋つながりが語っていた。

　やがて手を離すと、リーリスは質問を投げ掛けてくる。

「……ところで九重透とお流る。一応聞いておくけど──あの件は、やっぱりダメなのよね？」

　今度は聞くまでもなくわかる。《絆双刃デユオ》の件についてだ。

　俺はユリエに視線を向けつつ、以前と同じ答えを返す。

「悪いな。俺には大切な《絆双刃デユオ》がいるからさ」

「いいわよ。それならそれで仕方なしってね。……だけど一度決めた以上、あたしは絶対に諦めないから。気が変わったらいつでも言いなさいよ♪」

　その一言に、俺は苦笑するばかりだ。

　だが、俺の《絆双刃デユオ》は心中穏やかではいられないらしい。

「……トールは私の《絆双刃デユオ》です」

　警戒するような表情を、めずらしくはっきりと浮かべるユリエ。

　その手がきゅっと俺の袖を掴つかんでいるのが何だか嬉うれしい。

「ふふっ、そんなに怖い顔をされると逃げたくなっちゃうわね」

　くすくすと笑い、肩を竦すくめるリーリス。

「そうそう。今の話とは別に、最後に大事なことを言わせて貰もらうわ」

「大事なこと？」

「ええ、二度は言わないから聞き逃さないでよ」

「ああ、わかった。──って、え……？」

　大事なこととやらを口にする寸前、リーリスは俺に顔を近付けてきて──

　赤い紅を差した唇が俺の頬に触れた。

「「「「っっっっっっ!?」」」」

　室内にいる全員の視線が俺たちに集まる。

「な、ななな、な……何を……!?」

　パチリと黄金の少女はウインクをし、高らかに宣言した。

「あんたのこと、未来の旦那様にするって決めたから♪」

　僅わずかな沈黙、そして──

「えぇえええええ────────っ!?」

　俺の叫び声が静寂を破り、次いで周囲もまた驚きの渦に。

「トール。やっぱりその人と……」「と、透とお流るくんのえっちーっ!!」「はは、破は廉れん恥ちな!!」

「いやいやいや勘違いするなユリエ!!　みやび、橘たちばな、俺は何もしてない!!　というか……認められすぎだろ、俺──っ!!」

「……やれやれ、バカモノどもが騒がしいことだ」

　大騒ぎの中、言いたいことは言ったとばかりにリーリスが部屋を出て行こうとする。

「それじゃ、あたしはこれで失礼するわ。……あ、そうそう」

　扉の前で振り返り、リーリスは指で銃を形作ると──

「絶対にあんたの気持ちを射止めてみせるわよ、九ここの重え透流♪」

　バンッと言いつつ撃つ仕草をし、今度こそ黄金の少女は病室を出て行くのだった。



　　　　　　◇



　そよそよと柔らかな風が頬ほおを撫なで、髪を揺らす。

　薔ば薇らの庭園にて向かい合うは二人の美少女。

　一人は太陽と見み紛まがうような黄金色の髪イエロートパーズを持つ少女。

　向かい合うは魔女と称される闇色の髪を持つ少女。

「随分と病棟が騒がしかったようですわね」

「あら、聞こえていたの？」

「物思いにふけることが出来ないくらいには聞こえてきましたわ」

「それは悪かったわね、朔夜」

　まるで反省していない様のリーリスへ、朔さく夜やは顔をしかめる。

　が、態度についてではない。

「リーリス。いくら知己とはいえその呼び方はやめて頂きたいですわ。貴女あなたはこの学園の生徒であり、私は理事長ですのよ」

「わかったわ、理事長」

　変えたのは呼び方だけ。

　態度までが変わることはないが、朔夜もまたそこまでは望んでいない。

「それにしても、貴女の気まぐれから始めたことで、まさか《装鋼の技師エクイプメント・スミス》と顔を合わせることになるとは思いもしませんでしたわ」

「あら？　あなたは気まぐれと言うけれど、あたしなりに目指すべき標はあるのよ」

　瞳だけを朔夜に向けてくすりと笑うと、リーリスはミルクティーを一口飲んだ。

「十分に気まぐれですわ。別にあのような催しをせずとも、普通に彼らと手合わせをしてくださればよかったのに」

「普通になんてつまらないわ。それに、面白い相手もいたことだしね」

　それが誰のことか、リーリスはわざわざ口にはしない。

　朔夜もまた、尋ねるようなことはしない。

「……それで結局、あの人は何をしたかったわけ？」

「同盟交渉と運用テスト、と本人は言っていましたわ。話しぶりからすると、本当にその通りではないかと」

「ふぅん……。それで、あなたはあの人に対して今後どうするつもり？」

「どうもしませんわ。今後こちらに関わらぬならそれも良し、関わるのならば──良き贄とさせて頂きますわ」

「あら、怖いわね」

　冷たい笑みを浮かべる朔夜へ、リーリスは肩を竦すくめて戯おどける。

「さて──そろそろ彼らに対する貴女の見解を聞かせて貰もらいたいですわ」

　リーリスを透とお流るたちにぶつける。

　そのために、朔夜は黄金の少女をわざわざ呼び寄せたのだ。

　結果はリーリスの敗北であったが、そこに朔夜の興味は無い。

「ユリエ＝シグトゥーナは……そうね。現時点では精神的に甘く、技量もまだ荒削り。だけど、才覚はズバ抜けているわ」

　ミルクティーを一口飲み、間を置いてからリーリスは評の続きを口にする。

「九ここの重え透流の評価は保留にしたいわね。ただ、これから化ける可能性は十分にあると思う。……ううん、そうなると確信しているわ。何な故ぜなら──」

　胸元に手を当て、黄金の少女は陶酔したかのように眼めを細める。

「《魂》が、感じたわ。震えるほどに、ね」

　唇へ指を当て、リーリスは微笑ほほえむ。

「これがあたしの真実よ♪」

「……意味がわかりませんわ」

　リーリスの言葉に、朔さく夜やはふぅ……と嘆息する。

「そろそろ失礼しますわ」

「あら、もう行くの？　もっとゆっくりしていってもいいじゃない」

「時間ですわ」

　にべもなく返す朔夜に、リーリスは名残惜しそうな表情を浮かべた。

　けれども、朔夜は気に掛ける様子もなく席を立つ。

「楽しい時間はすぐに終わってしまうわね、朔夜」

　返事は無く、黒衣の少女は薔ば薇らの小こ径みちを去って行く。

「……あなたの瞳は《絶対双刃アブソリユート・デユオ》しか映していないのね」

　魔女と呼ばれる少女の背中を見送りつつ、リーリスは僅わずかに吐息を漏らした。

「気付いてる、朔夜？　貴女あなたの世界はとても小さいことに」

　黄金の少女は空へと視線を移す。

　昊陵学園という箱庭の上には、彼女の瞳と同じ蒼色の空が広がっていた。

「だから、あたしはその世界を終わらせる。だってあたしは《特別エクセプシヨン》──」



    

  
    
      「すべてを終わらせる《深淵の光芒アビス・レイ》なのだから」









〈了〉



    

  
    
      


あとがき



「なんとこのアブソリュート・デュオ　三〇〇巻まで出るシリーズなんですね」

「フン……出ねーヨ」



　というわけで、どもどもお久しぶりです、もしくははじめまして。柊ひいらぎ★ぼしたくみです。

『アブソリュート・デュオⅡ　嘘と真と赤い紅』をお読み頂きありがとうございます。

　一巻を手に取って下さった皆さんのおかげで、こうして二冊目を出すことができました。

　さて、この本が発売する頃には二〇一二年もあと僅わずか。

　個人的には第二次超能力戦争に参加したかったのですが、残念ながらそちら側の才能は皆無だったため、ならば仕事の幅を拡ひろげようとＭＦ文庫Ｊの門戸を叩たたき、ラノベデビューをさせて頂いたという忘れられない年となりました。

　というわけで、来年も可愛かわいくて強い女の子とともに駆け抜ける学園バトルアクションを全力でお届けしていきます!!　ラブコメもあるでよ!!



　さてさて、二巻の表紙を飾ったのは新ヒロイン《特別エクセプシヨン》──リーリスです。

《唯一無二アンリヴアルド》と呼ばれる特殊な《焔牙ブレイズ》を持つ彼女が昊陵学園に転入してきて、透とお流るたちを相手にちょっとした騒ぎを巻き起こす──といったお話です。

　気まぐれで掴つかみ所どころが無い彼女は、皆さんの目に魅力的な女の子として映りましたか？

　個人的に掴み所のある女の子が好きなので、僕にはとても魅力的に映ります。



　謝辞です。行数が無いのでかなり省略します。ごめんなさい。

　イラストの浅葉さん、今回もとても可愛く魅力的なイラストで最高です！

　担当の池本さん、その他関係者の皆さま、いつもありがとうございます！



　最後に《特別エクセプシヨン》な謝辞を、初代担当の庄しよう司じ様へ。

「『やれること』ではなく、『やりたいこと』をやってみましょう!!」

　あの言葉があってこそ、アブソリュート・デュオは世に出ることとなりました。

　初めてのラノベで貴方あなたという担当に出逢あえたこと、とても幸運だったと思っています。

　今後も浅葉さんや他の関係者の方々とともに本作を育てて行きますので、遠い東京の空で見守り続けて下さい！　……こちら千葉だから隣ですけどね！



　それではまた三巻で。次回は日本勢の反撃──の予定です。予定。

　大事なことだから二回言いつつのしのし。

柊★たくみ



    

  
    
      


　著者

　柊★たくみ（ひいらぎぼし・たくみ）

　　たまねぎラノベ作家の柊★です。

　　もちろん最終幻想サードなたまねぎです。

　　１レベル＝１冊という換算で行くと90冊を超えた辺りからものすごく成長をし始めますね！
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